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発刊に寄せて

ー級河川荒川の中流域の大里地区は、南に比企丘陵を控えた埼玉県北部に位置する 3市

3町 2村にまたがる県下有数の農業地帯です。

六堰頭首工は大里郡川本町および花園町にまたがり、荒川流域に広がる3,820haにかんが

いするための取水施設です。六堰とは、荒川から取水する奈良堰、玉井堰、大麻生堰、成

田堰、御正堰、吉見堰の六つの用水の総称です。この地域の用水は、約400年前より順次開

削整備されましたが、干ばつなどによる水争いが繰り返されてきました。このような水利

使用問題を解消させるため、昭和初期に取水堰を一箇所に統合し、頭首エが建設されまし

しかし建設から60年以上が経過し、荒川の河床低下等によって洪水に対する危険性が

年々増し、周辺地区では都市化による土地利用の変化や農業用水の水質悪化等、深刻な問

題を抱えていました。

そこで「大里農地防災事業計画」に甚づき、六堰頭首工の改築と甚幹用水路の改修を行

うこととなりました。この事業は、用水施設の機能回復と災害の未然防止および農業用水

の水質改善を行い、農業用水の合理的利用、管理体制の適正化、農業生産環境の改善など

を図って、農業生産性の向上および農業経営の安定化に寄与するもので、現在第 4期工事

を行っています。

また、この事業地内には古墳時代後期から奈良•平安時代の集落遺跡である如意遺跡、

川端遺跡が確認されました。これらが貴重な埋蔵文化財との認識のもと、やむを得ず現状

保存できない部分については、発掘調査を行い記録保存の措置をとりました。

そして、昨年に続き、調査成果の一部を報告書にまとめ刊行の運びとなりました。郷土

学習をはじめ、生涯教育、学術研究の基礎資料などとして地域文化向上のためにご利用い

ただければ幸いです。

平成14年 3月

農林水産省関東農政局

埼玉東部土地改良建設事務所

所長鈴木正彦



序

埼玉県の中央部を貫流する荒川は、奥秩父山地を水源とし、東京湾に注ぐまでの169kmの

間流域を潤し、常に人びとの生活と密接な関わりをもってきました。そして、かつては大

きな水害をもたらし、 一方では渇水のため人々を苦しめた「荒ぶる川」も、改修工事の進

展や多H的ダムの建設によりその様相を変えています。また、川本町の荒川には紺年冬の

到米とともに数十羽のコハクチョウが飛米し、川に彩りを添えています。

現在の川本町は、首都圏近郊における重要な食料生産地として、また観賞用の花などの

栽培も盛んに行われています。

荒川には、 農業用水の取水施設として六堰頭首エが建設されています。六堰とは、近憔

以降に設けられた六つの堰の総称で、昭和14年これらの堰を統合して現在の六堰頭首エが

新設されました。 しかし、荒川の河床低下や都市化などの環境変化による問題が生じ、農

林水産省が主体となり、六堰頭首工改築工事が計画されました。

改築工事事業地内には、周知の埋蔵文化財包蔵地として、如意遺跡・川端遺跡の一部が

該当しておりました。これらの埋蔵文化財の取扱については、関係諸機関で慎重に協議を

重ねて まいりましたが、 やむを得ず記録保存の措附が講じられることとなりました。

発掘調査は、埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課の調整に基づき、農林水産省関東農

政局の委託を受け、当事業団が実施いたしました。

発掘調査の結果、如意 ・川端の両遺跡は古墳時代後期から奈良 • 平安時代にわたる大規

模な集落遺跡であることが明らかになり、竪穴住居跡や掘立柱建物跡などの貴重な埋蔵文

化財が発見されました。特に、 500軒をこす竪穴住届跡からは、 土師器・須恵器などの士器

類や金属製品が出土し、当地域の歴史を解明する上で貴重な発見となりました。

これらの成果をまとめた本書が、埋蔵文化財の保護、普及啓発さらには学術研究の資料

として広く活用いただければ幸いです。

本書の刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整に御尽力いただいた埼玉県教育局生涯学

習部文化財保護課をは じめ、農林水産省関東農政局、 川本町教育委員会ならびに地元関係

各位に厚くお礼中し上げます。

平成14年 3月

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長中野健
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本書は、埼玉県大里郡川本町大字畠山に所在す

る如意遺跡・川端遺跡の発掘調査報告書である。

遺跡の略号と代表地番及び発掘調査に対する指

示通知は、以下のとおりである。

如意遺跡 (NYI)

埼玉県大里郡川本町大字畠山392-2他

平成9年12月5日付け教文第2-147号

埼玉県大里郡川本町大字畠山394他

平成10年5月13日付け教文第 2-24号

埼玉県大里郡川本町大字畠山440-1他

平成10年5月13日付け教文第 2-25号

埼玉県大里郡川本町大字畠山395他

平成11年9月28日付け教文第2-84号

埼玉県大里郡川本町大字畠山396他

平成12年5月2日付け教文第 2-2号

川端遺跡 (KWBT)

埼玉県大里郡川本町大字畠山407他

平成12年5月2日付け教文第2-1号

発掘調査は、大里農地防災地業六堰頭首工建設

工事事業に伴う事前調査であり、埼玉県教育局

生涯学習部文化財保護課力噴l整し、農林水産省

関東農政局の委託を受け、財団法人埼玉県埋蔵

文化財調査事業団が実施した。

本事業は、第 I章の組織により実施した。本事

言

8
 

， 
10 

業のうち発掘調査については利根川章彦、郎持

和夫、山本禎、 岩瀬譲、瀧瀬芳之、大谷徹、上

野真由美、栗岡潤、渡辺清志が担当し、平成9

年10月 1Hから平成12年11月30日まで 5次に

分けて断続的に実施した。整理 ・報告書作成作

業は、 山本 ・岩瀬が担当し、平成13年5月11日

5
 

6
 

7
 

から平成14年3月22日まで実施した。

遺跡の碁準点測量、空中写真撮影および空中測

量は、新日本航測株式会社に委託した。

写真は、発掘調査時の撮影を各担当者が行い、

遺物の撮影は大屋道則が行った。

出土品の整理・図版の作成は、石器を西井幸雄、

灰釉陶器を兵ゆり子が、その他を金子直行、赤

熊浩一、瀧瀬、桜井元子の協力を得て山本・岩

瀬か行った。

本書の執筆は、

本書の編集は、

I -1を埼玉県教育局生涯学習

部文化財保護課、 III-2を山本が、

岩瀬が行った。

それ以外を

山本・岩瀬が行った。

11 

本書に掲載した資料は、平成14年度以降、埼玉

県立埋蔵文化財センターが管理 ・保管する。

本書の作成にあたり、下記の方々から御教示 ・

御指導を賜った。記して感謝の意を表します。

川本町教育委員会 村松 篤



凡例

1 遺跡全体におけるX・Yの数値は、国土標準平

面直角座標第IX系（原点 ：北緯36度00分00秒、

東経139度50分00秒）に基づく各座標値を示す。

また、各挿図における方位は、すべて座標北を

示す。

2 遺跡におけるグリッドの設置は、国士標準平面

直角座標に基づいて設置しており、 10mX 10m 

の方眼である。

3 グリッドの名称は、北西杭を基準として、東西

方向は西から東へ 1、2、3...、南北方向は北

から南へA、B、C・・・と付けている。なお、 如

意遺跡 ・川端遺跡は同一の基準、共通のグリ ッ

ド名を使用している。

（例 L-18グリ ッド）

4 本書の本文 ・挿図 ・表などの遺構の略号は以下

のとおりである。

SJ 竪穴住居跡 SB 掘立柱建物跡

SK 土坑 SD 溝跡

SX 性格不明遺構 ST 墓

5 本文中の挿図の縮尺は、原則として以下のとお

りである。

調査区全測図 1 : 400 

竪穴住居跡 1 : 60 

掘立柱建物跡 1 : 60 

士坑 ・溝跡 1 : 60 1 : 30 

墓 ・炉跡・ピット 1 : 30 

土器実測図 1 : 4 

紡錘車 ・砥石 1 : 3 

石製模造品 ・金属製品類 1 : 2 

玉類 1 : 1 

士錘 ・石鏃 1 : 2 

縄文土器 ・打製石斧 1 : 3 

6 須恵器は、断面を黒塗りしてあるが、酸化焔焼

成となったも のは塗っていない。遺物の網は

20％が赤彩、 30％が黒色、 50％が油煙を表す。

7 遺構図における水平数値は、海抜高度を示して

おり、単位はmである。

8 遺構図中のスクリーントーンは、カマドの焼土

化範囲を示す。

9 遺物観察表は次のとおりである。

・ロ径 ・器高 ・底径は、 cmを単位とする。

・（ ）内の数値は推定値である。

．胎土は肉眼で観察できる ものを次のように示

した。

A ：石英 B:白色粒子 c:長石

D:角閃石 E ：赤色粒子 F:黒色粒子

G ：雲母 H ：片岩 I :白色針状物質

J :砂粒 K:チャート L:小礫

・焼成は、良好、普通、不良の 3段階に分けた。

・残存率は、図示した器形の部分に対して％で

表した。

・出土位置の 「床」は床面直上、「＋5」は床面

から 5cm上からの出土を表す。

10 土錘観察表は次のとおりである。

• 長さ ・ 径 ・ 孔径はcm を、 重さは g を単位とし、

径は最大径である。

・（ ）は現存長 ・径・ 重さを表す。

•分類は、埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書

第241集 『如意／如意南』のP.161-162を参照

されたい。

11 本書に掲載した地形図は、国土地理院発行の 1/ 

50,000地形図と国土地理院の承認を受け作成

された川本町地形図 1/2,500を使用した。
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第247号住居跡出土遺物 図版98 第219号土坑出土遺物

第250号住居跡出土遺物 第220号土坑出土遺物

圏版91 第251号住居跡出土遺物 第222号土坑出土遺物

第252号住居跡出土遺物 第13号性格不明遺構出土遺物

第255号住居跡出土遺物 図版99 第13号性格不明遺構出土遺物

第256号住居跡出土遺物 第19号性格不明遺構出土遺物

第361号住居跡出土遺物 I -19グリ ッドP3出土遺物

図版92 第361号住居跡出土遺物 L-15グリ ッド出土遺物

第362号住居跡出土遺物 P-17グリ ッドp1出土遺物

第365号住居跡出土遺物 図版100 第122号住居跡出土遺物

第367号住居跡出土遺物 第123号住居跡出土遺物

図版93 第369号住居跡出土遺物 図版101 第164号住居跡出土遺物

第370号住居跡出土遺物 第169号住居跡出土遺物

第371号住居跡出土遺物 第173号住居跡出土遺物

第372号住居跡出土遺物 第174号住居跡出土遺物

第373号住居跡出土遺物 図版102 第174号住居跡出土遺物

第374号住居跡出土遺物 第175号住居跡出土遺物

図版94 第375号住居跡出土遺物 第177号住居跡出土遺物

第382号住居跡出土遺物 第178号住居跡出土遺物

第383号住居跡出土遺物 第184号住居跡出土遺物

第386号住居跡出土遺物 固版103 第186号住居跡出土遺物

図版95 第386号住居跡出土遺物 第188号住居跡出土遺物

第393号住居跡出土遺物 第194号住居跡出土遺物

第394号住居跡出土遺物 第200号住居跡出土遺物

第397号住居跡出土遺物 悩版104 第200号住居跡出土遺物

第541号住居跡出土遺物 第204号住居跡出土遺物

第549号住居跡出土遺物 第206号住居跡出土遺物

第550号住居跡出土遺物 図版105 第206号住居跡出土遺物

図版96 第550号住居跡出土遺物 第209号住居跡出土遺物



第224号住居跡出土遺物 図版121 第224号住居跡出土遺物

第234号住居跡出土遺物 第234号住居跡出土遺物

図版106 第234号住居跡出土遺物 図版122 第234号住居跡出土遺物

図版107 第234号住居跡出土遺物 図版123 第234号住居跡出土遺物

第241号住居跡出土遺物 図版124 第234号住居跡出土遺物

第242号住居跡出土遺物 第242号住居跡出土遺物

図版108 第242号住居跡出土遺物 第252号住居跡出土遺物

第249号住居跡出土遺物 図版125 第255号住居跡出土遺物

図版109 第251号住居跡出土遺物 第367号住居跡出土退物

第252号住居跡出土遺物 第372号住居跡出土遺物

第255号住居跡出土遺物 図版126 第374号住居跡出土遺物

第256号住居跡出土遺物 第377号住居跡出土遺物

第361号住居跡出土遺物 第382号住居跡出土遺物

図版llO 第369号住居跡出土遺物 第386号住居跡出土遺物

第377号住居跡出土遺物 図版127 第541号住居跡出土遺物

第382号住居跡出土遺物 第550号住居跡出土遺物

図版111 第382号住居跡出土遺物 第104号土坑出土遺物

第550号住居跡出土遺物 第13号性格不明遺構出上遺物

第220号土坑出土遺物 図版128 第13号性格不明遺構出上遺物

図版112 第219号土坑出土遺物 第214号住居跡出土遺物

L-15グリッド出土遺物 第175号住居跡出土遺物

図版113 第123号住居跡出土遺物 第178号住居跡出土遺物

第164号住居跡出土遺物 第179号住居跡出土遺物

図版114 第168号住居跡出土遺物 第217号住居跡出土遺物

第175号住居跡出土遺物 図版129 第194号住居跡出土遺物

第177号住居跡出土遺物 第169号住居跡出土遺物

図版115 第178号住居跡出土遺物 第227号住居跡出土遺物

図版116 第184号住居跡出土遺物 第229号住居跡出土遺物

第194号住居跡出土遺物 第234号住居跡出土遺物

第200号住居跡出土遺物 第375号住居跡出土遺物

図版117 第200号住居跡出土遺物 第374号住居跡出土遺物

図版118 第200号住居跡出土遺物 第393号住居跡出土遺物

第205号住居跡出土遺物 図版130 石製品類

第206号住居跡出土遺物 第154・ 206号出土鉄器

図版119 第223号住居跡出土遺物 第205号住居跡出土遺物鉄器

第224号住居跡出土遺物 図版131 第 1号墓壊出土遺物

図版120 第224号住居跡出土遺物 近世墓壊出土遺物

mailto:234%R@lb1f.1t
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図版132 住居跡出土砥石 • 石製品 図版139 第8• 9号住居跡第 8号住居跡カマド

第164号住居跡出土遺物 第10号住居跡遺物出土状況

P-18グリ ッド出土板碑 図版140 第10号住居跡カマド遺物出土状況

図版133 川端遺跡全景（西から） 第10号住居跡貯蔵穴遺物出土状況

川端遺跡全景 （東から） 第10号住居跡南側遺物集中

図版134 第1号住居跡 ・第10・ 11号土坑 図版141 第11号住居跡・第12号土坑

第1号住居跡カマド遺物出土状況 第11号住居跡遺物出土状況

第2・ 3 • 4 • 5号住居跡 第12号住居跡

図版135 第2号住居跡 ・第4号土坑 図版142 第2号住居跡出土遺物

第2号住居跡カマド 第3号住居跡出土遺物

第3号住居跡 第6号住居跡出土遺物

図版136 第3号住居跡遺物出土状況 第8号住居跡出土遺物

第4号住居跡 ・第2号土坑 第9号住居跡出土遺物

第4号住居跡カマド遺物出土状況 第10号住居跡出土遺物

区1版137 第5号住居跡 第6号住居跡 図版143 第8号住居跡出土遺物

第6号住居跡カマド遺物出土状況 第10号住居跡出上遺物

図版138 第6号住居跡貯蔵穴 第 7号住居跡 第11号住居跡出土遺物

第7号住居跡カマド



1 発掘調査の概要

1.発掘調査に至る経過
県北部に広がる荒川中流域の大里地区は首都近郊

に位置し、有望な食糧生産碁地として大きな発展が

期待されている。しかし、荒川の河床か低下したた

め洪水の危険性が増大し、また、水質悪化や湧水の

枯渇などの問題が生じてきた。こうした事態を受け

て農林水産省が主体となり、大里地区において六堰

頭首工などの基幹土地改良施設と地区内水利施設の

機能回復等の「国営総合農地防災事業」が計画され

た。これに呼応して埼玉県と川本町でも、 ［付帯県営

農地防災事業］により視線水路の整備を行うことと

なった。

平成 9年2月21日付け 9埼東第72号で関東農政

局埼玉東部上地改良事務所長より、六堰頭首工建設

工事等用地内における埋蔵文化財の有無及び取り扱

いについての照会を受けた。文化財保護課では、平

成9年 2月27・ 28 日に試掘調査を行い、奈良 • 平安

時代の住居跡を確認して平成9年3月5日付け教文

1625号で以下のような回答をした。

1 埋蔵文化財の所在

事業地内には、次の埋蔵文化財包蔵地が所在しま

名称I種別 I時 代 所在地

如意 1 集落跡1 縄文・奈良 • 平安 1 大里郡川本町如意地内

川端集落跡 奈良 • 平安 大里郡川本町如意地内

2 取扱いについて

上記の埋蔵文化財は現状保存することが望ましい

が、事業計画上やむを得ず現状変更する場合には、

事前に文化財保護法第57条の 3に規定による発掘

通知を提出し、記録保存のための発掘調査を実施し

てください。

なお、発掘調査の実施については、当課と別途協

議願います。

これを受けて文化財保護課と関係部局 ・川本町と

の間で事前協議がなされたが、計画変更が不可能で

あるため、工事区について記録保存の措駕を講ずる

こととした。

また、六堰頭首工につながる農免道路部分につい

ても試掘調査がなされ、新たに如意南遺跡が新規登

録された。道路に施設される歩道については川本事

業であったが、これを分離して調査することが不可

能であるため、一体化して発掘調査することとなり、

実施機関として闊埼玉県埋蔵文化財調査事業団があ

たることとなった。

如意遺跡等にかかる文化財保護法第57条の 3の

通知が関東農政局埼玉東部土地改良事務所長から提

出され平成9年9月1日付け教文 3-373号で収受

した。一方、文化財保護法第57条 1に係る発掘届が

闘埼玉川U埋蔵文化財調査事業団理事長から提出され

て、発掘調査が平成 9年10月1日から開始され、平

成12年11月30日に終了した。

なお、発掘調査届に対する指示通知番号は、次の

とおりである。

如意 (3 次 • 4 次 • 5次）

平成10年5月13H付け教文 2-25号

平成11年9月28日付け教分2-84号

平成12年5月2日付け教文2-2号

川端遺跡

平成12年5月2日付け教文2-1号

（文化財保護課）

- 1-



2.発掘調査・報告書作成の経過

発掘調査

大里農地防災事業六堰頭首工改築工事に伴う如意

遺跡の発掘調査は、平成9年10月から平成12年11月

まで断続的に実施した。調査面積は18,284面であ

る。川端遺跡は平成12年4月から5月まで、 如意遺

跡の調査と並行して実施し、調査面積は962面であ

る。なお、本書で報告の対象となるのは、如意退跡

の平成10年度から12年度分調査の一部ずつと、川端

遺跡である。

（平成9年度）

平成9年10月から平成10年3月まで実施した。10

月から現場事務所設置などの諸準備を行い、 11月に

調査区の西端から本格的調査に入った。発掘器材の

搬入後、調査区域 ・土置き場に囲柵を設罹し、 重機

による表土掘削を行い、掘削終了範囲より順次遺構

確認作業を実施した。表土掘削終了時点で基準点測

量を実施し、 10m方眼の杭打ち作業を行った。遺構

確認作業の結果、西端部では土坑、ピットが僅かに

検出される程度であったが、東に進むにつれ竪穴住

居跡が多く検出されるようになった。その後、 順次

東に向かって調査を進め、 3月に調査区全景写真と

空中写真撮影を実施して調査を終了した。

（平成10年度）

平成10年4月から 6月と、 10月から12月の 2度に

分けて実施した。

4月からの調査は、前年度からの継続調査で前年

度調査区域の東側の調査を行った。遺構は竪穴住居

跡が中心で、密集度が高く、重複する住居跡が多かっ

た。また、 住居跡と掘立柱建物跡が重複する例も見

られた。 6月中旬に全景写真、空中写真撮影を実施

し、調査区域の埋戻しと囲柵の撤去を行い、調査を

終了した。

10月からの調査は、4月に実施した調査区域の東

側に接する地点と、約50m北東で荒川に面した地点

の調査を行った。調査区域の設定、囲柵、 重機によ

る表土の掘削等を行い、遺構確認作業を実施した。

4月の調査区域の東に接する地点は、引き続き竪穴

住居跡が全域にわたって検出され、密集度も高く、

重複が多く見られた。荒川沿いの地点は、遺構の密

度は低く、住居跡は 3軒検出されたのみであった。

12月には両地点の全景写真撮影を行った。その後、

埋戻し ・囲柵の撤去 ・器材撤収等を行い、調査を終

了した。

（平成11年度）

平成11年10月から平成12年3月まで実施した。調

査地点は前年度調査地点の東に隣接した荒川に面し

た地点と、宅地を挟んだ南側の地点、 そこから町道

を挟んだ東側の地点、そして約100m東の追跡東端

部にあたる地点の計4地点である。

最初に荒川に面した地点から囲柵 ・重機による表

土掘削を開始し、 南側の地点、その東側と進め、10

月中には 3地点の表土掘削は終了した。同時に遺構

確認等の作業を開始し、順次北から南へ作業を進め

た。12月には荒川に而した地点、南側の地点が終了

し、全景写真撮影後、危険防止のため埋戻しを行っ

た。平成12年 1月にはその東側の地点の調査に着手

し、並行して遺跡東端部の表土掘削を行った。遺跡

東端部の地点では、 東から西に向かって調査を進め

た。何れの地点でも住居跡の密集度が高く、激しい

重複が見られた。3月に調査区全景写真、空中写真

撮影を行って調査を終了した。

（平成12年度）

平成12年4月から11月まで実施した。発掘調査の

最終年度であり、川端遺跡と、如意遺跡の前年度ま

でに用地等の関係で調査ができなかった調査区東半

部や、南端の農道に取り付く地点、町道部分等の調

査を行った。

4月に川端遺跡と如意遺跡の中央付近を囲柵、重

機による表土掘削、遺構確認、甚準点測量を行い、

遺構精査を進めた。 5月下旬、 全景写真、空中写真

撮影を実施し、危険防止のため埋戻した。

6月からは如意遺跡の東半部の調査を開始した。

—- 2 -
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三軒の住宅が東側の家から一軒ずつ移動するのに伴

い、囲柵・ 表土掘削 ・基準点測量・遺構精査等を繰

り返し行うこととなった。まず、前年度に調査した

遺跡東端部に隣接した地点から調査に着手し、順次

西進した。この地点は、遺跡内でも最も遺構の重複

の激しいところであった。並行して、 7月に町道部

分の調査を行い、10月末、全景写真、空中写真撮影・

空中測量を実施した。 11月には、遺跡南端部の調査

を行った。その後、 一部埋戻し、器材の撤収、現場

事務所の撤収等を行い、発掘調査の全工程を終了し

tヽヽ
o

整理・報告書作成

本事業における如意遺跡の整理 ・報告書作成作業

は、既に平成12年度に調査区の西側部分が実施され

ており、報告書も刊行されている（事業団報告第264

集）C 本年度は、如意遺跡と川端遺跡の整理・報告書

作成作業を平成13年 5月11日から平成14年 3月22

発掘調査工程表

日まで実施した。

5月から出土遺物の水洗・ 注記および接合 ・復元

を行った。これと並行して遺構実測図 ・写真等記録

図面の整理を行った。中旬からは接合 ・復元が終了

した遺物の実測を開始し、大型の遺物はスリ ース

ペースを使用して実測を行った。また、同時に遺構

第二原図の作成を始めた。

8月下旬からは遺物のトレースを開始した。 9月

中旬に遺物の復元が終了し、拓本を行った。10月に

は遺構 トレース ・遺物観察表の作成を行った。中旬

からは遺物の写真撮影用の復元・着色を行い、遺構・

遺物の版組と原稿執筆を開始した。

11月には周辺地形図 ・遺跡全測図等を作成し、 下

旬から遺物の写真撮影を行った。 12月末に版組 • 原

稿執箪を終了し、平成14年 1月には割り付けを行っ

が~ o 

平成14年 1月下旬から印刷に人り、 3回の校正を

経て、 3月に報告書を刊行した。
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3.発掘調査・整理・報告書刊行の組織
主体者 財団法人埼玉県埋蔵文イはオ調査事業団

(1) 発掘調査 （平成9~12年度） 主 任 菊池 久

平成9年度 調査部

理 事 長 荒井 桂 調 査 部 長 谷井 彪

副 理 事 長 富田真 也 調査部副部長 水村孝行

専 務 理 事 塩野 博 調査第一課長 井上尚明

常務理事兼管理部長 稲葉文夫 統 括 調 査 員 山本 禎

管理部 主 任 調 査 員 栗岡 潤

庶 務 課 長 依田 透

主 査 西沢信行 平成11年度

主 任 長滝美智子 理 事 長 荒井 桂

主 任 腰塚雄 ―• 副 理 事 長 飯塚誠一郎

専門調査員兼経理課長 関野栄 常務理事兼管理部長 広木 卓

主 任 江田和美 管理部

主 任 福田昭美 管理部副部長兼経理課長 関野栄

主 任 菊池 久 主 任 福田昭美

調査部 主 任 腰塚雄 ―

理事兼調査部長 梅沢太久夫 主 任 菊池 久

調査部副部長 今泉泰之 庶 務 課 長 金子 隆

調査第四課長 鈴木秀雄 主 査 田中裕 ―

主 査 利根川 章彦 主 任 江田和芙

主 任 調 査 員 山本 禎 主 任 長滝美智子

主 任 調 禾旦 員 瀧瀬芳之 調査部

調 査 部 長 増田逸朗

平成10年度 調査部副部長 水村孝行

理 事 長 荒井 桂 専門調査員（調査第二担当） 坂野和信

副 理 事 長 飯塚誠一郎 統 括 調 査 員 山本 禎

常務理事兼管理部長 鈴木 進 主 任 調 査 員 岩瀬 譲

管理部 主 任 調 査 員 大谷 徹

庶 務 課 長 金子 隆

主 査 田中裕― 平成12年度

主 任 長滝美智子 理 事 長 中野健

主 任 腰塚雄― 副 理 事 長 飯塚誠一郎

専門調査員兼経理課長 関野栄 常務理事兼管理部長 広木 卓

主 任 江田和美 管理部

主 任 福田昭美 管理部副部長 関野栄一
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主席（庶務担 当） 阿部正浩 (2)整理作業（平成13年度）

主 席（施設担 当） 野中廣 幸 理 事 長 中野健一

主 任 菊池 久 副 理 事 長 飯塚誠一郎

主 席（経理担 当） 江田和 美 常務理事 兼 管 理部長 大 舘 健

主 任 長滝美智子 管理部

主 任 福田昭 美 恋呂 理 幹 持田紀男

主 任 腰 塚 雄 ― 主 任 菊 池 久

調査部 主 任 江田和美

調 査 部 長 高 橋 夫 主 任 長 滝 美智子

調 査 副 部 長 石岡憲雄 主 任 福 田 昭美

専門調査員 （調査第一担当） 坂野和信 主 任 腰塚雄 ―

統 括 調 禾旦 員 郎持和夫 調査部

統 括 調 査 員 岩 瀬 譲 調 査 部 長 高橋 夫

主 任 調 フ旦 員 上野 真由美 調 杏部副部長 坂野和信

主 任 調 査 員 栗岡 澗 主席調査員（資料整理担当） 砥崎

主 任 調 査 員 渡 辺 清 志 統 括 調 査 員 山本 禎

統 括 調 査 員 岩 瀬 譲
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II 選躊の立地と穎境

如意 ・川端遺跡は、大里郡川本町大字畠山に所在

し、町のほぽ中央を東流する荒川右岸の河岸段丘上

に立地する。標高は64mほどである。

如意造跡は、寄居町内を東流してきた荒川が北東

方向に流れを変え、再び東流する変換点にあり、西

側と北側が荒川に面している。川端遺跡は、如意遺

跡の東側に隣接しており、北側に荒川が流れ、畠山

重忠の故事のある 「鶯の瀬」に面している。

周辺の地形は、荒川による浸食作用と堆積作用に

よって形成された河岸段丘であり、最も高位にある

ものは南岸では江南面（江南台地）、 北岸では櫛引面

（櫛引台地）である。遺跡は、南岸の江南面より一

段低い寄居面に位罹し、遺跡北側の荒川に面した地

点は、現在では護岸された急な崖となっている。

六堰頭首工建設以前の明治18年測量の迅速図で

は、追跡北側は荒川との間に寄居面よりも一段低い

瀬山面と思われる低地が認められる。また、戦後の

圃場整備によって現在は平坦であるが、かつては浅

い谷があり起伏に富んだ地形であったことが如意遺

跡や南側に隣接する如意南迫跡の調査で確認されて

いる。

周辺の遺跡は、荒川右岸の河岸段丘上、江南台地

上、左岸の櫛引台地上にわけられ、櫛引台地上には

遺跡が少ない傾向が見られる。

旧伍器時代の遺跡は、江南台地の支谷に面した白

草遺跡から北方系細石刃が出土している。縄文時代

の遺跡は、江南台地を中心に点在する。草創期では

阻反歩遺跡で槍先形尖頭器が出土し、上本田遺跡の

西側から有舌尖頭器が採集された。櫛引台地の沢口

迫跡では厚手の爪形文土器が出土している。早期は、

阻反歩遺跡で仕居跡が7軒調査され、前期では竹之

花 ・1-9阿弥 ・権現堂遺跡で黒浜から諸磯a期にかけ

ての小規模集落が分布する。中期は、舟山遺跡で勝

坂～加曽利Ell式の集落が、上本田遺跡では加曽利

’
ー

・

1

闊 鵬置冒 D D 
山地 凹地 丘陵 台地 低地

第 2図埼玉県の地形
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I.如意迫跡 2.川端遺跡 3. 如意南遺跡 4. 畠山館跡 5.本田館跡 6.上本田逍跡 7.新田裏逍跡

8.鹿島・鹿島平方遠跡 9. 山之越遺跡 10.舟山遺跡 11. 竹之花迪跡 12. 白草遺跡 13.円阿弥遺跡 14.四反歩追跡

15.権現堂遺跡 16.焼谷迫跡 17.荷鞍ヶ谷戸退跡 18.諦光寺廃寺 19.百済木遺跡 20. 寺内廃寺 2]．岩比田追跡

22.大門遺跡 23.亥ノ堀遺跡 24.沢口遺跡 25. 束原退蹄 A.箱崎古墳群 B.塚原古墳群 C.鹿島古墳群

D.上大塚古墳群 E.清水山古墳群 F.黒田古墳群 G.見目古墳群 H. 長在家古墳群 I.三ヶ尻古墳群

第 3図 周辺の遺跡
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EIII-IV式の住居跡が50軒調査された。後期になる

と遺跡数は減少し、山ノ越遺跡、四反歩遺跡で堀之

内式期の小集落が検出されている。弥生時代の遺跡

は、畠山館跡で前期末から中期初頭とされる壺型土

器が単独で出土し、後期では焼谷 ・白草 ・荷鞍ヶ谷

戸遺跡で調査されている。

古墳時代は、江南台地上の円阿弥 ・白草遺跡で中

期の集落が、権現堂遺跡では後期の住居跡7軒力哺月

査されている。 河岸段丘上では、如意 ・川端遺跡の

ほか、如意遺跡の南に隣接する如意南遺跡で古墳時

代から奈良 • 平安時代の住居跡42軒、掘立柱建物跡

1棟が調査され、土錘や紡錘車のほか帯金具が出土

している。また、川端遺跡は川本町教育委員会によっ

て 3 次の調査が行われ、古墳時代後期から奈良•平

安時代の住居跡24軒、掘立柱建物跡1棟が検出され、

緑釉陶器や灰釉陶器が出土している。

古墳は、荒川の両岸に群集墳が造られている。左

岸には上流から花園町黒田古墳群、見目古墳群が、

櫛引台地をやや入ったところに長在家古墳群、熊谷

市三ヶ尻古墳群があり、右岸河岸段丘上には箱崎古

墳群、塚原古墳群、鹿島古墳群がある。また、江南

台地の縁辺には上大塚古墳群、清水山古墳群が造ら

れている。

黒田古墳群は、 30数基か確窟認されており、前方後

円墳1基と他は円墳である。埴輪を持ち、 6世紀後

半から 7世紀前半頃の築造と考え られている。見目

古墳群は、円墳2基力哺訃査されている。共に横穴式

石室を有し、銅製八角稜鈴 ．刀装具 ・鉄鏃等が出土

し、 7世紀代の築造とされている。また円墳2基以

外の古墳からは円筒・形象・器財埴輪が多量に出土

している。長在家古墳群は、数甚の古墳で形成され

ており、そのうち 1甚が調査され、横穴式石室を持

つことが確認されている。遺物は出土しなかったが

7世紀代のものと考えられている。

荒川右岸の箱崎古墳群は、 6世紀前半から 7世紀

にかけて32碁以上が築造され、全長32mの前方後円

墳と大型円墳 1基を含んでいる。3碁力哺月査され、

横穴式石室が検出されており、玉類 ・耳環 ・刀子 ・

埴輸等が出土している。塚原古墳群は、前方後円墳

の蛤塚古墳を含む円墳十数甚が知られていたが、消

滅し、現存していない。なお、如意 ・川端遺跡はこ

の箱崎古墳群と塚原古墳群に挟まれるように位置し

ており、集落と古墳群との関連が想定される。鹿島

古墳群は、県指定史跡で80基以上の円墳でなる。河

原石積みの胴張形石室を特徴とする 6世紀後半から

7世紀代の築造である。また近年、埴輪の存在力噌t

認された。

江南台地縁辺部に立地する上大塚古墳群は、 6甚

が確認されていた。清水山古墳群は、 11基以上の円

墳で、 詳細は不明だが、埴輪片が出土しており、 6

世紀前半以降の築造とされている。

奈良 • 平安時イtの遺跡は、荒川沿岸部では古墳時

代から継続して営まれることが多い。如意 ・川端遺

跡をはじめ、隣接する如意南遺跡、鹿島遺跡、鹿島

乎方裏遺跡等がある。鹿島遺跡・鹿島平方裏遺跡は、

鹿島古墳群と重複し、江南町新田裏遺跡を含めると

東西 3km、南北 1kmの細長い範囲に広がる集落遺跡

である。江南台地では、竹之花遺跡、臼草遺跡、円

阿弥遺跡、四反歩遺跡の集落や、 8世紀前半の瓦が

出土した荷鞍ヶ谷戸窯跡、小金銅仏が出土した諦光

寺廃寺がある。百済木遺跡では、 8世紀初頭に柵列

で区画された竪穴住居跡と掘立柱建物跡で構成され

た建物群が2ヶ所で確認された。青銅製帯金具、銅

鈴、黒書土器等が出土し、 豪族の居宅と推定されて

いる。また、江南町寺内廃寺は、本格的な寺院であ

り、寺地内の集落から「石井寺」・「花寺」・「東院」等

の墨書土器が出土している。

中世には、畠山重忠の本拠地と伝えられ、如意 ・

川端遺跡の南約500mに畠山館跡が、川端遺跡内に

は重忠と所縁のある満福寺 • 井椋神社がある 。 畠山

館跡の南東1.5kmには重忠家臣の本田親常のものと

伝えられる本田館跡があり、百済木遺跡では、

14-15世紀の寺院跡が発掘され、古名に残る万願寺

と推定されている。
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＂ 如意遺跡の調査
1.遺跡の概要
如意遺跡は、川本町の荒川右岸の河岸段丘上に位

箇する。現在は、昭禾1114年に建設された六堰頭首工

により護岸された急峻な崖上にある。遺跡周辺は、

近年の圃場整備により平坦となっているが、埋没谷

が数箇所で確認されており、旧地形は起伏に富んだ

地形であることが明らかになっている。

如意遺跡の発掘調査は、平成9年度から平成12年

度まで断続的に行われ、調査面積は18,284面となっ

ている。検出された遺構は、竪穴住居跡560軒、掘立

柱建物跡23棟、土坑262碁、溝跡3条などである。

如意遺跡の調査は、平成10年に農道関係でも実施

されており、如意南遺跡と共に既に報告されている

（事業団報告代241集）。また、本事業のうち西側の

6,000而分は平成12年度に報告書が刊行されている

（同第264集）。なお、便宜的に如意遺跡のうち農道

で調査された部分をA区、西側6,000面をB区、本書

で報告する部分を C 区、 D区と呼称する 。 C 区 • D 

区は、調査区のやや西側でB区と接し、荒川に面す

る地区をC区、その南側をD区とし、両区の面積は

4,500面である。

A区は、道路建設にために幅12m前後で南北に細

長く調査されている。3,500m'の調査区のうち北端

350面が如意遺跡で、南側は如意遺跡となっている。

如意遺跡内で検出された遺構は、竪穴住居跡17軒、

土坑25基、溝跡1条である。住居跡は、古墳時代後

期から奈良•平安時代のもので、重複が激しく見ら

れた。

B区は、本事業調査区の西側三分の一程である。

検出された遺構は、竪穴住居跡118軒、土坑45基、性

格不明遺構11基等である。住居跡は古墳時代後期か

ら奈良 • 平安時代のものである 。 住居跡は大きく 3

ブロ ックに分かれ、東側に古墳時代後期のもの、そ

して新しくなるにつれ集落が西に移動したと考えら

れている。また、平坦地に立地する平安時代の須恵

器窯跡が検出されている。構造は半地下式で灰原は

確認されず、甕を主体に焼成されている。

C区で検出された遺構は、 竪穴住居跡90軒、掘立

柱建物跡5棟、土坑35基、溝跡 1条、性格不明遺構

5基とピットなどである。D区で検出された遺構は、

竪穴住居跡69軒、掘立柱建物跡7棟、土坑65基、性

格不明遺構1基のほか炉跡、中 ・近世墓、ピッ トな

どである。両区の住居跡は、 A・B区と同様の時期

であり、区境尉辺で密集し、激しい重複が見られる

が、北端の荒川に近い地屯や南端のA区に続く地点

は、やや標高が低くなり、住居も散漫となっている。

調査区全体は、遺跡の北側を東西に流れる荒川に

沿って長さ約340m、幅約50mで、中央付近で農道に

取り付く部分が南に張り出している。地表から遺構

確認面までの深さは地点によ って異なり、全体的に

は荒川寄りの北側は浅く、南は深くなる傾向がある。

確認面の標高は61.0m-64.0mである。地山は礫

層、砂層、黄褐色シルト層と地屯により異なり、川

の氾濫で複雑な地形となっている。

竪穴住居跡は全て古墳時代後期から奈良 • 平安時

代のものである。住居跡は調査区全域に分布するが、

荒川沿いは散漫で、南半に集中し、調査区外へ続い

ている。特にC・D区の境界周辺から東側は集中度

が高い。古墳時代後期の住居跡は調査区全域で多く

見られるが、奈良 • 平安時代の住居跡は西半にやや

多い傾向が窺える。また、東に隣接する川端逍跡、

南の如意南遺跡とは同一段丘上に連続する集落と考

えられる。

- ll -



/―三·::/ . • ----
.・ :.. .. 
... 

/ /  ＼¥＼ 
.：ク

’ / 、V

-`. rOT¥v U→ 
.. • ___.,,i... 

団
讀呵訂

J ： 

＼

＼

 

＞
 
.‘、、¥／

¥

I

¥

＼

>

．． 

C
 

/＇
Q
61/‘‘
、

¥

／

（

ゾ

/

9

/

〉

八

尻

□
。

:
／
□

三
t

ー
ロ
ロ
ロ
／
＼
l
門
こ

f
.
 

一一

II 

// 

｀ 髪
＼ ＼ジ←―――--—--
..J-― 
--

/／一＼

/ 
•• •三 ー一｀亨 ，1，ジI/入-

: : i : : ： : : i ; 
; r／ 如意遺

i・［,・i汀iiII i』IIII¥I,． V u 
・・・・・・・・・・・・・ ロ

•□` Q0ご0;•ごヽ‘―f o O: I 
}'、知•Cグ'•そ‘ ご Q 戸 テヒニ ロ10Vl 

t·9旦嘔言〗 v: ＂ 
1嘉誓包．：互・・:•9：タ・名：•9,', ： 9 9 1 

9:．'：ぷ：・ぷ：’.れ•寮··9.9:x • .． ．.． ． 
. -。..：．．

Q>
lい亨口

／い,, :,, i,, LI,, i~,: // V 

: ： ! ］冒＂
I I : ： 

n"t>]
！ ＿ ‘Vl  

*.-•4 v ノ 1

Q 
.. ....L.. 
Q :． 

：． 甘:,
叫一一口□．

［ 
第4図
調査区周‘刀
しの地形図

//” 

//'  

- 12 -



.............. 

I~ □三贔三
既報告範囲事業団241集 ツ

＼ 既報告範囲事業団264集 ミ―

本報告書範囲
三

川本町調査地点 55 9.I 

□― ＼ここ］三直□
200m Qこ］［
1: 2500 

・ ’’ 具 ヽヽ ＼＼ u ¥ は＼＼、口 Q ーニ；1:Ll

-13 -



ーロ a
 
□厨

.‘ 

9

0
 

Kl

o
 
e
 

s
 o
e
 

e
 

〇
◎

R
 

•~.,... . 
SK238 O SK241 
0-11 ~3,-, SK242 SK240 

8 。 0~

゜
go 

• Q ° 
SK 

唸

- 14 -



18 

、 0

．．
 

◎
 

．゚
 

磐

e.
．唸
0

： 図三

，
 

）
 

口
昆
臼
翌
二

訳

‘ llil,,,--. ¥ 
/ 

/ 
‘‘--

ふニ•••• 
．．
 
一

乱

．

慣 SK258 

゜
3
 
4
 
SJ

芦

ピ乍

生釦
0

0

今年度報告遺構

既・未報告遺構

4
 

20 24 

- 15 -
20m 

'· •OO 



2. C区の遺構と遺物

(1) 住居跡

今回、 C区で報告対象となるのは、第105号住居跡

から第llO号住居跡、第ll9号住居跡から第124号住

居跡、第126号住居跡・第130号住居跡・第131号住居

跡・第134号住居跡・第135号住居跡、第154号住居跡

から第179号住居跡、第183号住居跡から第226号住

居跡、第228号住居跡、第366号住居跡、第404号住居

跡の計90軒である。

なお、第ll8号住居跡・第132号住居跡・第136号住

居跡は、事業団報告書第264集 「如意遺跡jで報告し

たが、遺物が新たに確認されたため、今回の報告で

追加報告を行う。

第118号住居跡 （第6図）

M-13グリ ッドを中心に位置する。新たに確認さ

れた遺物は、滑石製の臼玉2点である。 7は厚さ3.3

mm、径7.4mm、孔径2.0mm、重さ0.30g、8は厚さ

2.0-3.lmm、径7.3mm、孔径2.1mm、重さ0.24gで、

両者ともに覆土中からの出土であった。

第132号住居跡 （第6図）

K • L-11グリ ッ ドに位置する 。 新たに確認され

た遺物は、土玉2点である。 5は、高さ6.5mm、径8.8

mm、孔径2.0mm、重さ0.43gで、西壁際中央付近の毅

土中から出土した。6は、高さ6.3-7.lmm、径8.8mm、

孔径2.0mm、重さ0.63gで、カマド焚口南壁寄りカマ

ド床面から出土した。

第136号住居跡 （第6図）

M-14グリ ッドに位置する。確認された遺物は、

土師器杯、高杯の．J:和部で、覆土中より出土した。

SJ 118 SJ 132 SJ 136 

0 
ITD 7 ）` R 。

Cエ8

□5 □〕6 ?̀， - ----— -

／` 
2 

0 2cm 
9 l l 1 : 1 

10cm 
1 :4 

第6図 第II 8 • I 32 • I 36号住居跡出土遺物

第136号住居跡出土遺物観察表（第6図）

竺上竺＿種
杯

2 I高杯

胃 土 :： I :：：尺I了 備 考

体部ヘラ削り不明瞭

体部横ナデ底部外面刷毛目 赤彩

第105号住居跡 （第 7図）

J-14グリ ッドに位罹する。平面は、軸長3.87

m X3.47mの方形で、深さ17cmを測る。主軸方位は、

N-106°-Wを指す。

カマドは西壁に設けられている。燃焼部は120cm

X65cmの楕円形を呈し、床面から深さ12cmを測る。

迫物は、土師器甕や須恵器甕片 •土不片が出土した。

第106号住居跡 （第 8図）

J •K-14グリッドに位罹する 。 平面は、軸長2.31

mX2.57mの方形で、深さ18cmを測る。主軸方位は、

-75°-Eを指す。

カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は、 119

cmX 70cm、床面から深さ 5cmを測る。

遥物は、土師器甕と土錘が出土した。
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1 暗褐色 (IOYRJ/3) 粘土粒 ・炭化物 ・地山粒
2 暗褐色 (IOYRJ/3) 焼土プロック多、炭化物
3 黒褐色 (IOYRJ/1) 焼土粒・炭化物多

゜
2?：60 

第 7図 第105号住居跡 ・出土遺物

第105号住居跡出土遺物観察表（第7図）

胃
ロ径 I器高 I底径 I胎土

(22 6) I I I B H J 
AD 
:: I三I残］：I出：；窟 備 考

口縁部横ナデ 体部外面↓方向ヘラ削り

外面 ↓方向ヘラ削り 内面横ナテさ

く1

支＝—— -|

゜

I ¥ 

了
仁

10cm 
1 : 9 

B. 

◎2 

＜
 

8
.
c
g
<
 

0 3cm 
I I I I I : 2 

B 63.8 B 

1 暗褐色 (10YR3/3) 焼上粒 ・地山プロック
2 褐色 (10YR4/4) 炭化物、やや砂質
3 褐色 (10YR4/4) 焼土プロック多、炭化物
4 麟色 (lOYR3/1) 焼土粒 ・焼土プロック ・炭化物多

0 2m 
1,  1 1 :60 

第 8図 第106号住居跡 ・出土遺物
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第106号住居跡出土遺物観察表（第8図）

番号 1器種 1日 1蚤 1器高 1底径 1 胎土

1 甕 (20.6) I I I D G H 
焼成 ＼色 調 1残存 ＼出土位置

良好 にぶい黄橙 15 覆土

備

横ナデ内面に沈線

考

第106号住居跡出土土錘観察表（第8図）

番号I 長 さ

2
 

(5.25) 

径

1.53 

孔径

4.60 

重さ

(11.22) 

分類

Ba V 

色調

橙

残 存 備

95 I A区砂粒多

考

第107号住居跡 （第9図）

J -15グリ ッドに位置する。第108号住居跡に南

東隅を切られ、第162号住居跡を切っている。平面は、

軸長3.33mX2.57mの方形で、深さ20cmを測る。主

軸方位は、 N-7°-Wを指す。

カマドは、北壁のやや西よりに設けられている。

燃焼部は、98cmX39cm、床面と同じ高さである。

遺物は、鉄鏃1点と土師片が出土した。鉄鏃は茎

部が欠損し、 6.22gを星り、裂土中の出土である。

第108号住居跡 （第IO・ 11図）

J-15・16グリッドに位置する。第73号土坑に住

居跡中央を切られ、第107・ 162号住居跡を切ってい

る。平面は、軸長3.82 m X 3. 00 mの長方形で、深さ

18cmを測る。主軸方位は、 N-75°―Eを指す。

カマドは、東壁のやや南寄りに設けられている。

燃焼部は、 140cmX47cm、床面から深さ17cmを測る。

遺物は、土師器杯・ 甕、須恵器高台付杯・ 1ll1のほ

かに土錘が出土した。

第162号住居跡 （第IO・ 11図）

J-15・16グリッドに位流する。第107号住居跡に

西半を、108号住居跡に南半を切られている。平面は、

軸長2.00m以上Xl.93m以上で、深さ13cmを測る。

主軸方位は、 N-10°-Wを指す。

カマドは、北壁に設けられている。燃焼部は、 49

cmX 39cmの円形を呈し、床面から深さ10cmを測る。

遺物は、須恵器瓶が出土 した。

≪I 

B' 

B 63.6 8 

”””/9999999999999999999ヽ 999991ヽヽ 9999999999ヽヽ、［冒

<I 

9
'
&
9
 V
 

I I 

0 3cm 
| I l | 1 : 2 

゜
2m 
1: 60 

1 褐 色 (IOYR4/4} シル ト質、白色微粒多、炭化物少
2 黄 褐色 (JOYR5/8) 地山土多、砂質
3 にぷい黄褐色(IOYR5/6) 地山プロック多
4 黄褐色 (IOYR5/6) 焼土極多、炭化物多
5 黄 褐色 (IOYR5/6) 炭化物多
6 黄 褐色 (!OYR5/8) 砂質土多

第9図 第107号住居跡・出土遺物
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第10図第108• 162号住居跡

第108号住居跡出土遺物観察表（第11図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位醤 備 考

1 杯 12 6 3.7 7.2 GHJ 不良 橙 90 床 底部平行一方向のヘラ削り

2 均： 12.9 4 4 5.5 J L 不良 橙 70 床 底部右回転糸切り

3 高台付杯 13 3 5 7 6.4 BHL 良好 灰 90 裂土 歪みあり

4 高台付杯 (13.8) 5.1 7.1 ADJ 不良 にぶい黄橙 30 床 貼り付け嵩台

5 蓋 12.8 3.0 5 7 J L 良好 灰 100 覆土 底部平行一方向のヘラ削り

6 甕 (13.4) B 良好 褐灰 35 覆土 頸部に接合痕

7 甕 (18.8) EJ 良好 にぶい黄橙 40 床 口緑部接合痕胴部外面←ヘラ削 り

8 甕 (18.4) BDF 普通 橙 35 床 頸部接合痕 ・横ナデ 胴部外面←ヘラ削り， 甕 2.5 EJ 普通 灰黄褐 30 床 外面 ↓ヘラ削 り

第108号住居跡出土土錘観察表（第11図）

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色 調 残存 I 備 考

10 (3 71) (1, 75) 0.45 (12.18) Bb 橙 40 IB区

11 (5.51) 1 34 0.55 (8.34) Ba 橙 80 

12 (5.95) 1.23 0.59 (8.41) Ba 橙 80 

第162号住居跡出土遺物観察表（第11図）

番号器種 ロ径器高底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位謹 備 考

1 長頸瓶 10.1 BJL 良好 褐灰 95 床 体部外面下半ヘラナデ
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第11図 第I08 • 162号住居跡出土遺物

第109号住居跡 （第12• 13図）

K-15グリッドに位置する。平面は、軸長4.46

mX4.47mの方形で、深さ42cmを測る。主軸方位は、

N-29°-Wを指す。

柱穴は4本の主柱穴が検出された。径47-64cmの

円形で、深さ17-22cmを測り、 Pl・P4で柱痕が

確認できた。

カマドは、北壁に設けられている。燃焼部は、 98

cmX58cm、床面から深さ 5cmを測る。煙道部は50cm

程確認できた。

貯蔵穴は、北壁際の北東隅に検出された。平面は、

64cmX 42cmの隅丸長方形を呈し、深さ15cmを測る。

遺物は、土師器杯 ・甕．壺の他に鉄鏃、臼玉、砥

石が出土した。5は鉄鏃の茎の端部で4.44gであ
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貯蔵穴
D 63.5 o・ 

貯蔵穴

1 にぷい黄褐色 (IOYRS/3) 地山粒少

2 灰黄褐色 (IOYRS/2) 地山プロック少砂質

． 63.9 .. 

｀ 

1

2

3

4

5

6

 

褐色 (IOYR4/4) 焼土粒 ・炭化物、地山プロック多
褐色 (IOYR4/6) 地山土・焼土粒、やや砂賀
にぷい黄褐色(IOYR4/3) 地山粒少
灰褐色 (!OYRS/2) 地山プロック多、締まりなし
にぷい黄褐色(IOYR4/3) 地山プロック少、砂質、締まりなし
にぷい黄褐色(!OYRS/3) 地山プロ ック多

c 63.9 c・ 

カマド

a 赤褐色

b 赤褐色
c 暗褐色

d 褐色

(2.5YR4/8) 焼土・炭化物多

(2/5YR4/8) 焼土プロ ック斑状、褐色土プロック
(10YR3/4) 炭化物 ・焼土粒

(1DYR4/4) 炭化物少、砂質

2m 
. 1: 60 

第12図 第109号住居跡

る。 6は滑石製の臼 玉で、厚さ6.6-8. 0mm、径

9.0~9.6mm、孔径3.4mm、重さ1.08gである。鉄鏃、

臼玉は裂土中の出土である。 7は凝灰岩製の砥石で、

4面の使用痕がみられ、裂土中位の出土である。

第109号住居跡出土遺物観察表（第13図）

番号 器 種 ロ径 器高 土 焼成 色 調 残存 出土位醤 備 考

1

2

3

4

 

杯

杯

甕

壺

11.8 

11.6 

(17.3) 

3.6 

(3. 7) 

26.1 

底径 1 胎

BG 

BDEF 

6.5 I J 
7.2 I BF 

普通

不良

普通

普通

にぷい黄橙

橙

赤橙

橙

90 

90 

70 

40 

狡土

裂土

裂土

裂土

底部厚く、外面削り不明瞭

口緑部横ナデ版部外面ヘラ削り

外面 ↓方向ヘラ削り 内面横ナデ

外面←、 一部↓方向ヘラ削り 内面横ナデ

穿孔か
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第13図 第109号住居跡出土遺物

第110号住居跡 （第14図）

K-14グリッドを中心に位罹する。平面は、軸長

4.5lmX4.76mの方形で、深さ14cmを測る。主軸方

位は、N-60"-Eを指す。

t主穴は 4本の主柱穴が検出された。径51-68cmの

円形で、深さ30-43cmを測り、 Pl・P2・P4で

柱痕か確認できた。

カマドは、東壁のやや南寄りに設けられている。

燃焼部は、 8lcmX50cm、床面から深さ5cmを測る。

煙道部は36cm程確認できた。

貯蔵穴は、東隅に検出された。上面は、 84cmX72 

cmの歪んだ円形で、 坑底面では円形のピッ ト状に一

部深くなっており、深さ72cmを測る。

遺物は、土師器杯 ・甕の他に土錘が出土した。
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B 63.9 
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o 63. 7 貯蔵穴
o
-

肘

l 暗褐色 (10YR3/4) 地山粒 ・焼土 ・炭化物粒少
2 褐色 (!OYR4/4) 地山粒・地山プロック少
3 褐色 (!OYR4/4) 地山プロック少
4 にぷい黄褐色(!OYR4/3)地山プロック多、焼土粒 ・

炭化物粒少締まりあり

B' 

C 63.9 C
-

1 暗褐色 (JOYR3/4) 地山プロック多
2 黒褐色 (IOYR3/J) 焼土粒 ・地山粒
3 褐 色 (IOYR4/4) ltl!tltプロック・炭化物
4 褐色 (IOYR4/4) 地山プロック・焼土粒少、締まりなし
5 褐色 (IOYR4/4)地山プロック
6 にぷい黄褐色(IOYR5/4)地山プロック
7 にぷい黄褐色(IOYR5/4)地山プロック

カマ ド

a 黒褐色 (IOYR2/2) 焼土粒 ・焼土プロック・炭化物多
b 赤褐色 (IOYR4/8) 焼上層
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第14図 第110号住居跡 ・出土遺物

第110号住居跡出土遺物観察表（第14図）

番号 器種 ロ 径 器衛 底径 胎 土 焼 成 色 調 残存 出土位置

1 杯 13 3 4.2 FK 普通 橙 90 床

2 甕 5.1 AJL 普通 にぶい褐 80 ほぽ床

備 考

口緑部外面横ナテ 底部外面ヘラ削 り

外面ヘラ削り 内面横ナデ底部木葉痕
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第110号住居跡出土土錘観察表

番号I 長さ

3

4

 

(2.22) 

(4. 91) 

径

(1.35) 

1.63 

孔径

0.48 

〇.55

重さ

(4.04) 

(9. 24) 

分類

D 

Ba 

色調

橙

褐

残存 備 考

A区

45 I B区

第119号住居跡 （第15図）

L • M-15グリ ッドに位罹する。 第120• 121号住

居跡を切っている。平面は、 軸長3.78m X3.29mの

方形で、深さ16cmを測る。主軸方位は、 N-76°-E

を指す。

南西隅には、径32X34cmの円形で、深さ18cmの

ピットが検出された。

カマドは、東壁のやや北寄りに設けられている。

燃焼部は、 105cmX40cm、床面から深さ 7cmを測る。

貯蔵穴は、南東隅に検出された。平面は、 66cmX

54cmの円形を呈し、深さ11cmを測る。

遺物は、須恵器杯、 土師器甕の他に土錘が出土し

t’ ~ o 

可
三

◎
 

＜
 

□::7 
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第15図 第II9号住居跡・出土遺物

第119号住居跡出土遺物観察表 （第15図）

番号 1器種 1日 径 1器高 1底径 1 胎土 1焼成 1 色 調 1残存 1 出土位岡 備 考

1

2

 

杯 1(13. 4) I 4. 3 (6. 4) J 
甕 (19.7) I I I G J 

普通 灰白 30 カマド 1底部右回転糸切り 体部外面ロクロ痕顕著

普通 にぶい橙 50 カマド 頸部外面強いナテ
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第119号住居跡出土土錘観察表（第15図）

し

□
口
6

7

8

9

 

長さ

(4.28) 

4.45 

4.48 

(4.69) 

(1.85) 

(3.02) 

(3.97) 

径

1.28 

1.31 

1. 21 

1.52 

1.25 

1.44 

1.43 

孔径

0.36 

0.34 

0.38 

0.44 

0.52 

0.57 

0.68 

種さ

(5.84) 

5.84 

5.12 

(8.55) 

(1.86) 

(4. 74) 

(8.43) 

分類］
BaV 

BaV 

BaV 

Ba 

Ba 

A 

Ba 

色調 残存

:：灰喜
にぷい橙

明赤褐

にぷい赤褐 50 

備 考

第120号住居跡 （第16• 17図）

L-15グリ ッドを中心に位置する。第119号住居

跡に南西部、第3号掘立柱建物跡に住居跡内や壁を

切られ、第121号住居跡を切っている。平面は、軸長

。ロ
言
Pt

⑳ g 

□〉
宣

＜
 

4.58m X4.70mの方形で、深さ17cmを測る。主軸方

位は、 N-85°-Eを指す。

柱穴は 4本の主柱穴が検出された。径34-48cmの

円形、軸長53cmX71cmの楕円形があり、深さ28-43

可

--マ←——←

e 63.6 

C 63.6 

B
-

B・ 

“ -c: 
曇

c
 

•£9

. 

匹3.3 貯蔵穴 o・ 

貯蔵穴

1 黒褐色 (10YR3/1)地山プロック多
2 暗褐色 (IOYR3/4)地山プロック多
3褐 色(10YR4/4)焼土粒 ・地山プロック

1 暗褐色 (JOYR3/3) 地山プロック、砂質
2 暗褐色 (IOYR4/3) 焼土少、暗黄灰色砂質土多
3 褐 色 (IOYR4/6) 地山プロック多、砂質
4 暗黄灰色 (JOYRS/4)砂臼
5 暗黄褐色 (IOYR4/3) 炭化物粒多
6 暗黄灰色 (IOYRS/3) 炭化物粒少
7 褐 色 (IOYR3/2) 焼土 ・炭化物少、暗黄色砂咬土多
8 暗黄褐色 (IOYRS/2) 焼土多、天井
9 明青灰色 (N7/0) 焼土少、天井

10暗褐色 (IOYR4/2) 焼土 ・灰 ・炭化物少
11 黒褐色 (IOYR3/l)炭化物 ・地山プロック
12褐 色 (10YR4/4) 炭化物 ・焼土粒
13 暗褐色 (IOYR3/4) 地山プロック多

゜
2m 
1:60 

第16図第120号住居跡
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第17図 第120号住居跡出土遺物

cmを測り、 Pl・P4で柱痕力噌偕認できた。

カマドは、東壁の南寄りに設けられている。燃焼

部は、 13lcmX57cm、床面から深さ19cmを測る。

貯蔵穴は、南東隅に検出された。平面は、径93cmX

84cmのほほ円形で、坑底面には円形のピット状のも

のがあり、深さ74cmを測る。

遺物は、土師器杯 ・小型甕 ・甕 ．壺の他に土錘が

出土した。

第121号住居跡 （第18図）

L•M-15グリ ッドを中心に位置する 。 第 119 ・ 1 20

号住居跡に東半を、第3号掘立柱建物跡に住居跡内

を切られている。平面は、軸長5.50 m X 5. 99 mの方
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第120号住居跡出土遺物観察表（第17図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 杯 (13.8) D 普通 灰白 15 裂土 底部外面←ヘラ削り

2 坪； 12.8 4 7 F 良好 にぶい黄橙 100 裂土下位 口縁部横ナデ底部ヘラ削り

3 杯 (13.1) (3 8) B 普通 黄灰 30 裂土 底部外面ヘラ削り

4 杯 (11.4) (4.0) ABD 良好 褐灰 30 覆土 底部外面ヘラ削り

5 杯 (13. 7) BD 普通 浅黄橙 20 裂土 底部外面←ヘラ削り 内面器壁荒れ

6 杯 (12.4) 4 3 J 普通 橙 50 裂土 低部外面→ヘラ削り

7 鉢 (10. 7) BEL 普通 にぶい黄橙 40 裂土 胴部外面 ↑・←ヘラ削り 内面横ナテ＂

8 壺 21.8 BDJL 普通 橙， 甕 6.1 AJ 普通 明赤褐

10 甕 5.2 E 普通

第120号住居跡出土土錘観察表（第17図）

番号 長さ 径 孔 径 重さ

11 (5 99) 1 71 0.59 (13 05) 

12 6 02 1 89 0 59 18.95 

13 6 03 1.82 0 65 20.32 

14 7.24 2.70 0 59 17.52 

15 7.47 1. 75 0 59 18.96 

16 8 26 1. 79 0.75 17.43 

17 8 17 1.65 0 58 (17 55) 

18 8 23 1. 76 0 58 19.18 

19 (2.35) (0. 92) 0 28 0.65) 

形で、深さ 8cmを測る。主軸方位は、 N-74°-Eを

指す。

柱穴は 2本の主柱穴が検出された。径54cm、径61

cmX75cmの円形で、深さ25cmを測る。

カマド・貯蔵穴とも、確認することはできなかっ

t::. ヽo

逍物は、 須恵器杯 ・高台付椀、土師器甕の他に土

錘が出土した。

第122号住居跡 （第19• 20図）

M-15グリ ッドに位置する。第131号住居跡 を

第121号住居跡出土土錘観察表（第18図）

番号 長さ 径 孔 径 重 さ

4 (3. 71) 1.26 0.46 (5 03) 

5 4 63 1.18 0 44 5.16 

6 (6 34) 1 62 0 50 (14.05) 

7 6 99 1.43 0 65 10 97 

8 7.65 1 65 0 53 17.88 ， 8 23 1 67 0 65 19.18 

10 8.43 1. 72 0.55 19. 71 

11 (1 02) 1 09 0 39 (2 00) 

12 (2 13) 1 56 0 65 (3.67) 

13 (2.84) 1.85 0.69 (7.82) 

14 (3 39) 1. 93 0.60 (8 95) 

15 (3.53) 2.05 0.75 (9 91) 

16 (4.13) 2.08 0.59 (16.79) 

橙

45 床 肩部← ・↓、胴部↓、下端←ヘラ削り

70 裂土 外底面部器壁摩耗し整形不明 下端→ヘラ削り
木葉痕

80 援土 体部下端→ヘラ削り 内面ナテ＂

分類 色調 残存 備 考

BblV 灰褐 90 

Ba IV 明赤褐 100 

B'a lJl にぷい赤褐 100 

Ba III 明褐灰 100 

Ba Ill にぷい橙 100 

Ba II 赤灰 100 

Ba II 明褐灰 95 カマド

Ba II 淡橙 100 A・D区

Ba にぶい橙

切っている。平面は、軸長4.88 m X 5. 35 mの方形で、

深さ10cmを測る。壁溝は全周し、幅ll-23cm、深さ

4 - 7cmを測る。主軸方位は、 N-9T-W を指す。

柱穴は 4本の主柱穴が検出された。径48-74cm、

の円形で、深さ56-68cmを測り、全てで柱痕が確認

できた。

カマドは、西壁の南寄りに設けられている。燃焼

部は、 98cmX58cm、床面から深さ18cmを測る。煙道

部は58cm確認できた。

貯蔵穴は、南西隅に検出された。平面は、 76cmX

分類 色調 残存 備 考

Ba VI 赤黒 80 B・C区

Ba V 赤灰 100 A・D区

Ba Ill 灰臼 80 p 1 

Ba III にぷい橙 100 B・C区砂粒多片岩含む

Ba II 褐灰 95 p 1 

Ba II 灰白 100 A・D区

Ba II 褐灰 100 A・D区

Ba 明褐灰 A・D区

Ba 褐灰 B・C区

B 褐灰 B・C区

B 褐灰 B・C区

Ba にぶい橙 B・C区

Bb にぶい橙
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第18図 第121号住居跡・出土遺物
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第121号住居跡出土遺物観察表（第18図）

番号 器種 ロ 径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残 存 出土位匹 備 考

1 杯 (13. 7) 4 3 5.6 BJL 不良 灰白 40 裂土 底部右回転糸切り

2 高台付椀 6 1 EJ 普通 橙 80 覆土 酸化焔焼成 貼り 付け高台

3 甕 (6. 9) BE 不良 淡橙 40 裂土 外面↓ヘラ削り 底部ヘラ削り

4¥ 可
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匹 3.4 貯蔵穴 g 

立•6 

一'

1 灰黄褐色 (10YR4/2)黄褐色シルトプロック・焼土 ・炭化物粒少
2 灰黄褐色 (IOYR4/2)黄褐色シルトプロック、焼土 ・炭化物粒少
3 黄褐色 (IOYR4/3)黄褐色シルトプロック多、焼土粒 ・炭化物粒少
4 黄褐色 (IOYR4/3)シルトプロック ・焼土 ・炭化物粒
5 黄褐色 (IOYR4/3)シルトプロック焼土粒多炭化物粒少
6 暗褐色 (!OYR3/3)焼土プロック ・炭化物多、地山プロック
7 暗褐色 (10YR3/4)地山プロック ・炭化物
8 褐 色 (10YR4/4)焼土粒 ・地山プロック
9 褐 色 (IOYR4/6)地山プロック多、砂質

C 63.6 

2m 
1 : 6 0 

第19図 第122号住居跡

68cmのほぼ円形を呈し、深さ64cmを測る。

遺物は、 土師器杯 ・高杯・ 甕 ．壺の他に土錘が出

土した。
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第20図 第122号住居跡出土遺物

第122号住居跡出土遺物観察表（第20闊）

番号 器種 ロ径 器嵩 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出上位罹 備 考

1 坪： 13.2 4 5 D F J 普通 にぶい橙 95 床 日緑部右回転横ナデ

2 況； 02.8) 4 7 BDEH 普通 にぷい赤褐 40 ピット 1 日縁部左回転ナデ

3 杯 (12 9) 4 1 ABDJ 不良 橙 40 カマド 日緑部左回転ナデ底部一定方向ヘラ削り

4 台付甕 (8.8) BG 普通 橙 60 狡土 脚台部内外面横ナデ

5 甕 (18. 5) J L 良好 にぶい黄橙 40 狡土 日縁部横ナテ｀ 胴部外面↓方向ヘラ削り
内面横ナデ

6 甕 17 2 J L 良好 にぶい黄橙 80 床 ロ縁部横ナデ胴部外面↓方向ヘラ削 り
内面横ナデ

7 甕 J L 普通 にぶい黄橙 60 裂土 外面 ↓方向 下端↑方向ヘラ削り

8 甕 20 6 J 牲通 にぷい橙 40 覆土 日縁部横ナデ胴部外面 ↓方向ヘラ削り
内面横ナテや， 壺 10 8 BFJL 良好 にぷい黄橙 80 貯蔵穴 日縁部横ナデ イ本部部外面ヘラ削り
内面横ナデ

第122号住居跡出土土錘観察表（第20図）

二10 I (5. 53) 
径

1.49 

孔 径

0.54 

重さ

(10. 94) 

分類

B 

色調

褐灰

残存 備 考

80 I A・ D区
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第123号住居跡 （第21~23図）

L-15グリッドを中心に位置する。第3号掘立柱

建物跡に切られ、第174号住居跡の上に乗っている。

平面は、軸長5.30 m X 4. 75 mの方形で、深さ 7cmを

"I 

ヽ

＝ □尉貯蔵穴

＜
 

SB i, 

測る。土軸方位は、 N-82°-Eを指す。

カマドは、東壁のやや南寄りに設けられている。

燃焼部は、 190cmX64cm、床面から深さ11cmを測る。

貯蔵穴は、南東隅に検出された。平面は、105cmX

"I 

9
.
C

9

<

 

貯蔵穴

B 63.5 B
-

貯蔵穴

1 にぷい貨褐色(10YR5/3) 炭化物焼土多、
粘性ややあり

2 にぷい黄褐色(10YR4/3) 焼土プロック多
粘性ややあり

3 灰黄褐色 (10YR4/2) 炭化物、粘性や
やあり

4 にぷい黄褐色(10YR4/3) 焼土粒・焼土プ
ロック・炭化物多粘性ややあり

5 褐灰色 (10YB6/1) 炭化物、砂質

1 にぷい黄褐色(lOYRS/3) 炭化物 ・地山プロック多
2 褐灰色 (lOYRS/1) 焼土・灰・炭化物多
3 黒褐色 (10YR3/2) 焼土・炭化物多
4 暗褐色 (10YR3/3) 焼土粒・炭化物

゜
2m 
1 :60 

第21図第123号住居跡

第123号住居跡出土遺物観察表（第22• 23図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 杯 (12.8) BK 普通 橙 15 貯蔵穴 ロ唇外面に油煙

2 杯 (13 8) E 良好 にぷい黄褐 30 貯蔵穴 口緑部 ・体部内面周辺に油煙

3 高台付杯 (11.5) 6.1 5.6 B 不良 橙 60 貯蔵穴 調整不明

4 高 杯 11.0 9.8 (9 4) B 不良 橙 90 貯蔵穴 口緑部横ナデ杯部外面←ヘラ削り
接合部ヘラナデ

5 高杯 (16.1) 11.4 10.3 BE 良好 明赤褐 80 貯蔵穴 外應ロヘラ状工具ナデ 内面工具ナデ
脚部内面ロクロナデ赤彩

6 鉢 13.6 9.5 4.5 BEF 蒋通 にぷい赤褐 85 床 胴部外面ヘラナデ F端～底部ヘラ削り
内外面赤彩

7 喪 (19.5) EFJ 普通 橙 50 貯蔵穴 胴部外面← ・↓ヘラ削り 内面横ナデ

8 甕 17.6 J L 普通 にぷい橙 70 裂土 口緑～頸部ロクロナデ胴部内面↑ヘラ削
り

9 甕 15.9 31.3 5 6 BF 良好 灰褐 80 貯蔵穴 胴部部外面↓ ド端→ヘラ削り 内面横ナデ
底木葉痕

10 甕 (20. 9) 28.3 6.3 BEFJ 普通 にぶい橙 70 貯蔵穴 口緑部横ナデ胴部外面 ↓下端←ヘラ削り
内面横ナデ

11 喪 (18.5) 6.0 32.0 EJ 普通 灰褐 55 裂土 胴部外面↓ ヘラ削り

12 咲 7.4 EFJL 不良 赤褐 70 貯蔵穴 外面↓ヘラ削り 一部ヘラ先による↓ナデ

13 甕 7 0 J 普通 にぷい褐 40 裂土 外面↓下端一部→ヘラ削り底部ヘラ削り

14 甑 20.4 24.7 7 9 BE 普通 にぶい貿橙 65 貯蔵穴 枯土帯積み上瞭げ痕顕著 摩耗により↓・→
ヘラ削り不明

15 甑 8.5 BJL 良好 にぷい黄橙 95 床 外面 ↓、下端←ヘラ削 り内面縦及ぴ横ナデ
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第22図 第123号住居跡出土遺物(I)
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第23図 第123号住居跡出土遺物(2)

99cmのやや歪んだ隅丸方形で、深さ90cmを測る。

遺物は、土師器j:不 ・ 高台付切： • 高j:不・鉢 ・ 甕 ・ 壺 ・

甑が出土した。

第124号住居跡（第24~26図）

M・N-14グリ ッドを中心に位箇する。第126・130

号住居跡を切る。南側は調査区外で、また住居跡中

央で南北方向に撹乱を受けており平面は、東西6.68

mX南北4.03m以上で、深さ25cmを測る。壁溝は東

壁から北壁で確認でき、幅18-24cm、深さ 2-5 cm 

を測る。主軸方位は、 N-83°―Eを指す。

カマド・貯蔵穴などの施設は確認できなかった。

造物は、土師器杯 ・椀 ・台付甕 ・甕、須恵器杯 ・

高台付椀 ．蓋の他に土錘が多数出土した。

第126号住居跡 （第27図）

M-15グリ ッドを中心に位置する。第124号住居

跡に西半を切られ、第131号住居跡を切っている。平

面は、南側力噌乱査区外、西側は第124号住居跡に切ら

れているため南北1.57m以上x東西1.81m以上で、

深さ 8cmを測る。主軸方位は、 N-11°-Wを指す。

カマド ・貯蔵穴等の施設は、確認できなかった。

遺物は、土師器高杯片 ・甕片が出土した。
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攪乱
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a 
調査区域外

•,9. 

調査区域外

• 63.5 

1 黒褐色 (!OYR3/2) 焼土粒・炭化物多

A' 
2 暗褐色 (10YR3/3) 地山プロック多

焼土プロック多

3 黒褐色 (!OYR3/2) 焼土粒・炭化物多
4 黙褐色 (IOYR3/l) 炭化物多、

粘性ややあり

2厄60

第24図第124号住居跡

第124号住居跡出土遺物観察表（第25図）

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 坪； (13.6) (4 1) AFJ 普通 にぷい褐 20 投上 底部外面手持ちヘラ削り

2 杯 (12. 7) 3.6 (7.8) BFHJ 良好 灰 55 覆土 底部右回転糸切り後、周辺ヘラナテヤ

3 況： (13.0) 3 4 (8.2) BHJ 良好 灰オリープ 50 覆土 底部右回転糸切り後、周辺ヘラナデ
「X」のヘラ記号

4 杯 (1 3. 4) 3 6 (7.8) HJ 良好 灰 40 覆土 右回転糸切り後、周辺ヘラナデヘラ起し
痕 「＝」のヘラ記号

5 杯 (12.1) 3 8 (7 0) BHJ 良好 灰オリープ 30 覆土 回転糸切り後、周辺ヘラナデ

6 杯 (13.1) 3.9 (7 1) FI J L 良好 灰 30 裂士 底部右回転糸切り

7 況： (11.9) 3.8 (5.5) ABJL 良好 灰 35 裂士 底部右回転糸切り

8 高台付椀 (15.6) 6 7 (9 0) F J 灰白 30 覆士 貼り付け高台， 高台付坑 (15.6) 5.9 (8.0) J L 良好 灰 25 裂土 貼り付け高台

10 高台付坑 7.5 HJL 良好 灰 80 覆土 貼り付け高台

11 蓋 BHJL 良好 にぷい黄褐 70 覆土 肩部右回転ヘラ削り 擬宝朱状つまみ

12 蓋 LJ 不良 灰臼 25 覆土 肩部右回転ヘラ削り ぼたん状つまみ

13 台 付甕 (8.0) AH] 普通 にぷい赤褐 60 覆土 外面↓方向、接合部→方向ヘラ削り
脚台部不明

14 椀 4.0 BJL 普通 橙 40 覆土 体部外面ヘラ削り 内面屈曲部に沈線

15 甕 (19.8) BF 普通 橙 30 裂土 外面頸部ヘラ削り後横ナデ 体部外面→方
刷ヘラ削り

16 甕 (19.8) DE 普通 橙 15 狡土 体部外面←方向ヘ合ラ痕削り 内面横ナデ
口縁～頸部粘土接

17 甕 (16 0) J L 普通 暗灰黄 35 覆土 体部外面ヘラ削り 内面横ナデ

18 甕 (20.8) BEJL 普通 橙 25 覆土 体部外面→方向ヘラ削り
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第25図 第124号住居跡出土遺物(I)

第124号住-吐山 ..L..Lと

0
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第26図 第124号住居跡出土遺物(2)

第124号住居跡出土土錘観察表（第26図）

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 残存 備 考

28 (6.32) 1.80 0.52 (17.16) Ba IV にぷい橙 90 

29 5 63 1 93 0 56 19.45 B'a!V にぷい橙 100 

30 (5 79) 1.01 0 62 (22.06) Ba IV にぷい橙 70 

31 6 53 2.13 0 65 (24. 77) B'a!V にぶい橙 95 

32 (6.54) 2 06 0.68 (19 66) Ba IV 褐灰 70 

33 7.71 2.38 0 62 38.99 Ba II 淡橙 100 

34 (7 24) 2.46 0.62 (38 39) Ba III 灰白 95 
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第124号住居跡出土土錘観察表（第26図）

番号

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

長さ 径 孔径

7.25 2.98 0 71 

7.57 2.83 0.78 

(3 50) 1 47 0.55 

(2. 77) (1.53) 0.37 

(3.39) 1.94 0.47 

(3.83) (1.41) 0.49 

(2.68) (1 61) 0.49 

(2.43) 0.60) (0.31) 

(4.16) 0.68) 0 53 

(3.33) (2.02) 0.48 

(5.63) 2.03 0.52 

調査区域外

• 63.4 A 

s~二
2m 
1:60 

第27図第126号住居跡

第130号住居跡（第28• 29図）

重 さ

(53.79) 

51.68 

(7 38) 

(4.63) 

(10.88) 

(6.39) 

(5 52) 

(3.67) 

(9.94) 

(10 51) 

(19. 34) 

M•N-14グ リ ッドに位窟する。第124号住居跡に

北壁が切られ、第134号住居跡を切っている。平面は、

南側力哺月査区外となっており、軸長5.44 m X 6. 50 m 

以上の方形で、深さ19cmを測る。主軸方位は、 N-65°

第130号住居跡出土遺物観察表（第29圏）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色

分類 色調 残存 備 考

調

Ba III 褐灰 95 

Ba II 黒褐 100 

Aa 褐灰

Aa 灰賀褐

Cb にぶい橙 50 

Ba 橙

B 橙

B 赤灰

Ba 橙 40 

B にぶい橙

Bb にぷい橙 50 

-Eを指す。

カマドは、東壁に設けられている。南側が第124号

住居跡に切られ、燃焼部奥が撹乱を受けているため

燃焼部は、 93cm以上X40cm以上を測り、床面と同じ

高さである。

遺物は、士師器杯・甕の他に土錘が出土した。

第134号住居跡（第28図）

M ・ N-14グリッドに位躍する。第124• 130号住

居跡に西壁と北壁を除きほとんどが切られている。

平面は、南側力噌乱査区外で、確認できる規模は、西

壁5.34mX北壁4.44mで台形と推定され、深さ20cm

を測る。壁溝は西壁のみで検出でき、幅10-15cm、

深さ 3- 7 cmを測る。主軸方位は、 N-80°-Eを指

す。

カマド ・貯蔵穴等の施設は、確認できなかった。

遺物は、 土師器片が僅かに出土した。

残存 出土位置 備 考

1 坪： (12.5) 5 9 BJ 不良 にぷい賀橙 40 袈土 日緑部横ナテさ1本部ヘラ削り

2 甕 AJ 普通 にぷい橙 35 カマド 外面ヘラ削 り

3 甕 7.2 BE 普通 にぷい橙 70 覆士 外面横ナデ底部ヘラ削り

第130号住居跡出土土錘観察表（第29図）

番号 長さ 径 孔 径 謡さ 分類 色 調 残存 備 考

4 4 60 1 66 0.67 12.01 Ba V にぶい橙 100 

5 4 71 1. 91 0.58 14.61 Ba V 赤灰 100 

6 5.38 1 58 0.51 13.23 Ba V にぶい橙 100 

7 5.53 1 96 0.54 20 95 Ba IV にぶい橙 100 

8 6.11 1. 74 0.46 13 33 Ba IV 淡橙 100 ， 6.61 1.94 0.66 (19 82) Ba III 褐灰 70 

10 7.36 1.62 0.57 (14 00) Ba III にぶい橙 95 

11 (5.88) 1.26 0 51 (8 62) Ba にぶい橙

12 (3. 72) 1. 47 0 52 (5 18) A にぶい橙

13 (5.08) 1.68 0 55 (9 96) Ba にぷい橙 60 
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8 63.5 

カマド

C 63 6 C' B 

咳

量
2m 
1:60 ゜

SJSJ130・134 
1褐色 (IOYR4/6) 焼土粒少
2 暗褐色 (IOYR3/3) 地山プロック多
3 黒色 (IOYRZ/1)炭化物層
4 暗褐色 (IOYR6/2) 炭化物 ・地山プロック多
5 灰黄褐色 (IOYR4/4) 焼土粒、粘性ややあり
6 褐色 (IOYR4/4) 焼土粒・炭化物・暗褐色土プロック多

カマド

a 黒褐色 (IOYR3/1) 焼土プロック
b 赤褐色 (IOYR4/8) 焼土プロック多、黒褐色プロック
c 黒褐色 (IOYR3/1) 炭化物多
d 褐色 (IOYR4/4) 地山プロック・焼土粒

第28図第130• 134号住居跡
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第29図 第130号住居跡出土遺物

•V 

く1 冒

゜

SJ 124 / SJ 131 

SJ 126 

<I 

ー

SJ 122 

1 褐色 (10YR4/6) 焼土粒 ・炭化物
2 暗褐色 (10YR3/2) 焼土粒 ・焼土プロック ・炭化物多
3 褐色 (10YR4/4) 地山プロック ・焼土粒

2m 
1: 60 

第30図第131号住居跡
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第131号住居跡（第30図）

M-15グリッドに位箇する。第122号住居跡に北

東部、第124号住居跡に西壁、 126号住居跡に南壁の

西部が切られている。平面は、軸長3.12mX3.60m 

の方形で、深さ 5cm程を測る。壁溝は、壁が確認さ

れたところでは全て確認されており、全周していた

と推定される。幅12-16cm、深さ 3-5 cmを測る。

主軸方位は、 N-19°-Wを指す。

カマドは、 北壁に設けられている。燃焼部は、 220

cmX 50cm、床面から深さ10cmを測る。

遺物は、土師器片が僅かにカマドから出土した。

第135号住居跡（第31図）

M-14グリ ッドに位潰する。第117号住居跡にカ

マド西半から北西隅、 130号住居跡に南西部、第2号

掘立柱建物跡に北壁の一部が切られ、第136号住居

跡を切っている。平面は、軸長4.52 m X 4. 58 mの方

形で、深さ 28cmを測る。主軸方位は、 N-24°—Wを

指す。

カマドは、北壁の西に偏って設けられている。西

側が第117号住居跡に切られており、燃焼部は、 73

cmX 25cm以上を測り、床面と同じ高さである。

遺物は、土師器杯・壺・甑の他に土錘が出土した。

第135号住居跡出土遺物観察表（第31図）

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 坪； (12 0) 4.4 BJ 普通 明赤褐 60 裂土 口緑部横ナデ底部ヘラ削り

2 3 - (21.0) AJL 普通 にぶい褐 50 覆土 口縁部横ナデ

3 甑 (28.5) 29.1 (9.0) EJL 普通 にぶい橙 25 裂土 胴部外面↓ ヘラ削り

第135号住居跡出土土錘観察表（第31図）

番号I 長さ

4

5

 

(6.15) 
(2. 46) 

径

1.01 
1.47 

孔径

0.51 
0.61 

重さ

(18.23) 
(4. 75) 

分類

Ba 

Aa 

色調 I残存

明赤褐

橙

備 考

70 

第154号住居跡（第32• 33図）

I -16グリッドに位置する。第3号溝に北壁が切

られ、第155• 197号住居跡を切っている。地形が北

ヘ傾斜しており、平面は、 北壁が第 3号溝によって

も不明であるが軸長3.74mX4.0lm以上の方形で、

深さ 33cmを測る。主軸方位は、 N-84°— E を指す。

ピット1の上にある石は被熱して赤変しており、

SK2の底面には鉄分の層があった。また、住居跡覆土

中からは鉄滓が多量に出土した。

カマドは、東壁の南寄りに設けられている。燃焼

部は、 15lcmX67cm、床面から深さ10cmを測る。

貯蔵穴は、南東隅に検出された。平面は64cmX46

cmの方形に近く、深さ15cmを測る。

遺物は、土師器杯・小型甕、須恵器杯・高盤・瓶・

甕 ・小刀の他に土錘が出土した。11の小刀は切先と

茎の端部が欠損し、刃部が折れ曲がった状態でピッ

ト2の坑底から出土した。その他に住居跡の覆土中

からは、鉄滓の他に羽口片 ・炉壁片も出土した。

第155号住居跡（第34図）

I -16グリッドを中心に位置する。第154号住居

跡 ・第3号溝に南半部が切られている。第 3号溝以

北は地形が傾斜して不明である。平面は、東西3.00

mX南北1.66m以上で、深さ 7cmを測る。主軸方位

は、 N-86°―Eを指す。
カマド・貯蔵穴等の施設は、確認できなかった。

遺物は、 土師器片が若干出土した。
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L
.
C
9
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1 灰貧褐色 (lOYR4/2) 地山粒多、 焼土粒・炭化物粒少
2 淋褐色 (10YR3/2) 炭化物多

3 黒褐色 (lOYR3/2) 地山粒・炭化物粒・焼土粒多、 締まりなし
4 灰黄褐色 (lOYR4/2) 焼土粒少、やや砂質
5 にぷい黄褐色(10YR4/3) 炭化物粒少、夭井崩落土
6 黒褐色 (IOYR3/2) 焼土プロック ・炭化物多、灰少

゜
2m 
1:60 

口 二□

―-「l--

---I 
04 

10cm 
1 :4 

0 3cm 
| 1 1 1 1 : 2 

第31図 第135号住居跡・出土遺物
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0
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貯蔵穴

8 62.8 8. 

疇冒
貯蔵穴

1 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 炭化物少、焼土粒子
2 暗褐色 (IOYR3/3) 炭化物やや多、焼土粒子
3 褐色 (IOYR4/4) 炭化物極僅か、砂質

SK 1 

C 62.8 C 

ニSKI 
1 にぷい災褐色 (!OYR4/3) 炭化物若干、砂質
2 暗褐色 (10YR3/3) 炭化物、鉄滓僅か
3 灰焚褐色砂 (lOYR4/2) 
4 暗褐色 (lOYR3/4) 砂質

SK 2 

0 62.8 o 

瓢疇
B 63.0 B. 

｀ 

SK2 

1 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 炭化物・焼土粒、
鍛造剥片多

2 褐灰色 (IOYR5/1) 鉄分層、 灰色粘質土
褐色土の混合土、

締まりあり

P, 

E 62.8 E 

1 暗褐色 (lOYR3/3) 焼土粒子多
2 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 焼土粒子少、砂質
3 褐色 (10YR4/4) 炭化粒子ごく僅か、砂質
4 暗褐色 (10YR3/3) 焼土粒子多、炭化粒子
5 にぶい黄褐色 (10YR5/4) 炭化粒子僅か、砂質
6 にぶい黄褐色 (lOYR4/3) 白色粒子多、焼土粒子少、炭化粒子、砂慣
7 にぷい黄褐色 (10YR5/4) 焼土粒、炭化物多、鉄滓多
8 暗褐色 (10YR3/4) 炭化物多
9 褐色 (10YR4/6) 地山プロック多

第32図 第154号住居跡

第154号住居跡出土遺物観察表 （第33図）

疇
Pl 
1 褐灰色 (IOYR5/1) 灰色粘質土プロック多、 酸化鉄分多
2 黄褐色 (IOYR5/6) 炭化物 ・酸化鉄分、砂質

゜
2m 
1:60 

番号 器種 ロ 径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位箇 備 考

1 杯 (11.6) 3.4 (7.8) BDEJ 普通 橙 20 貯蔵穴 底部ヘラ削り

2 t不 11.8 3.4 6.5 BJL 良好 灰 95 覆土 底部右回転糸切り 内面に鉄滓付着

3 甕 (9.4) BDJ 普通 にぷい赤褐 25 覆土 外面→ヘラ削り

4 高盤 BJL 良好 灰 80 SKl坑底 外面工具によるナデ

5 長頸瓶 BJL 良好 灰 50 SKl 

6 甕 (17. 0) BJL 良好 灰 10 SKl 外面平行叩き後カキ目内面同心円分当具痕

7 甕 BJL 良好 灰 10 SKl 外面平行叩き後カキ目内面同心円分当具痕

8 甕 BL 良好 賀灰 25 覆土中位， 甕 (32.0) BJL 不良 にぷい貿橙 25 SKl 頸部波状文 内外面摩耗著しい

10 甕 18 6 BJL 良好 灰 60 SKl坑底 底部左回転ヘラ削り

第154号住居跡出土土錘観察表 （第33図）

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 残存 備 考

12 (6 35) 1.65 0.65 (9.24) Ba IV 橙 95 

13 7.90 1.85 0.50 13.38 Ba IV にぷい黄橙 100 

14 (4. 75) 1.35 0.40 (19. 68) B'a II 黒褐 50 SKl 

15 (5.25) (2.10) (0.45) (5.88) Ba 橙 40 SKl 
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第33図 第154号住居跡出土遺物

第154号住居跡出土土錘観察表

1番号 1 長さ 1 径 1 孔径

‘
.
l

、
~

5

0

9

 

0

7

7

 

••• 3

2

2

 

、,'、
、,＇̀`

6

7

8

 

l

l

l

 

(1.65) 

(1.35) 

1. 41 

(0.50) 

0.45 

0.52 

童さ

(11. 91) 

(4.42) 

4.01 

B

B

B

 

類
一
分 色調 I残存

灰褐

にぷい黄橙

暗褐

備 考
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A
 

A 63.8 A' 

1 にぶい黄褐色 (IOYR4/3) 地山プロック多、砂質、炭化物

2m 
1 :60 

第34図 第155号住居跡

第156号住居跡 （第35図）

I・ J -16グリッドを中心に位置する。第196号住

居跡を切っている。平面は、軸長4.20mX3.09mの

長方形で、深さ18cmを測る。主軸方位は、N-78°-E

を指す。

北東隅には、ピットがあり54X40cmの楕円形を呈

し、深さは14cmを測る。 中央部には、径100-106cm

の円形の土坑があり、深さは 7cmを測る。ピッ トの

西には炭化材があり、 一部焼失の可能性がある。

カマドは、東壁の南寄りに設けられている。燃焼

部は124cmX76cmで、カマド前面が土坑状で、床面か

ら深さ21cmを測る。

遺物は、土師器杯・甕、須恵器杯・高台付坑・蓋・

瓶 ・甕破片、刀子の他に土錘が出土した。 9は鉄族

茎で6.54g、10は刀子で刃部が折れ曲がっており、

31. 41 gを籠る。

第157号住居跡 （第36図）

J-16グリッドに位岡する。第158号住居跡に西

半部、第71号土坑に北東隅が切られ、第163号住居跡

を切っている。平面は、西側が第157号住居跡に切ら

れているため軸長1.90m以上X2.32mで、深さ 7cm 

を測る。主軸方位は、 N-65°-Eを指す。

カマドは、東壁の北寄りに設けられている。燃焼

部は、 70cmX45cm、床面から深さ16cmを測る。

遺物は、須恵器甕片、土師器片が出土した。

第156号住居跡出土遺物観察表 （第35図）

番号 器種 日 径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位潰 備 考

1 坪； 12 6 4.1 6.0 EG 普通 灰褐 100 ほぽ床面 底部静止一方向ヘラ削り 内面油煙付着

2 杯 (12.4) 4.2 5.5 EGHL 普通 褐灰 60 ほぽ床面 底部右回転糸切り

3 高台付坑 6.5 BD 普通 灰黄 60 裂土中位 貼り付高台

4 高台付坑 (12.5) 5.6 5 6 J L 普通 灰 65 カマド 貼り付高台

5 蓋 12.9 2.8 DEG 不良 褐灰 80 土坑 天井径5.5cm 整形不明 肩部右回転ヘラ
削り 一部酸化焔焼成

6 長頸瓶 7.9 BJ 良好 灰 90 裂土中位 ロクロ痕顕著

7 甕 7.5 DEHJ 普通 橙 60 床 外面↑ 、下端→ヘラ削り 底部ヘラ削り

8 甕 (17.5) E 普通 浅黄橙 40 覆土中位 胴部外面←ヘラ削り 内面←ナデ

第156号住居跡出土土錘観察表

□上11 I (2. 54) 径

(1, 31) 

孔径

0.30 

重さ

(3.53) 

分類

Ba 

色調

明赤褐

残存 備 考

A区
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可三可

渚

ま • 1 

.゚6 

• 3 

＜
 

•&9 

V
 

1 灰黄褐色 (IOYR4/2) 黄褐色粒子多、炭化物少、焼土粒子 ・焼土プロック
2 暗褐色 (!OYR3/3) 黒褐色粒子多、炭化粒子 ・炭化物 ・焼土プロック

黄褐色粒子、砂質

3 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 黄褐色粒子多、炭化物少、焼土粒子
4 灰黄褐色 (IOYR4/2) 炭化物少、焼土粒子
5 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 焼土プロック多、焼土粒子、炭化物少、砂質
6 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 炭化物多、焼土粒子少、 砂質
7 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 炭化物少、焼土粒子、砂質
8 黒褐色 (IOYR3/2) 炭化物極多、焼土粒子多

。 2~:60 

臣聾炭化材

ロロ・＇

二三~5

二言ン／ ロ 口

□ ゜
10cm 
1 :4 

0

,
 ，ロ 口10 

O 3cm 
I l l | 1 : 2 

第35図 第156号住居跡・出土遺物
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第158号住居跡（第36図）

J-16グリ ッドに位置する。第157• 163号住居跡

を切っている。平面は、軸長2.81mX4.09mの台形

で、深さllcmを測る。主軸方位は、 N-89°-Eを指

す。

カマドは、東壁の南寄りに設けられている。燃焼

部は、 128cmX58cmの楕円形を呈し、床面から深さ10

"'I 

C 

I ◎p7 
"'ヽヽ"'／ーヘ、 --r. 

、I ＼ヽ

, p 1 
＼ 

I 、 I SJ 158 
、--／

◎p. 

＜
 

。I
s
・c
g
 
v
 

9
.
C
9
8
 

E-

2m 
1:60 

SJ I 5 8 

ーロ
:

cmを測る。

貯蔵穴は、南東隅に検出された。平面は、径73cmX

70cmの円形を呈し、深さ39cmを測る。

遺物は鉄鏃、土錘の他に土師器片、須恵器高台付

杯片・甕片が出土した。 4の鉄鏃は茎部のみの出土

である。

匹3.5 貯蔵穴 玉

二
貯蔵穴

1 灰黄褐色 (10YR4/2) 
2 灰黄褐色 (IOYR4/2) 炭化物僅か
3 にぷい黄褐色プロック (IOYR5/4)
4 灰黄褐色シルト (lOYR4/2)
5 灰黄褐色 (10YR4/2) 明黄褐色土

SJ 1 5 7 ・ 1 5 8 (A-A.) 
l 黒褐色 (IOYR3/2) 焼土塊若干
2 にぷい黄褐色 (lOYR4/3) にぷい黄橙色土多、焼土若干
3 にぷい黄褐色 (10YR4/3) にぷい黄橙色土若干
4 灰黄褐色 (IOYR4/2) にぷい黄橙色土シルト多
5 灰層 焼土若干

6 にぷい黄褐色 (10YR5/3)
7 熙褐色 (10YR2/2) 炭化物粒子
8 黒褐色 (lOYR3/2) にぶい黄褐色土多
9 黒褐色 (IOYR3/2) 
10 暗褐色 (IOYR3/3) 砂質
11 にぷい黄褐色 (lOYR5/4)

SJ158 (B-B') 

1 暗褐色 (10YR3/3) 炭化物、焼土僅か
2 暗褐色 (10YR3/3) 焼土多
3 黒褐色 (10YR3/2) 
4 灰黄褐色 (10YR4/2) 
5 暗褐色 (10YR3/3) 
6 暗褐色 (10YR3/3) 焼土徴・灰褐色シルト
7 灰黄褐色 (10YR4/2) にぷい黄褐色シルト
8 暗褐色 (10YR3/2) 灰
9 にぷい黄褐色 (10YR5/4) 灰多
10 にぶい黄褐色 (10YR5/3)

2̀ Q3 0 3cm 
| 1 1 | 1 : 2 

第36図 第157• 158号住居跡・出土遺物

第158号住居跡出土土錘観察表（第36図）

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 1 残存 I 備 考

1 (3.07) (1 61) 0.46 (6.25) Ba 橙 l lヵマド
2 (3.84) (1.54) 0.43 (8.26) Bb 灰褐

3 (5 54) 1. 73 0.50 (16 59) Ba 灰黄褐 | 80 
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第159号住居跡 （第37図）

K-16グリ ッドに位置する。第74号土坑に住居跡

中央部が切られ、第160・164号住居跡を切っている。

平面は、軸長3.35mX3.41mの方形で、深さ 4cmを

測る。主軸方位は、 N-64°―Eを指す。
カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は、 105

cmX 50cmの楕円形を呈し、床面から深さ15cmを測

る。

遺物は、土師器杯片、甕片の他に土錘が出土した。

第160号住居跡 （第38• 39図）

K-15 • 16グリッドに位置する。第161・164号住

居跡を切り、第170号住居跡の上に乗っている。平面

は、軸長6.29m X 6. 40mのやや歪んだ方形で、深さ

34cmを測る。壁溝は全周し、幅15-37cm、深さ 5~ 7 

cmを測る。主軸方位は、 N-15°-Wを指す。

柱穴は、 4本の主柱穴が検出でき、径42-45cm、

径60-67cmの円形と、 72X54cm、104X60cmの楕円形

で、深さ53-62cmを測る。 P2 • P 3では柱痕が確

認できた。

カマドは、北壁に設けられている。燃焼部は、 178

cmX72cm、床面から深さ26cmを測る。

貯蔵穴は、北東隅に検出された。径47cmX50cmの

ほぽ円形で、深さ47cmを測る。

遺物は、土師器j:不・盤 ・甕、須恵器j:不・蓋・甕片、

臼玉、刀子の他に土錘が出土した。 8・ 9は滑石製

臼玉で、 8は厚さ3.5-4. 6mm、径9.0-9. 2mm、孔径

2.4mm、重さ0.60gを量る。 9は厚さ4.0mm、径6.3mm、

孔径2.2mm、重さ0.21gを量り、床面から出士した。

10は刀子で刃部は殆ど欠損し、茎部も一部が欠損し

ており重さ9.64gを星る。

<I 

SK 74 

｀`鳳
ビ），
0 3cm 
1 1 1 1 1 : 2 

．
 

8
"
£
9
 
V
 

旺3.7 B' 

1 黒褐色 (10YR2/2) 焼土多
2 黒褐色 (10YR3/1) にぷい黄褐色土粒子
3 黒褐色 (lOYRZ/3) にぷい黄褐色土多
4 黒褐色 (10YR2/2)

5 黒褐色 (10YR3/2) にぷい黄褐色土
P5 
1 黒褐色 (10YR2/2) 灰・にぷい黄橙色シルト
2 黒褐色 (10YR3/2) にぷい黄褐色シルト

゜
2m 
1: 60 

第37図 第159号住居跡 ・出土遺物

第159号住居跡出土土錘観察表（第37図）

番号I 長さ

(5. 73) 

径

1.50 

孔 径

0.57 

重さ

(9.61) 

分類 色調

橙

残存 備 考

Aa A区
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゜ ｀ 
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貯蔵穴

D 63.5 D 

□ 
C 63.9 

貯蔵穴
_c,: I 暗褐色 (IOYR3/4) 焼土粒・炭化物、

地山プロック多

2 褐色 (IOYR4/4) 地山プロック多
3 暗褐色 (10YR3/4) 焼土粒、地山プロック多

゜
2m 
I :60 

1 褐色 (IOYR4/4) 焼土粒子 ・炭化物少、地山粒子
2 暗褐色 (IOYR3/3) 地山プロック多、焼土粒・炭化物
3 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 地山プロック多、炭化物
4 暗褐色 (IOYR3/3) 地山プロック、灰黄褐色シルトプロック多

炭化物

(IOYR3/4) 地山プロック ・炭化物
(IOYR3/4) 焼土プロック ・炭化物、粘性ややあり
(2,5YR4/8)焼土プロック多、炭化物多
(IOYR3/l) 炭・灰層、地山プロック、焼土プロック多

締まりにかける

9 にぷい赤褐色 (5YR4/4) 焼土プロック、炭化物多、地山プロック多

5 暗褐色
6 暗褐色
7 赤褐色

8 黒褐色

10 暗褐色 (10YR3/4) 焼土粒、炭化物、砂質
11 黒褐色 (lOYRZ/3) 焼土粒 ・炭化物
12 暗褐色 (10YR3/4) 地山プロック多
13 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 地山プロック多、焼土粒・炭化物
14 褐色 (!OYR4/4) 地山粒、プロック多
15 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 焼土プロック多
16 褐色 (10YR4/4) 焼土プロック、地山プロック多
17 褐灰色 (10YR4/1) 地山プロック多
18 褐色 (!OYR4/6) 地山プロック多、焼土粒

第38図第160号住居跡
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第39図 第160号住居跡出土遺物

第160号住居跡出土遺物観察表 （第39図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位臨 備 考

1 坪： (11.8) 3.6 J 普通 にぶい黄橙 60 覆士 体部外面←、底部は一方刷ヘラ削り

2 杯 (10.8) 4.2 8.4 J 良好 灰 45 覆土 底部右回転ヘラ削 り 内面中央ヘラ調整

3 均： (16.2) 4.0 (13.3) BJ 良好 にぶい黄 40 覆土中位 底部右回転ヘラ削り 内面に煤付着

4 蓋 (13.3) (1. 7) BJ 良好 灰 30 狡土 天井部右回転ヘラ削 り つまみ欠損

5 盤 (18.6) 1.85 (16.2) AB 良好 橙 20 床 底部外面手持ちヘラ削り内面横及び縦ナデ

6 甕 (20.2) BDJ 普通 にぷい橙 40 貯蔵穴 胴部外面←、 ↑ヘラ削り 内面横ナデ
7 甕 BJ 良好 灰 破片 覆士 外面平行叩き後横ナデ 内面同心円分当て

具痕と縦ナテさ

第160号住居跡出土土錘観察表 （第39図）

番号 長さ 径 孔 径 重さ 分類 色調 残存 備 考

11 5.55 1.54 0 55 (11 07) Ba IV にぷい橙 95 B区
12 5.95 1.52 0 49 13. 76 Ba IV 橙 100 B区

13 (2. 77) (1.62) 0 52 (4.64) Ba にぶい黄橙 A区

14 (2.82) 1 65 0 65 (6 04) A にぷい黄橙

15 (3.20) (1.58) (0.54) (4.07) Ba 褐灰

16 (3.12) (1 61) 0 49 (5.41) Ba 橙

17 (3.35) (1.56) 0.50 (4.81) Ba にぶい黄橙
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第160号住居跡出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 残存 備 考

18 (3.35) 1.31 0.42 (5.16) A 橙 B区
19 (4.57) (1 46) 0.56 (7.50) Ba 橙 A区
20 (4. 70) (1 53) 0.48 (8.98) Ba 黒褐 B区
21 (4.96) 1.28 0.52 (7.31) Ba にぶい黄橙 A区
22 (5.17) 1.55 0.55 (10.47) Ba 明赤褐 A区
23 (5 78) 1 60 0.42 (13. 72) Ba 橙 B区
24 (5.91) 1 70 0 51 (15.76) B にぷい黄橙 A区
25 (6.18) 1 27 0.52 (9.48) Aa 橙 Alヌ

第161号住居跡 （第40図）

K-15・16グリ ッドに位置する。第159号住居跡に

東壁、第160号住居跡に南壁が切られている。平面は、

南側が第160号住居跡に切られており、軸長5.15

m X5. 73mの台形で、深さ31cmを測る。主軸方位は、

N-l1°-Wを指す。

柱穴は 4本の主柱穴が検出でき、径54-6lcmの円

形で、深さ10-30cmを測る。

カマドは、北壁の西寄りに設けられている。燃焼

部は、 116cmX63cm、床面から深さ10cmを測る。煙道

部は29cm確認できた。

遺物は、土師器杯の他に土錘が出土した。

第163号住居跡 （第41図）

J-16グリ ッドに位置する。第156号住居跡の北

東隅、第157号住居跡 ・第71号土坑に住居跡中央部、

第158号住居跡に西半部が切られ、第165号土坑を

切っている。平面は、軸長4.15mX5.85mの台形で、

深さ26cmを測る。主軸方位は、 N-97°-Eを指す。

柱穴は、 主柱穴4本とピット1基を検出した。径

30-42cmの円形と30X45cmの楕円形で、深さ18cm程

で、 P4 • P 5はそれぞれ深さ 7cm・ 10cmを測る。

P 1 ・ P 3では、柱痕が認められた。

カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は、 152

cmX 54cm、床面から深さ30cmを測る。煙道部は43cm

程確認できた。

遺物は、土師器杯・鉢、須恵器蓋・（長頸）瓶の他

に土錘が出土した。

第164号住居跡 （第42~44図）

k-16グリ ッドに位罹する。第159号住居跡に北

西部、第160号住居跡に西壁南半、第75号土坑に住居

跡内が切られ、第171• 173号住居跡を切っている。

平面は、東壁 ・西壁は不明であるが、軸長4.53mX 

4.60m程の方形で、深さ32cmを測る。壁溝は、南壁

のみで検出し、幅14-20cm、深さ 5cm程度を測る。

主軸方位は、 N-19°-Wを指す。

第161号住居跡出土遺物観察表（第40図）

番号 器種 ロ径 器嵩 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 坪： 13 3 4 5 ABD 普通 にぶい橙 95 覆土 器壁摩耗し調整不明瞭底部外面←ヘラ削り

2 況： (12. 9) J 普通 にぶい橙 35 ほぱ床 体部外面←ヘラ削り

3 杯 (12 8) BE 稗通 にぶい黄橙 15 狡土 器壁摩耗し調整不明瞭

第161号住居跡出土土錘観察表（第40図）

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 残存 備 考

4 6.39 1 47 0.60 11 52 Ba IV 橙 100 B区砂粒多

5 8.19 1 90 0.47 (23 78) Ba II 橙 95 B区

6 (1.98) (1 25) 0.41 (1 97) B 橙 A区

7 (4.60) 1.26 0.41 (4.61) B 橙 A区

第163号住居跡出土土錘観察表

番号I 長さ

6

7

 

(3.53) 

(5.55) 

径

1.61 

2.22 

孔 径

0.64 

(0.45) 

重さ

(7.44) 

(14. 73) 

分類

Ba 

B 

色調

灰賀褐

にぷい褐

残存 備 考

B区

B区
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1 暗褐色 (IOYB3/3) 地山プロック・炭化物
2 黒褐色 (IOYR2/3) 地山プロック ・炭化物・焼土粒
3 にぷい黄褐色 (10YR5/3) 地山プロック・焼土粒 ・炭化物
4 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 灰白色土プロック多、焼土粒
5 暗褐色 (10YB3/3) 焼土粒 ・プロック、炭化物多
6 黒褐色 (10YR2/2) 炭化物多
7 褐色 (10YR4/4) 焼土粒 ・炭化物
8 灰黄褐色 (10YR4/2)
9 黒褐色 (10YB3/1) 
10 黒褐色 (10YB3/l) 灰多
11 暗褐色 (10YB3/3) 

_2.: 12 暗褐色 (10YB3/3) にぷい黄褐色土 ・炭化物・焼土
13 暗褐色 (10YB3/3) 焼土、炭化物若干
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第40図 第161号住居跡 ・出土遺物
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4 褐灰色 (10YR5/l) 焼土僅か
5 焼土

6 暗褐色 (!OYR3/4) 焼土僅か
7 暗褐色 (!OYR3/3) 焼土僅か
8 にぶい黄褐色 (10YR5/3)

9 褐色 (7.5YR4/3)焼土多
10灰層
11 黒褐色 (10YR2/3) 焼土多
12 黙褐色 (7.5YR3/2)焼土・灰
13 暗褐色 (10YR3/4) 砂質
14 にぷい黄褐色 (!OYR5/4) 焼土多
15 黒褐 (7.5YR3/2)焼土粒子多
16 にぷい黄褐 (!OYR4/3)焼土粒子借か
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1 灰赤色 (2.5YR5/2) 
2 灰赤色 (2.5YR4/2) 
3 灰黄褐色 (10YR4/2) 焼土・灰僅か

P2 
1 灰黄褐色 (10YR5/2)
2 灰赤色 (2.5YR4/2) 

P3 
1 駄 色 ([OYR2/2)
2 灰黄褐色 (10YR4/2)
3 灰黄褐色 (10YR4/2) 黄褐色土
4 褐色 (10YR4/4) 

□ 2 

バ 4

P4 
1 灰貧褐色 (IOYR4/2) 
2 にぷい黄褐色 (IOYR4/3)

P5 
1 黒褐色 (10YR3/2) 灰
2 褐色 (10YR4/4) 砂質

゜
10cm 
1 :4 

第41図 第163号住居跡・出土遺物

第163号住居跡出土遺物観察表（第41図）

番号 器種 ロ径 器 高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 杯 (11. 7) EJ 不良 橙 25 カマド 体部外面←ヘラ削り

2 杯 (12.9) AEH 普通 にぷい褐 20 カマド 口緑部外面横ナデ体部外面←ヘラ削り

3 蓋 (18. 7) BJ 良好 灰 5 覆土 右回転ヘラ削り

4 長頸瓶 BJ 良好 灰 30 覆土 内面ロクロ痕顕著

5 鉢 (20.6) DE 不良 にぷい橙 40 カマド 胴部外面← ・↓ヘラ削り
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カマドは、北壁に設けられている。燃焼部は、 128

cmX54cm、床面から深さ10cmを測る。カマド前面に

被熱した焼土の範囲が確認できた。

遺物は、土師器杯・小型甕・甕．甑・壺、支脚、

砥石の他に土錘が出土した。 14は土製支脚で、中央

に孔が貰通しており、上端径2.7cm、底径7.7cm、高

さ13.5cmを測り、 6の甕とともに床面から出土し

た。 15は砥石で、 4面が使用され、覆土からの出土

である。
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第43図 第164号住居跡出土遺物(I)

- 54 -



_I  
14 

I 5 

ロ
13 

゜
10cm 
I: 3 

゜
10cm 
1 :4 

第44図 第 164号住居跡出土遺物(2)

第 164号住居跡出土遺物観察表（第43• 44図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位醤 備 考

1 杯 13.4 4.1 BEF 普通 橙 80 床

2 杯 14.1 4.6 BJL 普通 にぷい橙 95 床 底部外面摩耗 内面一部剥離 口縁部赤彩

3 杯 14.9 4.4 EJ 不良 橙 90 獲土下位

4 杯 (15.2) B 良好 にぶい褐 45 床

5 小型甕 13.3 15.4 5.5 ABJL 普通 にぶい黄橙 100 カマド 口縁部横ナデ胴部←、下端↓ヘラ削り

6 襄 (17.3) BJ 普通 にぷい橙 70 床 胴部外面 ↑ヘラ削り 内面横ナデ

7 甕 (18.9) CHJ 普通 にぷい赤褐 20 床 胴部外面 ↑ヘラ削り 内面接合痕

8 甕 15.9 32.6 6.0 BCJL 普通 にぶい橙 95 覆土下位 胴部上半← ・↑ 下半↓ヘラ削り， 甕 4.0 HJ多 普通 にぷい橙 60 床 胴部外面 ↑ヘラ削り 底部ヘラ削り

10 甕 5.9 J 普通 にぷい褐 60 覆土下位 外面↓ヘラ削り

11 甑 7.2 AB 良好 にぶい赤褐 90 床 外面ヘラナデ 内面工具ナデ

12 壺 (13.0) B 普通 にぷい黄橙 25 カマド 整形痕不明

13 壺 CHJ 良好 にぷい赤褐 75 床 胴部外面←ヘラ削り 内面横ナデ接合痕

第 164号住居跡出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 残存 備 考

16 (2.95) (1.56) 0.54 (5.98) B 明黄褐 B区

17 (4.41) 1. 73 0.62 (9.84) Ba 橙 50 A区

18 (4.29) (1.43) (0.53) (3. 99) B にぷい橙 B区

第 165号住居跡 （第45図）

J-16グリッドに位置する。第163号住居跡に北

西隅、第166号住居跡に南西隅、第190号住居跡に北

東壁の一部が切られている。平面は、軸長3.95mX 

3. 75mの方形で、深さ30cmを測る。壁溝は全周し、

幅7-26cm、深さ 3-8cmを測る。主軸方位は、 N

-153°-Wを指す。

柱穴は、 4本の主柱穴が検出でき、径41-50cmの
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第45図 第165号住居跡 ・出土遺物
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円形で、深さ40-54cm、P4のみ深さ20cmを測る。

カマドは、南壁のやや東よりに設けられている。

燃焼部は、 97cmX45cm、床面から深さ 7cmを測る。

煙道部は44cm確認できた。

貯蔵穴は、南隅に検出された。平面は、 74cn1X68

cmの円形で、深さ52cmを測る。

遺物は、土師器杯・甑、須恵器甕片の他に、土錘

が出土した。

第165号住居跡出土遺物観察表（第45図）

番号 1器種 1日径 1器高 1底径 1 胎土焼成色調 I残存 I出土位置 備 考

1 杯 (12 4)I BEFG 1不良 1 橙 1 35 
2 甑 (30.4) I (30.1) I (10.0) I J 普通 にぶい橙 30 

覆土 1口縁部横ナデ体部外面ヘラ削り

覆土 器壁摩耗し調整不明瞭←・↓ヘラ削り

第165号住居跡出土土錘観察表

番号 長さ

3

4

 

(4.53) 

(3.08) 

径

(1.45) 

1.62 

孔径

(0.53) 

0.47 

重さ

(4.63) 

(7.28) 

分類

B 

B 

色調 I残存

にぶい黄褐

橙

備 考

B区
B区

第166号住居跡（第46図）

J-16グリッドに位置する。第108号住居跡に西

半部、第163号住居跡に北東隅、第165号住居跡に南

東隅、第73号士坑に西壁の一部、第87号士壊に住居

跡中央が切られている。平面は、軸長3.66mX4.05 

mの方形で、深さ25cmを測る。主軸方位は、 N-10°

-wを指す。
カマドは、北壁のやや西寄りに設けられている。

燃焼部は、 106cmX29cmを測り、途中に段差を有し、

床面と同じ高さである。

貯蔵穴は、北東部に検出された。上面は、 70cmX

54cmの楕円形で、坑底面は50cmX54cmの円形を呈

し、深さ42cmを測る。

遺物は、土師器杯・小型甕の他に、土錘が出土し

た。

第167号住居跡（第47図）

L-16グリッドに位罹する。第4号掘立柱建物跡

に切られ、第168・179・366号住居跡を切り、第12号

性格不明遺構と南東隅で重複している。平面は、南

壁を確認できなかったが、軸長5.llmX4.88mの方

形で、深さ24cmを測る。壁溝は、南壁を除いて確認

でき、輻10-22cm、深さ 3~ 6cmを測る。主軸方位

は、 N-12°-Wを指す。

柱穴は、 4本の主柱穴が検出でき、径53-60cmの

円形と66cmX53cmの楕円形で、深さ21-43cmを測

る。 P4では、柱痕が確認できた。

カマドは、北壁のやや西寄りに設けられている。

燃焼部は104cmX50cm、床面から深さ 7cmを測る。煙

道部は57cm確認できた。

貯蔵穴は、北東隅に検出された。平面は、 llOcmX

83cmの楕円形で、深さ22cm、坑底面東端に径42-50

cmのピット状の穴があり、深さ坑底から29cmを測る。

遺物は、土師器杯・甕の他に土錘が出土した。

第168号住居跡（第48• 49図）

L-16グリッドを中心に位罹する。第167号住居

跡に北東部、第4号掘立柱建物跡に住居跡内、第76

号土坑にカマドの先端が切られている。乎面は、南

壁が確認できず、軸長7.3m以上X7.05mで、深さ24

cmを測る。壁溝は、南壁を除いて確認でき、輻14~20

cm、深さ 5cm程を測る。主軸方位は、 N-103°-Wを

指す。

柱穴は、 4本検出できたがいずれも南半部にある。

第166号住居跡出土遺物観察表（第46図）

1番号 1器種 1口径 1器高 1底径 1 胎土 1焼成 1 色 調 1残存出土位置 備 考

1 j:不 1(11. 1) 1 3. 2 
2 甕 (13.0)

ABJ 普通 にぶい橙 80 1 覆土 体部外面←ヘラ削り

B 良好 にぶい橙 20 カマド 胴部外面←ヘラ削り
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第46図 第166号住居跡・出土遺物

第166号住居跡出土土錘観察表（第46図）

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 残 存 備 考

3 (4.09) 1.38 0.64 (6.33) Ba 橙 50 B区

4 (5.04) 1.27 0 58 (8.44) D 橙 A区

5 (5.31) 1.30 0.52 (7.51) Ba 橙 70 A区

第167号住居跡出土遺物観察表（第47図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 況： (10 9) J 不良 にぶい黄橙 20 覆土 外面←ヘラ削り

2 甕 13 9 BJ 普通 にぶい赤褐 55 榎土 胴部外面←ヘラ削り 内面ヘラ横ナデ

第167号住居跡出土土錘観察表（第47図）

番号 長 さ 径 孔径 重さ 分類 色調 残存 備 考

3 (4 75) 1.40 0 52 (8.24) B にぶい黄橙 貯蔵穴
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貯蔵穴

o 63.4 D' 

二
貯蔵穴

1 にぶい黄褐色 (IOYR4/3) 炭化物
2 褐色 (10YR4/4) 炭化物粒 ．

焼土粒子

3 暗褐色 (IOYR3/3) 焼土プロック多、
地山プロック

4 褐色 (IOYR4/4) 焼土粒子・
地山プロック

1 黒褐色 (!OYR3/2) 地山プロック多
2 暗褐色 (!OYR3/4) 地山プロック

焼土粒

3 暗褐色 (!OYR3/4) 地山プロック多
4 暗褐色 (!OYR3/3) 地山粒多
5 暗褐色 (!OYR3/4) 焼土プロック

炭化物

6 暗褐色 (!OYR3/4) 焼土粒・炭化物
7 赤褐色 (2.5YR4/8)焼土 ・炭化物

Pl~4 
1 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 炭化物
2 暗褐色 (IOYR3/3) 炭化物 ・焼土粒
3 褐色 (IOYR4/4) 炭化物・地山プロック
4 暗褐色 (IOYR3/3) 炭化物 ・焼土粒

゜
2m 
1: 60 

支ニ 三 乙□2
゜

10cn, 
1 ; 4 

03 0 3cm 
I l l 1 1 : 2 

第47図 第167号住居跡・出土遺物
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ー ・ •一 g

“三／／｀／／／／／／”／／／ー／／／／／／／／／ 戸

ヒ

1 暗褐色 (IOYR3/4) 地山プロック ・粒子 ・炭化物 貯蔵穴

2 にぶい黄褐色 (IOYR4/3) 地山プロック多 1 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 炭化物 ・灰黄褐色土プロック
3 褐色 (IOYR4/4) 地山プロック多、炭化物 ・焼土粒 2 暗褐色 (IOYR3/3) 炭化物、灰黄褐色土プロック多

3 灰黄褐色 (IOYR6/2) 粘性ややあり、炭化物

カマド

1 にぶい黄褐色 (IOYR5/3) 焼土粒、炭化物少
2 にぶい黄褐色 (IOYR4/3) 焼土プロック、炭化物多
3 赤褐色 (2,5YR4/8)焼土層、炭化物

P 1 ・ 4 
1 暗褐色 (lOYRJ/3) 炭化物、地山プロック多
2 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山プロック多

P2 
1 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 焼土粒・炭化物 ・地山プロック
2 暗褐色 (IOYR3/3) 焼土粒・炭化物
3 褐色 (IOYR4/4) 地山プロック多、炭化物

P3 
1 暉色 (IOYR3/3) 地』プロック ・焼土粒
2 暗褐色 (IOYR3/3) 地山プロック多
3 褐色 (10YR4/4)地山プロック多、炭化物・焼土粒

第48図 第168号住居跡
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第49図 第168号住居跡出土遺物

P3は、径44~53cm、深さ52cmを測り、柱痕が確認

できた。他の3基は、深さ15~30cmで柱痕も確認で

きなかった。

カマドは、西壁のやや南寄りに設けられている。

燃焼部は、先端が第76号土坑に切られており、 112cm

以上X66cm、床面から深さ 9cmを測る。

貯蔵穴は、北西部に検出された。平面はlOOcmX55 

cmの楕円形で、深さ29cmを測る。
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遺物は、土師器杯・甕の他に土玉と多量の土錘が

出士した。 27は土玉で、高さ1.77cm、径1.75~2.00 

第168号住居跡出土遺物観察表（第49図）

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色

1 杯 13.4 4.5 BJ 普通

2 杯 (13.8) J 良好

調

橙

橙

cm、孔径0.52cmを測り、重さ6.10gを盤る。覆土か

らの出士である。

残存 出土位閥 備 考

60 覆土 底部外面→ヘラ削り

30 覆土

3 甕 (20.2) 38.7 3.2 EJ 普通 にぶい黄橙 80 床 胴部外面↓・←ヘラ削り 内面横ナデ

4 甕 (20.~) 39.3 (5.0) L 普通 にぶい橙 80 床 胴部外面←・↓ヘラ削り

第168号住居跡出土土錘観察表（第49図）

番号 長さ 径 孔径 重さ

5 4.88 1.56 0.60 9.43 

6 (5.20) 1.46 0.47 (11.22) 

7 (6.35) 1.57 0.56 (13.13) 

8 6.75 1.48 0.50 11.46 ， 6.99 1.84 0.50 21.07 

10 7.32 1. 71 0.65 (15.48) 

11 (7.69) 1.68 0.55 (17.39) 

12 (1.20) (1.13) 0.58 (1.02) 

13 (1.53) (1.17) 0.54 (1.39) 

14 (2.55) (1. 52) (0.53) (3.03) 

15 (3.14) (1.46) 0.55 (6. 61) 

16 (3.63) 1. 73 0.49 (8.62) 

17 (4.50) 1.68 0.53 (9.02) 

18 (4.36) 1. 70 0.55 (11.27) 

19 (4.53) 1.50 0.55 (10.49) 

20 (5.01) 1.62 0.55 (11.56) 

21 (5.37) 1.64 0.53 (12.19) 

22 (6.40) 1. 71 0.62 (14.98) 

23 (6.18) 1.89 0.60 (17.33) 

24 (6.12) 1.68 0.60 (15.61) 

25 (6.24) 1. 76 0.63 (16.47) 

26 (6.35) 1. 79 0.62 (16.66) 

第169号住居跡（第50• 51図）

M-16グリッド中心に位罹する。第175• 404号住

居跡を切っている。平面は、南壁の一部を除き調査

区外にあるが、軸長5.10mX 5. 73mの方形で、深さ

33cmを測る。壁溝は、北東隅でのみ確認でき、輻

10~14cm、深さ2.5~4 cmを測る。主軸方位は、 N

-6°-Wを指す。

柱穴は、 4本の主柱穴が検出でき、径36~44cmの

円形と軸長35~50cmの楕円形で、深さ35~60cmを測

り、 P1 • P 4では柱痕が確認できた。

カマドは、北壁に設けられている。燃焼部は、 70

cmX39cm、床面から深さ 6cmを測る。煙道部は171cm

分類 色調 残存 備 考

Ba V 橙 100 A・B区

Aa V 黒 90 A・B区

Ba にぶい黄橙 80 A・B区

B'a III にぶい黄橙 100 A・B区
Ba III 橙 100 A・B区

Ba III にぶい黄橙 95 A・B区

Ba II にぶい黄橙 95 A・B区

Ba 褐灰 A・B区

Ba 橙 A・B区

B 灰黄橙 A・B区

B' 橙 A・B区

Ba にぶい黄褐 40 C・D区

Ba にぶい黄褐 50 A・B区

Ba にぶい黄褐 50 A・B区

B にぶい黄褐 60 A・B区

Ba にぶい黄褐 40 A・B区

Ba 褐灰 80 A•B 区

Ba にぶい黄褐 80 A・B区

B にぶい黄褐 70 A・B区

Ba にぶい黄褐 70 C・D区

B にぶい黄褐 60 A•B区

Ba 灰黄褐 60 A・B区

確認できた。

貯蔵穴は、北西隅に検出された。平面は、 84cmX

56cmの楕円形で北東部がピット状に深くなり、深さ

41cmを測る。

遺物は、土師器杯・鉢・小型甕・甕・壺、石製紡

錘車の他に土錘が出土した。 7の紡錘車は、長径

3.91cm、短径2.15cm、高さ1.30cm、孔径0.64cmを測

り、重さ24.08gを星る。側面全面に、斜格子状の線

刻が施されている。覆土中位から出土した。

第404号住居跡（第50図）

M-17グリッドに位置する。第169号住居跡に東

壁の一部を残し他は全て切られている。平面は、北
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貯蔵穴

D 63.2 O' 

>
B 63.6 B' 

貯蔵穴
1 黒褐色 (10YR2/3) 炭化物多、焼土粒多
2 暗褐色 (lOYll.3/3) 炭化物少、焼土粒少

C 63.6 C' 

1 にぶい黄褐色 (10YR4/3)明黄褐色土 ・炭化物
2 暗褐色 (10YR3/3) 炭化物
3 黒褐色 (10YR2/3) にぶい黄褐色土多
4 灰黄褐色 (10YR4/2) 
5 灰黄褐色 (10YR5/2) 粘質土
6 焼土

7 黒褐色

8 灰黄褐色

9 褐色
10 灰黄褐色
11 暗褐色

(10YR3/2) 
(10YR4/2) 焼土多
(10YR4/4) 焼土若干
(10YR4/2) 焼土若干
(10YR3/3) 

P1~4 
1 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 地山プロック多
2 黒褐色 (IOYR2/3) 炭化物多
3 暗褐色 (IOYRJ/3) 炭化物 ・地山プロック
4 暗褐色 (IOYR3/3) 地山プロック多

2?：60 

第50図第169• 404号住居跡

東隅の一部が確認できただけで、南北長2.0mX東

西長0.4m、深さ15cmを測る。壁溝は、幅10-15cm、

深さ 4cm程を測る。 主軸方位は、東壁を基準とする

とN-0°-Eを指す。

カマド ・貯蔵穴等の施設は、確認できなかった。

遺物は、出土しなかった。
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第51図 第169号住居跡出土遺物

第169号住居跡出土遺物観察表 （第51図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 杯 (12. 2) ABD 普通 灰褐 55 覆土 口緑部 ・底部内面外周横ナデ

2 鉢 22.0 8.1 J 普通 90 覆土中位 底部外面摩耗し整形不詳内面一部油煙付着

3 小型甕 15.1 17.3 8.4 DHJ 普通 にぶい橙 90 床 胴部外面←ヘラ削り 底部ヘラナデ

4 小型甕 (15.4) HJ 普通 にぶい賀橙 20 覆土 外面頸部横ナデ胴部↓ヘラ削り

5 甕 (20.1) J 良好 にぶい黄橙 15 覆土 口縁部外面ロクロナデ胴部外面↓ヘラ削り

6 空． 6.5 J 普通 にぷい賀橙 70 覆土下位 胴部外面↓ ・←ヘラ削り 底部木葉痕

第169号1主居跡出土土錘観察表

番号l 長さ

8

9

 

(2.47) 

(4.36) 

径

(1.60) 

1.65 

孔径

0.50 

0.58 

頂さ

(4. 74) 

(9.40) 

分類

Ba 

Ba 

色調

にぶい橙

黒

残存 備 考

A区

60 I B区

第170号住居跡 （第52図）

K-15・16グリッドに位置する。第160号住居跡に

全体、第160号住居跡の柱穴•第79-86土坑に床面を

切られている。平面は、軸長4.71m X5.60mの歪み

のある方形で、深さ 9cmを測る。主軸方位は、 N-19°

-Wを指す。

カマド・貯蔵穴等の施設は確認できなかった。

遺物は、須恵器蓋、土師器甕の他に土錘が出土し

t::. '-0 

第171号住居跡（第53図）

k-16グリッドを中心に位置する。第160号住居

跡に南壁の西半部、第161号住居跡に西壁が切られ

ている。平面は、西壁が第161号住居跡に切られてお

り、軸長3.34m以上X3. 70mの方形で、深さ13cmを

測る。主軸方位は、 N-70°-Eを指す。

カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は、 131

cmX44cm、床面から深さ 8cmを測る。

遺物は、土師器鉢、土錘が出土した。
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1 灰黄褐色 (IOYR4/2) 
2 にぶい黄褐色 (IOYR4/3) 炭化物粒子僅か
3 にぶい黄褐色 (IOYR5/4) 炭化物 ・灰
4 黒褐色 (IOYR.3/1) 炭化物僅か

5 暗褐色 (10YR3/4) 炭化物・にぷい黄褐色土
6 暗褐色 (10YR3/4) 炭化物僅か・にぷい黄褐色土粒子
7 にぷい黄褐色 (10YR5/4)
8 暗褐色 (10YR3/3) 焼土粒子 ・炭化物粒子

第52図 第170号住居跡 ・出土遺物

第170号住居跡出土遺物観察表（第52図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 蓋 (8.2) 3.3 B 良好 灰 40 覆土 天井部静止ヘラ削り 非在地産

2 甕 6.8 J 普通 にぷい赤褐 80 覆土 下端部押さえ →ヘラ削り 底部ヘラ削り

第170号住居跡出土土錘観察表（第52図）

番号 長さ 径 孔径 重 さ 分類 色調 残存 備 考

3 2.45 1.45 0.27 4.87 Bb VI 明赤褐 100 B区

4 (3.03) (1.48) 0.44 (4.60) Ba にぷい橙 B区

5 (3.42) (1. 48) 0.52 (5.93) Ba 橙 A区

第171号住居跡出土遺物観察表（第53図）

番号 1器種 1口径 1器高 1底径 1 胎土 1焼成 1 色 調 1残存 I出土位置 備 考

ー 鉢 1<11.o)I7.3 JK 普通 橙 55 覆土 i内外面器壁摩耗胴部←、底部ヘラ削り

第171号住居跡出土土錘観察表 （第53図）

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 残存 備 考

2 5.85 1. 78 0.63 11.51 B'AIV 灰赤 100 A区

3 (5. 79) 1.98 0.61 (17.32) Ba にぶい橙 A区

4 (2.20) (1. 37) 0.60 (3.28) B 明赤褐 A区

5 (2.56) (1.48) 0.69 (3.53) B 明赤褐 A区

6 (2.49) (1.58) (0.69) (2.69) B にぶい橙 A区

7 (3.16) (1.56) 0.63 (6. 52) B 明赤褐 A区

- 65 -



v̀
 

襄

〇）

SJ 161 

＜
 

g
.
C
9
<
 

2m 
1: 60 

゜
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c〉 2 @3 
1 黒褐色 (10YR3/2) 灰多
2 灰黄褐色 (10YR4/2)炭化物粒子僅か
3 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 焼土極多
4 にぷい黄褐色 (!OYRS/4)
5 灰黄褐色 (10YR4/2) 炭化物粒子若干
6 焼土層
7 暗褐色
8 灰黄褐色

0 3cm 
~ 1:2 

(10YR3/3) 灰黄褐色土若干
(10YR4/2) 白色微粒子多

第53図 第171号住居跡・出土遺物

第172号住居跡（第54図）

M-16グリ ッドを中心に位置する。第77号土坑に

北西壁の一部が切られ、第177• 178号住居跡を切っ

ている。平面は、軸長3.50mX3.34mの方形で、深

さ27cmを測る。 壁溝は、西壁と南壁の一部を除いて

確認でき、幅15-18cm、深さ 3-5cmを測る。主軸

方位は、 N-142°―Wを指す。
柱穴は、 3本の主柱穴が検出でき、径26-40cmの

円形で、深さ18cm• 24cm • 46cmを測り、

では柱痕が確認できた。

P 1 ・ P 2 

カマドは、南壁のやや東寄りに設けられている。

燃焼部は、 103cmX60cm、床面から深さ15cmを測る。

煙道部は、 117cm確認できた。

貯蔵穴は、西隅に検出された。平面は、 106cmX54 

cmの楕円形で、深さ14cmを測る。

追物は、 土師器杯が出土した。

第173号住居跡（第55• 56図）

k-16グリ ッドを中心に位置する。第164号住居

跡と西半部が重複し、第228号住居跡を切っている。

平面は、軸長4.94 m X 3. 94 mの方形で、深さ20cmを

測る。主軸方位は、 N-0 °— E を指す。

カマドは、北壁のやや東寄りに設けられている。

燃焼部は、 90cmX42cm、床面から深さ 7cmを測る。

煙道部は55cm確認できた。

貯蔵穴は、北東隅に検出された。平面は、 71cmX

57cmの楕円形で、坑底の中央北側には径33cmX36cm

のピット状に一部が深くなり、深さは坑底が12cm、

ピットが51cmを測る。

遺物は、土師器杯・鉢・小型壺・甕・壺、 臼玉の

他に土錘が出土した。15は滑石製臼玉で、 厚さ3.9

mm、径7.1~7.3mm、孔径2.3mmを測り、 重さ0.34gを

量る。覆土上位の出土である。
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貯蔵穴
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く1

゜
63.6 o・ 

言
SJ172 
1 灰黄褐色 (10YR4/2) 
2 黒褐色 (10YR3/l) 明黄褐色シル ト多、炭化物若干
3 黒褐色 (10YR3/2) 
4 にぷい黄褐色 (10YR4/3)
5 褐色 (10YR4/4) 砂質
6 灰層 焼土

7 灰黄褐色 (lOYRS/2) 炭化物若干
8 褐灰色 (10YR5/1) 黄褐色土

2 

田

・¥・cg¥

貯蔵穴
8 63.3 .. 

璽冒直
貯蔵穴

1 黒褐色 (10YR3/2) にぷい黄褐色シルト
2 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 砂質
3 暗褐色 (10YR3/3) 炭化物粒子

C-
4

麟

P2 
1 灰黄褐色 (10YR4/2) 炭化物若干
2 黒褐色 (10YR3/2) 

Pl 

1 褐灰色 (IOYR4/1) 炭化物粒・焼土粒子
2 黒褐色 (IOYB2/2) 灰僅か
3 にぷい黄褐色 (IOYIIS/3)

4 黒褐色 (IOYB2/3) にぷい黄褐色シルト

こ

P3 
l 灰 (IOYR4/2) 灰僅か
2 黒褐色 (lOYRJ/2) 
3 にぷい黄褐色 (10YR4/3)
4 黒褐色 (lOYRJ/2) 灰僅か

0 2?：60 

9 にぶい黄褐色 (IOYRS/4)
10 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 灰黄褐色シルト
11 にぷい黄褐色 (IOYR4/3)
12 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 炭化物粒子若干
13灰黄褐色 (IOYR6/2) 
14 暗褐色 (IOYR3/3) 粘性あり
15 にぶい黄褐色 (IOYR4/3) 焼土粒僅か
16 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 灰若干

二 ＿ーニ
゜第54図 第172号住居跡・出土遺物

10cm 
I :4 

第172号住居跡出土遺物観察表（第54図）

番号1器種 l口径 1器高 1底径 1 胎 土 I焼成 I色 調 I残存 I出土位置 考

1

2

3

 

杯

杯

杯

2

0

1

 

．
．

．
 

5

4

4

 

‘‘l
)

）
 

4

0

0

 

••• 5

4

3

 

1

1

1

 

、,`
‘、
し

、し

EJL 普通

ABDJL 普通

BJ 普通

橙

橙

にぷい褐

55 

30 

15 

覆土

覆土

覆土

備

底部外面ヘラ削り

底部外面ヘラ削り

底部外面ヘラ削り
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貯蔵穴

e・ 

12 

B 63,4 B' 

貯蔵穴

1 黒褐色 (10YR3/2) 炭化粒子多、
焼土粒子少

2 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 焼土粒子微
3 褐色 (10YR4/4) 焼土粒子少、

炭化粒子、砂質

L

．図 ゜
1m 
1:30 

1 にぶい黄褐色 (IOYR4/3) 黄褐色粒子多
2 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 焼土粒子、炭化粒子やや多
3 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 炭化粒子多
4 にぶい黄褐色 (IOYR5/4) 黄褐色粒子極多

5 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 焼土粒子少、炭化粒子
6 暗褐色 (10YB3/3) 焼土粒子多、炭化粒子
7 暗褐色 (10YB3/4) 焼土粒子少、炭化粒子

゜ 2~:60 

第55図第173号住居跡

第173号住居跡出土遺物観察表（第56図）

I I 番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 坪： 13.1 4.9 B 普通 橙 95 床 底部外面←ヘラ削り 底部内面外周に油煩

2 坪： (11.8) 4.1 BE 普通 にぷい赤褐 75 裂土下位 底部←ヘラ削り

3 杯 (12.1) EJ 不良 にぷい黄橙 55 床 口緑部外面←ヘラ削り

4 杯 (11.8) 4.5 ABDJ 普通 橙 45 床 底部←ヘラ削り

5 t不 (12.1) FJ 普通 橙 35 床 口緑部横ナデ底部内面外周工具ナデ
外面←ヘラ削り

6 況： (11.6) B 普通 灰褐 40 床 内外面ロクロナデ

7 鉢 (19. 7) 10.9 2.5 E 普通 にぷい赤褐 70 床 ・覆土 口緑部横ナデ体部外面←ヘラ削り

8 鉢 (17. 7) CHJ多 普通 にぷい黄橙 35 覆土下陪 調整不明粘土積み上げ痕顕著， = 空 (11.2) BE 普通 にぶい橙 70 床 口緑部横ナデ胴部←ヘラ削り

10 甕 (17.3) BJL 普通 にぶい黄橙 20 床 頸部横ナデ胴部←ヘラ削り

11 甕 (20.4) BE 普通 にぷい橙 25 覆土 外面←ヘラ削り

12 甕 (18.2) 32.0 (6.0) J L 普通 橙 70 覆土下位 器壁摩耗し、調整不詳

13 壺 10.0 J多 普通 にぷい橙 30 覆土下位 外底面部→ ・↓ 下端→ヘラ削り及ぴナデ
ヘラ削り

14 壺 (8.0) EJ 良好 黒褐 30 覆土下位 外外面面煤←付・着↓ヘラ削り 下端ヘラナデ

第173号住居跡出土土錘観察表

:
 

5
1
6
1
7
 

6

2

 

8

9

 

•

• 
1

1

 

径
一

孔 径

0.62 

0.61 

重さ

(14.07) 

(12. 64) 

分類

Ba 

Ba 

色調

橙

暗赤褐

残存 備 考

No.21 
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第56図 第173号住居跡出土遺物

第174号住居跡（第57図）

L-15・16グリ ッドに位置する。第168号住居跡に

南壁の東半部、南東隅が切られ、第123• 179号住居

跡を切っている。平面は、軸長4.35 m X 4. 59 mの台

を指す。

カマド・貯蔵穴等の施設は確認できなかった。

遺物は、土師器杯 ・高杯・鉢 ・小型壺 ・小型甕 ．

甕．甑の他に土錘が出土した。

形気味で、深さ14cmを測る。主軸方位は、N-10°-W
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: ／／三プ-/ー

1 にぷい黄褐色 (lOYRS/3) 炭化物、地山プロック多
2 暗褐色 (10YR3/3) 焼土粒 ・炭化物多

・ 地山プロック

3 にぷい黄褐色 (10YR4/3)炭化物、地山プロック多

゜
2m 
1:50 

I 口三： (>4

＼ ーー ~8 

゜
10cm 
1 : 4 

第57図 第174号住居跡・出土遺物
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第174号住居跡出土遺物観察表 （第57図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位晋 備 考

1 杯 (12.8) BEJ 不良 橙 15 覆土 体部外面不詳 赤彩範囲不明瞭

2 高杯 BEL 良好 橙 90 床 外面横ナデ内面指頭ナデ赤彩

3 鉢 (16.3) BE 普通 橙 20 覆土 外面←ヘラ削り

4 小型壺 BJ 普通 橙 30 覆土 胴部外面←ヘラ削り

5 小型甕 12.2 17.9 7.5 EF 普通 にぷい橙 80 ピッ ト1 胴部外面← ・↓ヘラ削り 内面横ナデ

6 甕 (18. 2) BHI 普通 にぷい黄橙 45 ピッ ト1 外面頸部ヘラナデ胴部↓ ・←ヘラ削り

7 甑 (17. 2) 18.5 3.9 BJ 不良 橙 80 ピッ ト1 摩耗整形不明

8 甕 9.8 AJL 普通 にぶい褐 90 覆土 底部

第174号住居跡出土土錘観察表

番号I 長さ

，
 

(3.66) 

径

1.63 

孔径

0.60 

重さ

(7.59) 

分類

Bb 

色調

褐灰

残存 備 考

第175号住居跡（第58• 59図）

L•M-16グ リ ッ ド に位置する。第168号住居跡に

北半部、第169号住居跡のカマドにより南壁の一部、

第4号掘立柱建物跡に住居跡内、第12号性格不明遺

構に北東部が切られている。平面は、軸長4.90mX 

5.06mの方形で、深さ31cmを測る。壁溝は、東壁と

南壁の西側を除いて確認され、 幅14~20cm、深さ 3

-12cmを測る。主軸方位は、 N-94'-Wを指す。

カマドは、 確認できず、貯蔵穴は、南西隅に検出

された。平面は、 96X85cmの隅丸長方形で、 坑底の

北寄りに67cmX56cmの楕円形ピッ ト状の穴があり、

深さは坑底30cm、ピット70cmを測る。

遺物は、土師器杯・小型甕 ・壺 ．甑と手捏ね土器

が出土した。

一 貯蔵穴

B 63.4 e・ 

A 63.5 

3 畠

⇒9 

A' 

貯蔵穴

1 にぶい黄褐色 (IOYR5/3) 炭化物 ・焼土粒子
2 にぶい黄褐色 (IOYR4/3) 粘性ややあり、焼土粒
3 暗褐色 (IOYR3/4) 炭化物、粘性ややあり
4 褐灰色 (IOYR6/l) 砂質、炭化物
5 にぷい黄褐色 (IOYRS/4) 灰白色土プロック・焼土粒 ・炭化物
6 にぶい黄褐色 (IOYR5/4) 焼土粒
7 褐色 (IOYR4/4) 粘性ややあり、炭化物少

1 暗褐色 (lOYRJ/4) 灰白シルト多、炭化物粒子僅か
2 暗褐色 (lOYRJ/3) 締まり強い
3 灰黄褐色 (IOYRS/2) 
4 暗褐色 (IOYRJ/3) 焼土僅か、にぷい黄橙シルト僅か
5 にぶい黄橙色 (10YR4/3)
6 にぷい黄橙色 (IOYR4/3) 灰黄褐色シルト極多-］ i _i_1口
゜

2m 
1:60 

第58図第175号住居跡
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第59図 第175号住居跡出土遺物

第175号住居跡出土遺物観察表（第59図）

番号 器種 ロ 径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位醤 備 考

1 杯 12.3 4.8 BD 普通 橙 70 貯蔵穴上面 底部外面← ・↓ヘラ削り 内面ヘラナデ

2 杯 11.8 5.0 BE 普通 にぷい橙 95 貯蔵穴上面 底部外面←ヘラ削り

3 況： 13.2 4.7 E 普通 にぶい橙 95 床 口縁部横ナデ底部外面← ・↓ヘラ削り

4 杯 13.8 4.7 J 良好 橙 90 床 ・貯蔵穴 口縁部部外外面面横ナデ 内面ヘラナデ
底 ←ヘラ削り

5 杯 13.8 4.9 J 良好 にぶい橙 90 貯蔵穴上位 口縁部ナデ底部内面外周ヘラナデ
外面←ヘラ削り

6 小 型甕 (15. 7) AJ 普通 にぶい赤褐 25 覆土 口緑面横部横ナデ 胴部外面↓ヘラ削り
内 ナデ

7 小型甕 (17. 6) J 良好 にぷい橙 30 貯蔵穴 外面横ナデ

8 空＝ 16.2 BCHL 良好 橙 90 貯蔵穴 胴部外面← ・↓ヘラ削り 内面横ナデ， 甑 (26.5) 30.4 9.0 BEF 普通 にぷい橙 60 貯蔵穴 ・床 外面↓ヘラ削り

10 ミニチュア (2.1) 1.3 (2.6) BF 普通 灰オリ ープ 90 覆土 手捏ね土器
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第176号住居跡（第60図）

M-16グリッドに位置する。第177号住居跡を

切っている。平面は、南が調査区域外で、北壁・東

壁とも一部が確認され、南北長1.7mX東西長3.4m

で、深さ31cmを測る。主軸方位は、北壁を基準とす

ると N-50°—E を指す。

カマド・貯蔵穴等の施設は確認できなかった。

遺物は、確認されなかった。

●奎区域外

＾ 
A
 

A 64.1 A' 

｀
 

ヽ
3
 

1

2

 

s
 

1 表土
2 暗褐色土
3 暗褐色 (IOYR3/3) 焼土粒 ・地山プロック
4 暗褐色 (IOYR3/4) 焼土粒 ・炭化物
5 褐色 (IOYR4/4) 地山プロック多

゜
2m 
1 :60 

第60図第176号住居跡

"'i、

調

，
 

V
.
C
9
<
 

゜
lm 
1:30 

1 にぶい黄褐色 (lOYRS/3) 焼土粒
2 黒褐色 (10YB3/1) 炭化物多
3 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 焼土粒 ・炭化物、 灰黄褐色土プロック多
4 暗褐色 (10YB3/3) 焼土粒・プロック、炭化物多
5 赤褐色 (2.5YR4/8)焼土層、炭化物
6 褐色 (10YR4/4) 焼土粒、炭化物多

゜
2?：60 

第61図第177号住居跡
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第177号住居跡（第61• 62図）

M-15・16グリッドに位置する。第172号住居跡に

北東部、第176号住居跡に南壁、第178号住居跡に北

壁が切られている。平面は、南壁、北壁ともに他の

住居跡に切られ、南西隅が調査区域外であり、軸長

5.57mで、深さ 6cmを測る。主軸方位は、N-70'-E

を指す。

カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は、 139

cmX70cm、床面から深さ 8cmを測る。

遺物は、 カマドの南側の東壁寄りに集中し、土師

器甕・甑が出土した。
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第62図

第177号住居跡出土遺物観察表（第62図）

第177号住居跡出土遺物

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 甕 16.0 BJL 不良 橙 70 床 内外面摩耗著しい 胴部外面←ヘラ削り

2 甕 18.0 29.3 7.6 BJL 普通 灰黄褐 60 床 胴部外面→ヘラ削り

3 甕 (16.0) 6.6 BCJL 普通 灰黄褐 60 床 胴部外面 ↓ヘラ削り

4 甕 (18.8) BCJL 普通 灰褐 40 カマド 胴外面縦刷毛 内面口緑から胴中位横刷毛

5 甕 4.2 BJL 普通 にぷい赤褐 80 床 外面↓ヘラ削り

6 甑 (18.0) 11.0 (4.4) BJL 不良 にぶい橙 15 床 外面刷毛目 内面一部刷毛目
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第178号住居跡（第63~66図）

M-15グリッドを中心に位置する。第3号掘立柱

建物跡の下で、第120号住居跡に北西隅、第122号住

居跡に西半部、第172号住居跡に南東部が切られて

いる。平面は、軸長6.40mX6.35mの方形で、深さ

11cmを測る。壁溝は、東壁を除いて確認され、幅

15-25cm、深さ 3-12cmを測る。主軸方位は、N-25°

-Wを指す。

柱穴は、 3本の主柱穴が検出でき、径48cm、径

62-68cmの円形で、深さ64-70cmを測る。全てに柱

痕が確認できた。

カマドは、北壁に設けられている。燃焼部は、 133

cmX54cm、床面から深さ 8cmを測る。

貯蔵穴は、北東隅に検出された。上面は、 80cmX

14 

＼
 

015 函。

(＠p,g ー

◎ 
。
ぷ辱
科．
Q
 

B 国籍

口 -g・ 

SJ172 

B旦•5 B' 

量
9
.
C
9
<
 

C 63.3 C' 

瓢
2m 
1:60 

1 灰黄褐色 (IOYR4/2) 褐灰色シルトプロック、黄褐色シルトプロック多
2 褐灰色 (!OYR4/l) 褐灰色シルトプロック・炭化物
3 にぶい黄褐色 (IOYR4/3) 焼土粒・炭化物・褐灰色シルトプロック
4 暗褐色 (IOYR3/4) 焼土粒 ・プロック、炭化物多
5 赤褐色 (2.5YR4/8)焼土層

P 1 ・ 2 ・ 3 
1 褐灰色 (10YR4/1) 炭化物、地山プロック多
2 灰黄褐色 (10YR4/2) 灰白色土プロック多
3 暗褐色 (10YR3/4) 焼土粒、地山プロック多、炭化物
4 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 地山プロック多
5 暗褐色 (10YR3/3) 焼土粒
6 にぶい黄褐色 (10YR4/3)地山プロック多

第63図第178号住居跡
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83cmの方形気味で、坑底面は、径39cmX4lcmの円形

を呈し、深さ91cmを測る。

゜

0呈•3

／ 

___Q' 

遺物は、土師器杯・甕．甑・小型壺 ・手捏ね壺、

須恵器高杯の他に土錘が出土した。

1 暗褐色 (IOYRJ/4) 焼土粒・炭化物、粘性ややあり
2 にぷい黄褐色 (10YR5/4) 砂質、焼土粒僅か
3 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 粘性ややあり、炭化物
4 にぷい黄褐色 (10YR4/4) 粘性ややあり、炭化物、焼土粒多
5 暗褐色 (IOYRJ/3) 粘性ややあり、炭化物
6 灰黄褐色 (10YR6/2) 砂、炭化物少

゜
1m 
1:30 

第64図第178号住居跡貯蔵穴

第178号住居跡出土遺物観察表（第65• 66図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 杯 (12.0) 3.9 J L 不良 にぶい赤褐 30 覆土 底部外面→ヘラ削り

2 坪； (12.0) B 不良 にぷい橙 15 覆土 底部外面→ヘラ削り

3 坪： (12.0) 4.6 EJ 普通 にぷい橙 30 覆土 底部外面←ヘラ削り

4 杯 (12.4) 4,7 BEJ 普通 橙 35 壁溝内 底部外面→ヘラ削り

5 杯 (13.4) 5.2 J 普通 橙 30 覆土 底部外面→ヘラ削り

6 杯 (12.4) 5.8 EJ 普通 にぶい橙 45 床 底部外面→ヘラ削り

7 杯 11.0 4.2 E 不良 橙 85 覆土 内外面剥離顕著

8 杯 13.0 4.9 ABDJ 普通 にぶい橙 75 床 内外面やや摩耗体部外面→ヘラ削り， 杯 11. 7 4.8 AEJL 不良 橙 95 床 内外面摩耗著しい

10 杯 (14.0) 4.5 DJL 普通 にぷい橙 30 榎土 内外面摩耗著しい

11 高杯 12.4 10.4 (8.0) B 良好 灰 60 覆土 脚部カキ目 三方透孔

12 =空＊ブ BEJL 不良 にぷい橙 40 覆土 内外面摩耗著しい

13 小型壺 3.5 4.4 5.0 BDEJL 不良 橙 95 覆土 外面やや摩耗

14 甕 16.6 ABJL 普通 にぷい褐 80 床 外面頸部縦ナデ以下↑ヘラ削り

15 甕 (17. 2) JL 不良 にぷい橙 70 貯蔵穴 内外面摩耗著しい

16 甕 (19.4) BEJL 普通 にぷい橙 40 床 胴部外面上 ・中位↑ ・下位↓ヘラ削り

17 甕 6.8 BJL 不良 橙 60 ピット 2 胴部外面↓、下端←ヘラ削り

18 甕 7.3 BJL 普通 にぶい褐 覆土 胴部外面 上位・下位←・中位↑ヘラ削り

19 甑 (18.8) 15.3 4.1 J 普通 にぷい黄橙 60 床 内外面摩耗著しい

20 甑 21.4 22.4 (8.0) BJL 不良 にぶい黄橙 80 床 内外面摩耗著しい 外面 ↓ヘラ削り

第178号住居跡出土土錘観察表

1番号 1 長さ 1 径 1 孔 径

即

即

g
2
0
)
 

2
1
2
2
 

1.17 

1. 70 

0.39 

0.46 

重さ

(3.12) 

(5. 77) 

分類

Ba 

色調

にぷい黄橙

明赤橙

残存 備 考

B区
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第65図 第178号住居跡出土遺物(I)
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第66図第178号住居跡出土遺物(2)

第179号住居跡（第67図）

L-16グリッドを中心に位置する。第167• 168号

住居跡に南壁、第174号住居跡に西壁が切られてい

る。平面は、南壁・西壁ともに切られているため規

模は不明であるが、軸長3.30m以上X4.38mで、深

さ12cmを測る。主軸方位は、 N-13°―Wを指す。
柱穴は、 4本の主柱穴が検出できたが、比較的浅

いが、 Pl-P4が相当するものとみられる。

カマドは、北壁のやや東寄りに設けられている。

燃焼部は、 93cmX43cm、床面から深さ10cmを測る。

遺物は、土師器盤、手捏ねでミニチュアの他に土

錘が出土した。

第183号住居跡（第68図）

1-17グリッドに位置する。第191・195号住居跡

を切っている。平面は、軸長4.10mX4.07mの台形

で、深さ11cmを測る。主軸方位は、 N-118°-Wを指

す。

カマドは、西壁の南寄りに設けられている。燃焼

部は、 135cmX44cm、床面から深さ19cmを測る。煙道

部は70cm程確認できた。

貯蔵穴は、南隅に検出された。平面は、 8lcmX71

cmの隅丸方形で、坑底には径44cmで円形のピット状

のものがあり、深さは坑底が21~23cm、ピットでは

55cmを測る。

遺物は、土師器甕、鉄製品の他に土錘が出土した。

2は、両端が欠損している棒状のもので、重さ11.76

gを量り、鉄鏃茎部とみられる。
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疇
'L◎』 ：̀ ! 冒

Pl 
1 黒褐色2 黒褐色 (IOYR3/2) 焼土僅
3 明黄褐色 (10YR3/2) 明黄褐色か(IOYR6/6) シルト

SJ 174 ( 

◎P, 

op ◎ I, I 
P、◎p.I

C___l!J.6 c・ 

I 

2 

！ 
疇

＇ 
← 

I 迄＜． I 
P2 
1 にぷい黄褐色2 褐色 (10YR4/3) 
3 褐色 (10YR4/4) a (lOYR4/4) 月黄褐色シルト

明黄褐色シルト多

1 灰黒黄褐褐色色2 (IOYR4/2) に
3 暗褐色 (10YR3/2) 焼ぷ土極い黄多橙色シルト

6 にぶい黄褐

4 暗褐色 (IOYR3/3) や

7 褐色 色 (10YR4/3)焼土

5 にぶい黄褐色 (10YR3/3) や粘質、焼土僅か

8 にぶい (10YR4/4) 

(10YR4/3) 白色微粒子多

9 黒褐色黄褐色 (IOYR4/3)
(10YR3/2) ゜

2m 
1:60 

文 _:_;;:::1/ 以1 

゜
10cm 

゜
3cm 

1 :4 1:2 

第67図 第 179号住居跡・出土遺物

第 179号住居跡出土遺物観察表（第67図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 盤 (14.8) 2.6 (7. 7) BE 良好 橙 70 床 口縁部横ナデ底部ヘラ削り

2 ミニチュア (4.8) 3.6 3.4 B 良好 にぷい赤褐 85 覆土 底部ヘラナデ手捏ね土器

第 179号住居跡出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 残存 備 考

3 (4.43) 1. 77 0.60 (10.86) B 明赤褐 A区

第 183号住居跡出土遺物観察表（第68図）

番号器種 口径器高 底径 胎土焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 甕 (17.8) AHJ 普通 橙 20 裂土 胴部外面↑ヘラ削り 内面ヘラ横ナデ

第 183号住居跡出土土錘観察表（第68図）

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 残存 備 考

3 6.21 1.21 0.55 8.81 Aa IV 褐灰 100 No. l 床

4 6.88 1.99 0.47 23.91 Ba III にぷい橙 100 No. 2 覆土中位
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B 63.3 貯蔵穴 8 

髯
貯蔵穴

1 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 黄褐色粒子多、焼土粒子少、
炭化粒子

2 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 焼土粒子、炭化粒子極少
3 鴫色 (10YR3/3) 炭イ頃子少、焼埠噴か

1 にぶい黄褐色 (10'IR4/3) 白色粒子多、炭化粒子少、焼土粒子、

砂質

2 灰黄褐色 (10'IR5／2) 黄褐色粒子多、灰色粒子
3 にぷい黄褐色 (10'IR4/3) 黄褐色粒子多、炭化粒子少、焼土粒子、

砂質

4 にぷい黄褐色 (10'IR4/3) 焼土混入多
5 にぶい黄褐色 (10'IR4/3) 焼土混入やや多
6 褐色 (10'IR4/4) 焼土多、灰色粘土
7 にぶい黄褐色 (10'IR4/3) 黄褐色粒子多、白色粒子、焼土粒子少、

炭化粒子、やや砂質

8 暗褐色 (10YR3/3) 焼土プロック多、炭化粒子少
9 にぷい黄褐色 (10'IR4/3) 炭化粒子多、焼土プロック ・黄褐色粒
10 暗褐色 (lOYRJ/3) 焼土プロック多、炭化粒子少
11 褐色 (10'IR4/4) 黄褐色粒子多、焼土粒子少、炭化粒子
12褐色 (10'IR4/4) 焼土粒子多、黄褐色粒子、炭化粒子少
13 暗褐色 (10'IR3/3) 黄褐色粒子極多、焼土粒子僅か
14麟色 (10YR3/2) 黄褐色粒子多、黒褐色粒子、焼土粒子
15焼土
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口了ー
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第68図 第183号住居跡・出土遺物

第184号住居跡（第69• 70図）

J -17グリッドに位置する。第201・207・208号住

居跡を切っている。平面は、軸長4.54mX4. 70mの

台形で、深さ14cmを測る。主軸方位は、 N-29°-W

を指す。

カマドは、北壁のやや東寄りに設けられている。

燃焼部は、 120cmX36cm、床面と同じ高さである。

貯蔵穴は、北隅に検出された。平面は、 84cmX45 

cmの楕円形で、東側は径44X52cmのピット状となっ

ており、坑底は深さ10cm、ピットでは29cmを測る。

遺物は、ピッ ト1の周辺に集中し、土師器杯・甕・

甑の他に土錘、土玉が出土した。 11の土玉は高さ

1.60cm、径1.67cm、孔径0.21cmを測り、重さ3.36g

を量る。土玉と12の土錘は覆土下位から出土した。
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貯蔵穴

"I "'I B 63.6 B' 

貯蔵穴

1 暗褐色 (IOYR3/4) 炭化粒子少、焼土粒子微

言
2 暗褐色 (10YR3/3) 炭化粒子微
3 にぶい黄褐色 (IOYR4/3)焼土粒子微、炭化粒子、砂質

゜
2m 
1:60 

＇ 1i II l9 

□ “ < I 叫<．ド‘‘‘¥¥‘‘¥‘‘ Q 

1 黒褐色 (10YR3/2) 炭化粒子多、焼土プロック
2 にぷい黄褐色 (10YR5/3)炭化粒子少、焼土粒子
3 にぶい黄褐色 (10YR4/3)炭化粒子多、焼土粒子

゜
2m 

゜
1m 4 にぷい黄褐色 (lOYRS/3) 白色粒子多 1: 60 1: 30 

第69図第184号住居跡

第184号住居跡出土遺物観察表（第70図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位醤 備 考

1 坪 13.0 4.7 J 良好 にぶい橙 90 床 底部外面→ヘラ削り

2 杯 (12.2) 4.6 J 不良 橙 55 床 底部外面→ヘラ削り

3 杯 (13.3) 4.6 EJ 不良 橙 70 床 底部外面←ヘラ削り

4 杯 13.2 4.5 J 普通 橙 80 床 底部外面←ヘラ削り

5 杯 (14.5) EJ 普通 にぶい賀橙 55 裂土下位 底部外面平行一方向ヘラ削り

6 杯 (15.8) EJ 普通 橙 40 床 口縁部外面横ナデ底部外面→ヘラ削り

7 況： (16.3) J 普通 明赤褐 20 p 1 口縁部外面横ナデ 底部外面←ヘラ削り

8 甕 (18.1) 34.7 5.5 BJ 普通 にぷい黄橙 40 床 口縁部横ナデ外面↓ヘラ削り

9 甕 19.0 37.5 7.2 AHJL 普通 橙 80 p 1上面 外面↓ヘラ削り

10 甑 (19.8) 17.4 6.0 J L 普通 にぶい橙 80 p 1上面 外面器壁摩耗 ↓ヘラ削り

第184号住居跡出土土錘観察表（第70図）

番号I 長さ

12 

13 

7.48 

7.65 

径

1.88 

1.92 

孔 径

0.66 

0.75 

重さ

23.00 

21.68 

分類

Ba III 

Ba IV 

色調

にぶい橙

にぶい橙

残存 備

100 1 Na69 覆土下位

100 I A区

考

- 81 -



｀口 □ 三三
三二口／ ― 三□□□

二

lJ/¥
口口゚

-
_
(
_
1
 

（
 

m
T
 

c
1
 

0

0

 ー

ー

， 

o 1of悶ご一

□I @)12 (013 
O 3cm 
I l l l 1 : 2 

第70図第184号住居跡出土遺物
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第185号住居跡（第71図）

H・ 1-18グリ ッドに位置する。平面は、軸長2.00

mX2.5mのやや歪んだ方形で、深さ 7cmを測る。主

軸方位は、 N-13°-Wを指す。

カマドは、北壁のやや西寄りに設けられている。

燃焼部は、 115cmX48cm、床面から深さ 7cmを測る。

遺物は、土師器片が少量出土した。

第186号住居跡（第72~74図）

I -18グリ ッドを中心に位置する。第193号住居

跡を切っている。平面は、西壁が他の住居跡と重複

し、北壁は地形が北へ緩やかに傾斜しているため不

明瞭だが、軸長4.92 m X 4. 08 m以上の長方形で、深

`
<
 

ー
•V 

さ6cmを測る。主軸方位は、 N-66°-Eを指す。

カマドも不明瞭であるが、断面より東壁に設けら

れていたと推定できる。燃焼部は、断面より132cmほ

ど確認できた。

貯蔵穴は、北東隅に検出された。平面は、 130cmX

108cmの楕円形で、深さ60cmを測る。

東壁際には土坑 (SKl)が、確認された。また、

南壁際中央部の床面に3cmほどの厚さの灰白色粘土

ヵ升窟認された。

遺物は、土師器杯・椀・高杯・小型甕・甕・壺、

須恵器蓋の他に土錘が出土した。

吐3.0....!'"

冒
Pl 
1 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 炭化粒子少、焼土粒子
2 暗褐色 (10YR3/3) 炭化粒子極僅か、砂質

1 にぷい黄褐色 (IOYR4/3)
2 褐色 (!OYR4/4) 灰黄褐色土多
3 にぶい黄褐色 (IOYR4/3)
4 にぷい黄褐色 (IOYR5/4)
5 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 炭化物粒子倦か
6 にぷい黄橙色 (!OYRfi/4)

゜ 2~:60 

第71図第185号住居跡

第185号住居跡出土土錘観察表

番号I 長さ

ー (3.37) 

径

(1. 50) 

孔径

0.46 

直さ

(5.40) 

分類

Ba 

色調

橙

残存 備 考

40 I A区

第186号住居跡出土遺物観察表（第73図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位醤 備 考

1 埒： (13.4) BJ 普通 橙 15 貯蔵穴 体部外面←ヘラ削り

2 杯 (11.0) 4.9 E 普通 橙 55 貯蔵穴 内外面とも摩耗

3 坑 12.4 5.5 4.0 BJ 普通 橙 95 貯蔵穴 内外面器壁摩耗赤彩痕

4 蓋 12.4 5.4 B 良好 灰 95 貯蔵穴 天井部左回転ヘラ削り つまみ径3.2cm

5 高 杯 15.5 9.9 8.0 BJ 普通 橙 90 貯蔵穴 口縁部横ナデ杯部外面 ↑、→ヘラ削り

6 小型 甕 (12.0) J 不良 橙 40 SK1 器壁摩耗

7 小型甕 (12.2) J 普通 明赤褐 30 SKl 器壁摩耗

8 甕 15.8 CJL 普通 にぶい橙 60 貯蔵穴 胴部外面↓ヘラ削り， 甕 (15.3) BJL 普通 にぶい橙 30 貯蔵穴
10 甕 (16.5) JL 普通 にぷい橙 25 SKl 胴部外面削り後ナデ 内面横ナデ

11 甕 (19.2) J 普通 にぶい橙 40 貯蔵穴 胴部内面刷毛目 外面摩耗不明瞭 一部 ↑
ヘラ削り
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見3.2 B' 

疇
Pl 
1 灰黄褐色 (10YR4/2) 炭化物

1 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 焼土
2 褐色 (IOYR4/4) 焼土 ・炭化物粒子
3 褐色 (IOYR4/4) 白色徴粒子、炭化物粒子倦か
4 にぷい黄橙色 (IOYR6/4)

亡コ粘土

＼ 

C 63.2 
貯蔵穴

C' 

-g * 

貯蔵穴

1 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 炭化物多、焼土粒子少
2 褐色 (10YR4/4) 炭化物多、焼土粒子
3 褐色 (10YR4/6) 炭化物少、やや砂質
4 褐色 (10YR4/4) 炭化物少、砂四

SK I 

一
SKl 
1 にぷい黄褐色 (10YR5/4)
2 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 締まりなし
3 褐色 (IOYR4/4) 
4 にぶい黄褐色 (10YR4/3)
5 灰黄褐色 (10YR4/2) 

第72図 第186号住居跡
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第73図 第186号住居跡出土遺物(I)
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0 3cm 
| I l l 1 : 2 

第74図 第186号住居跡出土遺物(2)

第186号住居跡出土遺物観察表（第73図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成

12 甕 (17. 7) 28.5 (5. 7) BEJ 普通

13 壺 (6.6) BJL 普通

14 壺 6.3 BEH 普通

15 甕 6.4 AJ 普通

第186号住居跡出土土錘観察表（第74図）

番号 長さ 径 孔 径 重さ

16 5.77 1. 78 0.39 16.67 

17 7.40 2.38 0.69 39.66 

色 調 残存

にぶい橙 30 

にぶい橙 30 

橙 80 

にぶい橙 50 

分類

Ba IV 

Ba III 

く1

---——•- • 

SJ 188 

出士位置 備 考

床 胴部外面↑ヘラ削り

SK1 胴部外面上半横ナデ、下半 ↓ヘラ削り

貯蔵穴 胴部外面→ヘラ削り 内面ヘラ横ナデ

貯蔵穴 底部部内外面↓平行一定方削向ヘラナデ
胴外面・ →ヘラり

色調 残存 I 備 考

褐灰 95 

黒褐 100 

1 にぶい黄褐色 (10YR4/3)
2 暗褐色 (7.5Yl!3/4)焼土・炭化物
3 暗褐色 (10YR3/4) 炭化物多
4 暗褐色 (10YR3/4) 
5 褐色 (10YR4/4) にぶい黄褐色土
6 褐色 (10YR4/4) 

竺瓢
7 にぷい黄褐色 (10YR5/4)

゜
2m 
1:60 

第75図第187号住居跡
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第187号住居跡 （第75図）

I-19グリ ッドを中心に位置する。第188号住居

跡に南西隅が僅かに切られている。平面は、軸長

3.92m X4.36mの方形で、深さ 5cmを測る。主軸方

位は、 N-77°-Eを指す。

カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は、 113

cmX75cm、床面から深さ 3cmを測る。

遺物は、土師器片が少量出土した。

第188号住居跡 （第76図）

J-18グリ ッドを中心に位置する。第187号住居

跡を切っている。乎面は、軸長2.57mX3.13mの台

形で、深さ20cmを測る。主軸方位は、 N-38°-Wを

指す。

カマドは、 北西壁に設けられている。燃焼部は、

136cmX52cm、床面から深さ 8cmを測る。

遺物は、土師器杯・ 小型甕が出土した。 7~10の

•V 

ー

＜
 

、V

9
.
C
9
<
 

1 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 砂質、炭化粒子徴
2 褐色 (!OYR4/4) やや砂質、 炭化粒子少、焼土粒子
3 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 焼土粒子微、炭化粒子
4 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 小焼土プロック少
5 赤褐色 (2.5YR4/6)焼土屑、暗赤褐色焼土プロック多
6 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 4層に似るが、焼土粒子多
7 赤褐色 (2.5YR4/6)焼土層、黄褐色粒子多
8 にぶい黄褐色 (!OYR4/3) 3層に似るが、炭化粒子多
9 褐色 (10YR4/4) 焼土プロック多、 炭化粒子少

゜
2m 
I: 60 

ミ

＼ 

｀ 

二

口

こ

二 二

三□ 10cm 
1 :4 

第76図 第188号住居跡・出土遺物
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第188号住居跡出土土錘観察表

ロI : : I l:3 1 子ぷ6[ 重さ

(14.69) 

分類

Ba 

色調

橙

残存 1 備

40 I A区

考

第188号住居跡出土遺物観察表（第76図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位箇 備 考

1 杯 9.9 2.9 HJ 不良 橙 85 カマド 底部外面←ヘラ削り

2 杯 11.7 3.9 BD 普通 にぷい黄橙 98 カマド 底部外面平行一定方廊ヘラ削 り

3 坪： 11.3 4.1 ABD 良好 にぶい黄橙 100 カマド 底部外面、平行一定方向ヘラ削り
4 況： 11.4 3 9 EF 普通 にぷい黄橙 100 カマド 口緑横ナデ底部外面平行一方向ヘラ削り

5 況； 11. 7 3.5 BE 普通 にぶい黄橙 95 床 ・カマド 口縁部横ナデ底部外面外周除き平行一方
向ヘラ削り

6 杯 11.2 3.9 BE 良好 にぷい黄橙 100 覆土 底部外面平行一定方向ヘラ削り

7 杯 11.3 3.8 BD 良好 にぶい黄褐 100 カマド 口縁部向横ナデ 底部外面外周部除き平行な
一方ヘラ削り

8 杯 11.4 4.0 BE 良好 にぶい黄橙 100 カマド ロ縁部横定方ナデ 内面削一部煤付着 底部外面
平行一 向ヘラり， 坪： 11. 7 4.1 E 良好 にぶい黄橙 70 カマド 底部外着周→、他平行一定方向ヘラ削り
油煙付

10 杯 10.8 4.8 BD 良好 灰黄褐 98 カマド 底部外面平行一方向ヘラ削り
11 小型甕 14.1 17.7 7.2 J 普通 にぶい橙 80 カマド 口緑部横ナデ胴部外面↓、下端→ヘラ削り

v̀ 
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冒

冒

9,5r~ 

1 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 白色微粒子
2 褐色 (10YR4/4) 焼土、炭化物若干
3 灰層
4 にぷい黄褐色 (10YR5/3)
5 にぷい黄褐色 (10YR4/3)焼土僅か
6 にぶい黄褐色 (10YR4/3)焼土、灰僅か
7 にぶい黄褐色 (10YR4/3)

P 1 ・ 2 
1 にぷい黄褐色 (10YR4/3)炭化物粒子
2 にぶい黄褐色 (10YR4/3)
3 灰黄褐色 (10YR4/2) 
4 暗褐色 (!OYR3/4) 明黄褐色シルト
5 にぷい黄褐色 (!OYR4/3)明黄褐色シルト

0 2m 
1 :so 

第77図第189号住居跡
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杯4点は、 11の甕の中に上から 7~10の順に重なっ

た状態で出土した。

第189号住居跡（第77• 78図）

J-19グリッドを中心に位置する。第401号住居跡

に東壁の南半、第103号土坑に東壁の一部が切られ、

第219号住居跡を切っている。平面は、南壁は確認で

きなかったが、軸長3.8mX4.5m以上の台形で、深

さ8cmを測る。 主軸方位は、 N-109°-Wを指す。

カマドは、西壁に設けられている。カマド前面に

軸長103cmX59cm、深さ10-16cmの楕円形の土坑が

あり、燃焼部は、 205cmX5lcm、床面から深さ10cmを

測る。

貯蔵穴は、北西隅に検出された。平面は、径8lcmX

84cmの円形で、深さ59cmを測る。

遺物は、カマド ・カマド前の土坑・貯蔵穴から主

に出土し、土師器杯・甕の他に土錘が出土した。

__J＿ 

ニ—-

こ 2 三 戸三

゜
10cm 
1 :4 

◎, 
0 3cm 
| I I | 1 : 2 

第78図 第189号住居跡出土遺物

- 89 -



第189号住居跡出土遺物観察表（第78図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 杯 (12.1) 7.4 BD 普通 浅黄橙 55 貯蔵穴中位

2 杯 12.0 4.0 BDE 良好 明赤褐 100 貯蔵穴上位

3 杯 12.8 4.5 BJ 普通 にぶい黄橙 85 床

4 均； (12.8) E 普通 にぶい橙 20 貯蔵穴上位 口縁部外面一部に油煙付着

5 甕 (21.6) EJ 普通 にぷい黄橙 50 カマド 胴部外面↓ヘラ削り

6 甕 (4.8) DFJ 普通 にぶい黄橙 30 カマド 胴底部部木外面葉痕↑・↓、 底部寄り→ヘラ削り

7 甕 (6.1) BJ 良好 にぷい黄橙 60 カマド 胴部外面↓ヘラ削り

8 甕 6.7 BJ 普通 灰黄褐 80 カマド 胴外面ヘラ削り 底部平行一方向ヘラ削り

第189号住居跡出土土錘観察表（第78図）

番号 長 さ 径 孔径 重さ 分類 色調 I残存 I 備 考

， (5.96) 1.62 0.43 (12.13) Ba IV 明赤褐 |、95 I Nul3 床
10 (2.68) (1.45) (0.44) (2.53) 橙

11 (2.95) (1.48) (0.51) (3.35) Ba 橙 | Iカマド

第190号住居跡 （第79図）

J-16グリッドを中心に位置する。第163号住居

跡のカマドに北西隅が切られ、第165号住居跡を

切っている。平面は、軸長3.49mX3.50mの方形で、

深さ18cmを測る。壁溝は、北壁を除き断続的に確認

でき、幅13-18cm、深さ 4-6cmを測る。ピット 1

は、径48cmX53cm、深さ20cmを測る。主軸方位は、

N-71°-Eを指す。

カマドは、東壁のやや南寄りに設けられている。

燃焼部は、 146cmX38cm、床面から深さ13cmを測る。

遺物は、土師器杯 ・甕の他に土錘が出土した。

＜ ． 
•V 

ミ

ミ

¥¥-¥¥ 
＜
 

9
・
,
9
 V
 

゜
10cm 
I :4 

1 暗褐色 (10YR3/4) 炭化粒子少
2 暗褐色 (10YR3/3) 炭化粒子少、焼土粒子
3 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 炭化粒子少、焼土粒子
4 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 焼土粒子極多
5 暗褐色 (10YR3/3) 焼土粒子多
6 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 焼土粒子多、炭化粒子

7 焼土 ゜
2m 
1:60 

第79図 第190号住居跡・ 出土遺物
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1 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 焼土粒子少、炭化粒子、白色粒子 やや砂質
2 褐色 (10YR4/4) 白色粒子多やや砂買
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第80図 第191• 192号住居跡・出土遺物
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第190号住居跡出土遺物観察表（第79図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残 存 出土位置 備 考

1 杯 11 3.1 J 普通 橙 40 覆土 口縁部横ナデ体部外面←ヘラ削り
2 況： (12.5) 3.0 EJ 普通 にぶい橙 40 床 器壁摩耗
3 甕 (23.8) DFL 普通 にぶい橙 45 カマド 胴部外面ヘラ削り

第190号住居跡出土土錘観察表

番号I 長さ

4
 
(3.42) 

径

(1.61) 

孔径

(0.44) 

重さ

(4.04) 

分類

B 

色 調

にぷい橙

残存 備 考

B区

第191号住居跡（第80図）

I -17グリッドを中心に位置する。第183号住居

跡に北西部が切られ、第192号住居跡を切っており、

第193号住居跡と東壁南半が重複しているが先後関

係は不明である。平面は、軸長5.20 m X 5. 72 mの長

方形で、深さ12cmを測る。主軸方位は、 N-65°-E

を指す。

カマドは、不明瞭であるが北東壁に焼土が確認で

きた範囲があり、カマドが設けられていたと考えら

れる。焼上範囲は、 67cm以上X53cmを測る。

遺物は、土師器杯 ・坑・高杯・甕が出土した。

第192号住居跡（第80図）

I-17グリッドを中心に位置する。第191号住居

跡に北半が切られている。平面は、軸長2.56mX 

1.69m以上で、深さ10cmを測る。主軸方位は、 N-53°

-Eを指す。

カマド・貯蔵穴等の施設は、確認できなかった。

遺物は、出土しなかった。

第193号住居跡（第81図）

I-18グリ ッドを中心に位置する。第186号住居

跡に東壁が切られ、第191号住居跡と西壁が重複し

ている。平面は、地形が北側へ傾斜しており、また

東壁 ・西壁が不明であるが、軸長3.58mX5.83m以

上のやや歪んだ長方形で、深さ13cmを測る。壁溝は、

北壁の一部で確認され、幅19-24cm、深さ10~13cm

を測る。主軸方位は、 N-0°-Eを指す。

カマド・貯蔵穴等の施設は、確認されなかった。

遺物は、 土師器高杯 ・甕 ・壺が出土した。

第191号住居跡出土遺物観察表（第80図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 杯 (14.7) (5.5) BE 普通 橙 40 床 内外面摩耗 外面←ヘラ削り

2 坑 (14.4) 7.7 4.0 BHJ 普通 橙 50 覆土 底部手持ちヘラ削り

3 椀 (4.2) BEJ 普通 橙 40 床 器壁摩耗外面←ヘラ削り
4 高杯 19.0 BE 普通 にぶい橙 80 床 器壁摩耗外 脚部部外赤面彩横痕ナデ 内面指頭ナデ

杯部内面一

5 高杯 BE 普通 にぶい橙 40 榎土 外面部横内ナデ 部内面内指頭ナデ
脚 面．t不 面赤彩

6 高 杯 (13.1) B 普通 にぷい褐 40 裂土 脚部外面横ナデ脚部外面赤彩

7 甕 (7.0) AJL 普通 にぶい橙 40 覆土 外面→ヘラ削り 下端ヘラナデ

第193号住居跡出土遺物観察表（第81図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 高 杯 (18.8) BE 普通 橙 40 裂土 口緑部横ナデ 内外面赤彩

2 高 杯 9.5 BE 普通 橙 75 裂土 外面横ナデ脚部内面指頭ナデ外面赤彩

3 甕 (16.9) BJ 普通 にぷい橙 25 床 口緑部横ナデ
4 甕 4.9 BE 普通 橙 25 裂土 体部外面←ヘラ削り 底部外周ヘラ削り

5 甕 (5. 7) J L 普通 橙 40 覆土 外面↑・ →ヘラ削り

6 空． 6.2 B 普通 明赤褐 65 覆土 外面横ナデ
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第81図 第193号住居跡・出土遺物

第194号住居跡（第82~84図）

K-18 • 19グリ ッドを中心に位阻する。第9号掘

立柱建物跡に東壁が切られ、第200• 203 • 375号住居

跡を切っている。平面は、軸長4.35mX3. 76mの方

形で、深さ48cmを測る。壁溝は、南壁と東・西両壁

の一部に確認された。幅は、 14-26cm、深さ 4~12 

cmを測る。主軸方位は、 N-2°-Wを指す。

カマドは、北壁でやや東寄りに設けられている。

燃焼部は、 20lcmX60cm、床面から深さ 7cmを測る。

貯蔵穴は、北西隅に検出された。平面は、 93cmX

40cmの楕円形で、深さ 7cmを測る。

遺物は、須恵器高台付坑・皿・甕、土師器杯・坑・

高杯 ・甕、土製紡錘車、棒状鉄製品の他に土錘が出

土した。 22の土製紡錘車は長径6.48-6.5lcm、短径

6.01cm、厚さl.46-l.63cm、孔径0.84-0.87cmを測

り、覆土中位より出土した。 23の鉄製品は角柱状の

鉄製品で、両端が細くなっている。長さ15.8cm、重

さ23.86gを測り、覆土からの出土である。19~21の

土師器は、住居跡覆土中の出土で、

うものではなく、混入品である。

この住居跡に伴
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第82図 第194号住居跡

1 暗褐色 (10YR3/3) 炭化物多、焼土若干
2 暗褐色 (10YR3/3) 炭化物僅か
3 暗褐色 (10YR3/3) にぷい黄褐色シルト極多
4 にぷい黄褐色 (lOYRS/3)
5 にぷい黄褐色 (10YR4/3)
6 焼土
7 暗褐色
8 暗褐色
9 暗褐色

10 暗褐色
11 灰・焼土層
12 にぷい黄橙色 (lOYBB/4) 灰・焼土

SKl 

1 暗褐色 (10YR3/4) 焼土プロック多
2 にぶい黄褐色 (10YR4/3)
Pl 

1 にぷい黄褐色 (JOYR4/3) 炭灰 ・焼土多

(10YR3/3) 炭化物微、にぶい黄褐色土徴
(!OYR3/3) にぷい黄色シルトプロック多
(10YR3/3) 
(!OYR3/3) 

゜
?m 
1:60 

第194号住居跡出土遺物観察表（第83• 84図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位醤 備 考

1 高台付培 14.1 6.0 7.0 HJL 普通 灰 90 殺土下位 歪あり

2 高台付坑 14.5 5.2 7.3 HJ 不良 灰 90 覆土下位 底部に凹線 「ヘラ記号」か

3 高台付坑 8.4 BEHKL 良好 灰 70 覆土下位 一部酸化焔焼成

4 皿 12.7 2.8 6.3 BJ 良好 / 灰 90 SK1 底部右回転糸切り 歪あり

5 皿 13.0 1.9 5.0 BHJ 良好 灰 80 狡土 底部右回転糸切り 歪あり

6 皿 13.0 2.4 6.0 BJ 良好 灰 85 覆土 底部右回転糸切り

7 皿 13.2 2.3 6.3 BHL 普通 灰 95 覆土 底部右回転糸切り

8 .IIIl 13.6 2.9 7.2 BJ 良好 灰 85 狡土下位 底部右回転ヘラ削り， 皿 (14.4) 2.2 6.6 FHJ 普通 灰臼 60 床 底部右回転糸切り

10 皿 14.5 2.1 7.2 J 普通 灰白 85 カマド 底部右回転糸切り

11 喪 (15.3) BL 良好 灰 30 カマド 内外面ロク ロナデ

12 甕 (15.2) J 普通 橙 50 SK1 外面→ヘラ削り 内面横ナデ

13 甕 (18.3) J 普通 にぷい褐 60 カマド 外面→ヘラ削り

14 甕 17.5 EJ 普通 にぶい橙 80 カマド 外面←・↓ヘラ削り

15 甕 (19.0) BJ 普通 明赤褐 40 カマド 外面← ・ ↓ヘラ削り

16 甕 19.8 J 普通 にぷい橙 40 カマド ロ縁～頸部ナデ胴部外面←・↓ヘラ削り

17 甕 18.4 25.7 4.0 BJK 普通 橙 95 カマド 胴部外面→ ・↓ヘラ削り

18 甕 3.5 EJ 普通 橙 55 カマド 外面↓ヘラ削 り 底部一方向ヘラ削 り

19 坪； (12.6) 5.2 (2.4) BEJL 良好 橙 30 覆土 体部外面ヘラ削 り 赤彩

20 椀 (13. 0) 6.8 BEJ 普通 にぶい橙 45 覆土 体部外面横ナデ底部ヘラ削り 赤彩

21 高杯 (19.2) BEJ 普通 にぷい橙 15 裂土 日唇 ・外面口縁部横ナデ赤彩
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第84図 第194号住居跡出土遺物(2)

第194号住居跡出土土錘観察表 （第84図）

番号 長 さ 径 孔 径 重さ 分 類 色 調 残存 備 考

24 6 77 1.98 0.47 22.09 Ba III 明赤褐 100 A区

25 6 61 2.07 0.68 27.44 Ba III 明赤褐 100 

26 (2.55) (1.60) 0.56 (4.33) Ba にぷい黄橙

27 (3.26) (1.66) 0.48 (7.95) B 橙 A、C区

28 (3.64) (1.59) 0.52 (6.63) Ba にぶい橙

29 (3.09) (1.62) (0.39) (4.09) B にぷい黄橙

30 (4 35) (1. 71) (0.39) (5.51) B にぶい赤褐 カマド

31 (3.98) (1.66) 0.54 (10.04) B にぷい黄橙

32 (4.87) 1.15 0.59 (8.50) B 褐灰 A区

33 (3.50) (2.16) (0.40) (9.64) B にぶい黄橙 A区

34 (4.11) (2.11) 0.53 (11. 79) Ba 明赤褐

第195号住居跡（第85図）

1-17グリッドを中心に位置する。第183号住居

跡のカマドに南壁の多くが切られ、第196号住居跡

を切っている。平面は、軸長2.55mX3.39mの方形

で、深さ 17cm を測る。主軸方位は、 N-54°— E を指

す。

カマドは、北東壁の北西寄りに設けられている。

燃焼部は、83cmX47cmを測り、床面より若干上がっ

ている。

遺物は、土師器片が少最だけ出土した。

第196号住居跡（第85図）

1-16グリッドを中心に位躍する。第156号住居

跡に南半以上、第195号住居跡に東壁が切られてい

る。平面は、 軸長4.00m以上X3.43mの長方形で、
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深さ15cmを測る。 北西壁を基準とすると、主軸方位

は、 N-47°—E を指す。

カマド・貯蔵穴等の施設は、確認できなかった。

遺物は、土師器片が少量だけ出土した。

、V 、V

＼ 

SJ195 

SJ156 

＜
 

c
.
C
9
<
 

1 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 炭化粒子僅か、焼土粒子
2 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 焼土粒子少
3 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 焼土粒子やや多
4 暗褐 色 (10YR3/3) 炭化粒子備か
5 褐 色 (10YR4/4) 炭化粒子僅か砂質

゜
2m 
1:60 

第197号住居跡（第86図）

第85図第195• 196号住居跡

カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は、 54

I -16グリ ッドに位置する。第154号住居跡に北

半が切られ、第202号住居跡を切っている。平面は北

壁が他の住居跡に切られているが、軸長4.00mX 

2.58m以上で、深さ 5cmを測る。主軸方位は、N-73°

-Eを指す。

第197号住居跡出土遺物観察表（第86図）

cmX40cm、床面と同じ高さである。

南東隅にあるピッ トは、径5lcmX53cmの円形で、

深さ34cmを測る。 Plは、深さ38cmを測る。

遺物は、土師器杯と土錘が出土した。

番号 1器種＼口径 1器高 1底径 1 胎土

1 杯 (12.7) I (3.1) I I B D J 

焼成 I色 調 I残存 I出土位置 備 考

普通 橙 20 穫土

第197号住居跡出土土錘観察表 （第86固）

口
径

1.48 

1/78 

孔 径

0.47 

0.41 

重さ

(10. 42) 

(18.15) 

分類

Ba III 

Ba II 

色調

赤褐

赤褐

残 存 備 考

1

3
 

油

油
9
5
9
0
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第86図 第197号住居跡・出土遺物

第198号住居跡（第87図）

K-19グリッドに位置する。第100号土坑に北西

隅を切られ、第199• 200号住居跡 ・ 第104号土坑 • 第

19号性格不明追構を切っている。平面は、 軸長3.50

m X2.68mの長方形で、深さ33cmを測る。壁溝は、

南壁の一部で確認され、幅18-20cm、深さ 5~ 6cm 

を測る。主軸方位は、 N-76°—E を指す。

カマドは、東壁の北寄りに設けられている。燃焼

部は、 156cmX57cm、床面から深さ14cmを測る。煙道

部は50cmほど確認できた。

遺物は、須恵器蓋と土錘が出土した。

第199号住居跡（第87図）

J-19グリッドに位置する。第198号住居跡に切

られ、カマドのみの確認である。主軸方位は、N-16°

-Wを指す。

カマドは、北壁に設けられていたと推定され、燃

焼部は、 61cm以上X90cmを測る。

追物は、土師器片が僅かに出土した。

第198号住居跡出土遺物観察表（第87図）

番1号1器蓋種 1(：。：I器高1底径 [3胎土 [::I色灰調 1残20存1:：：:Iつまみ欠す：i外面天井部右回阜：ヘラ削り
第198号住居跡出土土錘観察表（第87図）

番号l 長さ

2
 
6.75 

径

1. 71 

孔径

0.47 

重さ

16.93 

分類

Ba III 

色調 I残存 備 考

灰褐 100 I B区
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SJ198 
1 鴫色
2 焼土
3 褐色 (IOYR4/4) 焼土若干
4 褐色 (IOYR4/6) 焼土多
5 にぶい黄褐色 (IOYR4/3)
6 暗褐色 (IOYR3/4) 
7 灰暦

8 褐色

(10YR3/4) 

(IOYR4/4) 

9 にぷい黄褐色 (10YR4/3)炭化物、焼土僅か
10 にぷい黄褐色 (10YR4/3} にぶい黄橙色シルト
11 褐色 (IOYR4/4) 炭化物
12 にぶい黄褐色 (IOYR5/3) 粘土質

SJ 1 9 9カマド
13 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 粘土質
14 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 焼土

第87図 第198• 199号住居跡・出土遺物

第200号住居跡（第88~90図）

K-18・19グリ ッドに位置する。第194号住居跡に

南西部、第203号住居跡に北壁の西部、第383号住居

跡に南壁の東部、第9号掘立柱建物跡・第102号土坑

に住居跡内が切られている。平面は、軸長6.80mX 

4.85mの長方形で、深さ44cmを測る。壁溝は、南壁

と西壁で確認でき、幅13~18cm、深さ 2~ 6cmを測

る。主軸方位は、

柱穴は、

N-60°-Eを指す。

1本の主柱穴が確認された。P6は、径

46cmX 51cmのほぼ円形で、深さ36cmを測り、柱痕が

確認できた。

カマドは、東壁のやや北寄りに設けられている。

燃焼部は、 131cmX64cm、床面から深さ 4cmを測る。

煙道部は32cm確認できた。

貯蔵穴は、南東隅に2碁検出された。Aの平面は、

径110cmX 100cmのほぼ円形で、深さ73cmを測る。 B

はAの西に隣接しており、径5lcmX6lcmのほぼ円形

で、深さ63cmを測る。

遺物は、カマド内とその周囲に集中し、土師器杯・

高杯・小型甕 ・甕の他に土錘が出土した。
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1 褐色 (10YR4/4) 白色徴粒子 ・
黄褐色シルト

2 にぷい黄褐色 (10YR5/4) 灰色シルト
3 黒褐色 (10YR2/3) 
4 にぷい黄褐色 (10YR5/3)
5 褐色 (10YR4/4) 炭化物多
6 暗褐色 (10YR3/4) 
7 褐色 (10YR4/4) 炭化物粒子倦か
8 にぶい黄褐色 (10YR4/3)
9 にぷい黄褐色 (10YR4/3)にぷい黄橙シルト
10 にぷい黄褐色 (10YR4/3)焼土、灰
11 にぶい黄褐色 (10YR6/4)
12 焼土
13 灰白色 (10YR7/1) 
14 褐色 (10YR4/4) 炭化物
15 暗褐色 (10YR3/3) 焼土

見3.3
貯蔵穴 A

B
-

c_J_3.3 
p. 貯蔵穴 B

C' D 63,3 P2 P1 D' 
I 

髯
貯蔵穴A・B

1 褐色 (IOYR4/4) 白色徴粒子 ・黄橙色シルト
2 にぷい黄褐色 (IOYB5/4) 灰色シルト
3 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 白色プロック、締まり弱い
4 褐色 (IOYR4/4) 白色粘質地山プロック 締まり弱い
5 褐色 (IOTR4/6) 

冒言言
P1・2 
1 褐色 (IOYR4/4) 焼土、炭化物借か
2 褐色 (IOYR4/4) 
3 にぷい黄褐色 (IOYRS/3)

P6 

1 褐色 (!OYR4/6) 地山プロック
2 にぷい黄褐色 (10YR4/3)黒色土
3 褐色 (10YR4/6) やや締まり劣る
4 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 締まり無し

る

14 

CJ 

2m 
1:60 

第88図第200号住居跡
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第200号住居跡出土遺物観察表（第89• 90図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位醤 備 考

1 杯 (16.1) BE 普通 赤褐 20 覆土 底部外面→ヘラ削り

2 高 杯 10.9 BJ 橙 100 カマド13・ 14下 外面 ・裾部内面横ナデ脚部内面ヘラ削り

3 小型甕 (9.3) BJ 普通 にぶい橙 40 床 外面摩耗

4 小型甕 11.5 10.3 5.3 HJL 普通 橙 70 床 外面↓・ →ヘラ削り

5 小型 甕 (10.5) 12.3 7.2 B 普通 橙 55 覆土 器壁摩耗外面↓ヘラ削り

6 小型甕 (12.1) 14.5 6.2 BJ 不良 橙 60 カマド 器壁摩耗外面←ヘラ削り

7 甕 14.2 18.6 6.2 J 普通 橙 90 覆土下位 口縁部横底ナデ 胴痕部外面→・↓ヘラ削り
横ナデ 部木葉

8 甕 16.4 29.9 6.0 BJL 良好 にぷい黄橙 85 カマド 外面← ・↑ヘラ削り， 甕 17.9 31. 9 (6.6) BEJL 普通 にぶい黄橙 70 覆土 外面← ・↑・↓ヘラ削り

10 甕 17.9 32.5 (5. 7) EFJ 普通 にぷい橙 60 カマド・床 外面↓ ・←ヘラ削り

11 甕 (18. 3) (32. 8) (5.8) EJL 普通 にぶい橙 70 裂土 外面頸部横ナデ胴部↓ヘラ削り

12 甕 18.8 33.7 5.0 BJ 普通 にぶい黄橙 80 床・貯蔵穴 外面 ↑・下位↓ヘラ削り

13 甕 16.7 33.8 5.5 EHJL 普通 橙 75 カマド 外面↓ヘラ削り 内面横ナデ

14 甕 18.8 38.7 5.0 BJ 普通 にぶい黄橙 85 カマド 外面 ↑・下端 ↓・ →ヘラ削り

15 甕 5.7 J L 普通 にぷい橙 70 床 器壁摩耗ヘラナデ

16 甑 (23.1) 35.3 8.9 BF 普通 にぷい橙 70 床 口緑～頸部横ナデ外面 ↑、下半 ↓ヘラ削り

第200号住居跡出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 残存 備 考

17 (1.82) 
I 
(1.64) (0.35) (2.48) 明赤褐

18 (3.43) (1.40) 0.34 (4.62) Ba にぶい橙

19 (3.64) 1 40 0.45 (5.46) Ba 褐灰 A区

20 (3.66) (1 42) 0 50 (6.60) Ba 褐灰 A区

21 (4.91) 1.60 0.36 (10.86) Ba 橙

第201号住居跡 （第91図）

J-17グリ ッドに位謹する。第184号住居跡に南

西隅を除いて切られ、第207• 208号住居跡を切って

いる。平面は、軸長3.20mX3.12mの方形で、深さ

6 cmを測る。主軸方位は、 N-164°-W を指す。

柱穴は 3本が検出できたが、 P1 • 2は深さ16cm

ほどで、 P3のみ径47cmX5lcmの円形で、深さ55cm

を測る。

カマドは、南壁の東端に設けられており、住居跡

の主軸ともずれている。燃焼部は、 132cmX46cm、床

面から深さ 6cmを測る。

遺物は、土師器杯が出土した。

第202号住居跡 （第92図）

I-16・17グリッドに位置する。第197号住居跡に

西半部が切られ、北側は地形が傾斜し確認できな

かった。平面は、南壁1.99m以上x東壁1.73m以上

で、深さ 6cmを測る。南壁を基準とした主軸方位は、

N-77°-Eを指す。

カマド ・貯蔵穴などは、確認できなかった。

遺物は、土師器片が数点出土しただけであった。

第203号住居跡 （第93図）

K-18グリ ッドを中心に位置する。第194号住居

跡のカマドに南壁の一部が切られ、第204号住居跡

を切っている。平面は、軸長3.08m X 3. 05mの方形

で、深さ 37cmを測る。主軸方位は、 N-84°—E を指

す。

カマドは、東壁のやや南寄りに設けられている。

燃焼部は、 15lcmX45cm、床面から深さ 5cmを測る。

遺物は、土錘の他に土師器片 ・甑の把手片が出土

した。

第201号住居跡出土遺物観察表 （第91図）

番：I器：；種I:[:：I:：I底径1[n:]土 焼成 I色 調 I残 存 I出土位甜4
5
2
5
 

位勾

橙
こ＇ 通

好

普

良

備 考

3

3

 

p

p

 

ロ緑部横ナデ体部 ・日縁部接合痕
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〔ご》ミ

A-A・ 

1 にぷい黄褐色(10YR4/3) 炭化粒子少、焼土粒子
"：910応、＼、心 2 褐色 (10YR4/4) 炭化粒子借か

3 暗褐色 (10YR3/4) 炭化物極多、焼土粒子少
4 馬褐色 (IOYR3/2) 焼土粒多、
5 褐色 (IOYR4/4) 灰粒子少
6 にぶい黄褐色(10YR3/4) 炭化粒子少

~I 昌 『―に、畑色(10YR4/3) 炭化年子少、虹粒子
2 褐色 (10YR4/4) 炭化物僅か
3 暗褐色 (10YR3/4) 炭化物極多、焼土粒子少

C 63.5 C‘ D 63.5 O' 

詈 冒
Pl、2、3
1 黒褐色 (!OYR3/2) 炭化物多、焼土粒子徴
2 灰赤色 (2,5YR5/2)黄褐色粒子多
3 暗褐色 (10YR3/4) 炭化粒子僅か、砂質

｀ 
豆3.5 ~・ ← 餘疇

器a.l I 

三 ー／
2m 
1・60

第91図 第201号住居跡 ・出土遺物

ヽ "'I 

------~ 

/／＼□ <| ／ 
1 暗褐色 (lOYR3/4) 炭化粒子少、砂質

第92図第202号住居跡
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P1 
C 63.5 c-
3 2 

Pl 
1 灰黄褐色 (IOYR4/2) 焼土多
2 にぶい黄褐色 (IOYR5/3) 焼土僅か

3 灰黄褐色 (IOYR4/2) 

B 63.8 B 

1 褐色 (JOYR4/4) 白色微粒子、炭化物若干
2 にぷい黄褐色 (JOYR4/3) 炭化物粒子 ・黄橙色シルト
3 にぷい黄褐色 (JOYR4/3) 黄橙色シル ト多
4 暗褐色 (JOYR3/3) 炭灰、焼土多
5 暗褐色 (JOYR3/3) 焼土・黄橙色シルト

6 明黄褐色 (JOYR6/6) 
7 にぷい黄褐色 (JOYR4/3) 災橙色シルト、炭化物多
8 暗褐色 (JOYR3/3) 炭化物僅か
9 褐色 (JOYR4/4) 
JO にぷい黄褐色 (JO憧4/3) 炭化物、焼土若干

゜
2m 
1:60 

第93図 第203号住居跡

第203号住居跡出土土錘観察表

番号 長 さ 径 孔 径 重 さ 分 類 色 調 残 存 備 考

1

2
 

3.35 

4.90 

1.45 

1. 75 

〇.47

0.50 

6.15 

13.72 

Ba 

Ba 

黒褐

橙

B区

B区

第204号住居跡 （第94図）

K-18グリッドを中心に位置する。 第203号住居

跡に東半部が切られている。平面は、軸長5.08mX 

2.69mの長方形で、深さ33cmを測る。主軸方位は、

N-74°-Eを指す。

カマドは、東壁の北寄りに設けられている。燃焼

部は、第203号住居跡に切られているため69cm以

第204号住居跡出土遺物観察表（第94図）

上X39cm、床面と同じ高さである。

遺物は、土師器台付柑、土製紡錘車の他に土錘が

出土した。2の土製紡錘車は、 Plの覆土下位から

出土し、残存率が45％程度であるが、現存値は長径

4.10cm、短径3.77cm、高さ2.95cm、孔径0.81cmで、

重さ39.07gを量る。

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

ー 台付 :t:ttl(5.6) 14.7 7.7 J
 

普通 にぷい橙 80 床 口縁部横ナデ 外面←、脚部↓ヘラ削り

第204号住居跡出土土錘観察表（第194図）

番号 長 さ 径 孔 径 重 さ 分 類 色 調 残 存 備 考

3

4

 

5.24 

7.02 

1.22 

2.01 

0.44 

0.49 

4.82 

26.15 

Ba V 

Ba III 

浅黄橙

橙

100 

100 

A区

C区
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1 褐色 (IOYR4/4) 
2 にぷい黄褐色 (10YR4/3)
3 躙色 (10YR3/3) 炭灰、焼土多
4 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 灰色シルト
5 黄褐色 (IOYR5/6) 
6 にぶい黄褐色 (IOYR5/4) 炭化物若干
7 にぷい黄褐色 (10YR5/4)

P, 
C 63.8 c・ 

” p I 
1 にぶい黄褐色 (IOYR4/3) 黄橙色シルト
2 暗褐色 (10YR3/3) 炭化物粒子

0 2m 
1: 60 

◎3 口
〗0 3cm 

I I I | 1 : 2 

第94図 第204号住居跡・出土遺物

第205号住居跡（第95• 96図）

J-18グリッドを中心に位置する。第206• 219号

住居跡 ・第109号土坑を切っている。平面は、軸長

3.27m X3.08mのやや歪んだ方形で、深さ34cmを測

る。主軸方位は、 N-67°-Eを指す。

カマドは、東壁の南よりに設けられている。燃焼

部は、 168cmX60cm、床面から深さ27cmを測る。

貯蔵穴は、北隅に検出された。平面は88cmX61cm

の楕円形で、深さ33cmを測る。

追物は、須恵器杯・高台付椀・皿・甕、土師器甕、

刀子、鉄鏃 ・鍋子、砥石の他に土錘が出土した。10

の刀子は茎が一部欠損しており、20.82gを量り、床

面からの出土である。 11は雁又式鉄鎌で茎が一部欠

損しており17.47gを量る。 12は鏃身の下端が欠損

しているが三角式鉄鏃とみられ、 12.25 gを量る。 13

は角柱状のもので15.55gを量る。 14は鍋子で先端

が欠損しているが、 68.16gを量る。刀子以外の鉄製

品は覆土からの出土である。27は凝灰岩製の砥石で、

両端が欠けている。4面が使用され、相対する 2面

は斜めの沈線状擦痕がみられる。覆土からの出土で

ある。
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貯蔵穴

8 63,4 8' 

貯蔵穴
1 褐色 (IOYR4/4) 焼土プロック、炭化物粒子多
2 暗褐色 (IOYR3/3) 黄褐色シルトプロック多
3 暗褐色 (10YR3/4) 焼土粒子少 （砂質）

1 にぷい黄褐色 (10罪5/4) 白色微粒子、炭化物粒子少
2 褐色 (IOYR4/4) 焼土粒子 ・炭化物粒子、黄橙色シルト少
3 にぷい黄褐色 (IOY85/3) 黄橙色シル ト、焼土プロック少
4 褐色 (IOYR4/6) 黄橙色シルトプロック多、焼土粒子少
5 暗褐色 (IOYR3/3) 黄橙色シルト、焼土プロック多
6 暗褐色 (IOYR3/4) 黄橙色シルト、炭化物粒子少

゜
2m 
1:60 

第95図第205号住居跡

第205号住居跡出土遺物観察表（第96図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 杯 (14 0) (3. 7) (6.5) EFHL 普通 灰褐 25 裂土 底部回転糸切り

2 高台付椀 (14.9) 6.3 7.3 FJL 普通 黄灰 60 カマド 底部右回転糸切り後、高台貼付

3 高台付坑 14.5 6.0 6.8 HJL 普通 灰白 90 カマド 底部 「X」の墨書貼付高台

4 高台付坑 (18.2) 8.5 8.7 BFHL 普通 灰白 45 床 底部回転糸切り後、高台貼付

5 皿 14.0 3.1 6 9 AHL 良好 灰白 80 カマ ド 底部右回転糸切り

6 甕 14.5 BFJ 普通 にぷい赤褐 90 床 外面←方向ヘラ削り

7 甕 (16.2) BJ 普通 にぷい橙 30 裂土下位 外面肩部←方向、胴部 ↓方向ヘラ削り

8 甕 (19.0) BJ 不良 にぷい赤褐 25 狡土 外面 ↑方向ヘラ削り， 甕 (12.8) B 良好 褐灰 5 狡土 内外面ヘラナデ外面自然釉

第205号住居跡出土土錘観察表（第96図）

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 残存 備 考

15 5.51 1.18 0.20 7.00 Ba IV 橙 100 カマド

16 (5.55) 1.28 0.50-0.65 (8.13) Ba IV 橙 95 B区

17 5.95 1.88 0.66 (16.60) Ba IV にぷい褐 90 A区

18 (5.15) 1.67 0.50 (12.36) Ba V 褐灰 90 B区

19 (5.05) 1.65 0.50 (12.87) Ba にぶい赤褐 A区

20 (3. 78) (1.67) 0.55-0.63 (7.63) Ba にぶい黄橙 A区

21 (2. 80) (1.65) 0.43-0.53 (4.28) Ba 暗褐

22 (3. 50) 0.88 0.20 (2. 95) Ba にぶい橙 B区

23 (2.80) 1.00 0.40 (2.47) Da にぶい橙

24 (1. 75) (0.88) 0.21 (1.36) Ba 橙 A区

25 (3. 78) 1.69 0.58 (~.99) Ba にぷい橙 A区

26 (2.55) (1.11) 0.20 (2.90) Ba 黒褐
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第206号住居跡（第97• 98図）

J • K-18グリ ッ ドに位置する。第205号住居跡に

東半部、第107号土坑に西壁の一部、第108号土坑に

南壁の一部が切られている。平面は、軸長4.75m X 

5.06mの方形で、深さ20cmを測る。主軸方位は、 N

-62°-Eを指す。

カマドは確認できなかったが、東壁に設けられて

いたと推定される。

遺物は、土師器杯 ・鉢 ・台付琳・小型甕 ・甕、鉄

製品の他に土錘が出土した。 8は鉄製の鋏具で

145.53 gを量り、ほぼ床面から出土した。

SJ 205 

B 

●8 

＜
 

国，8 B' 

瓢

,＜
 

8"£9 V
 

1 灰黄褐色 (10YR4/2) 白色粒子 ・焼土粒子、炭化物粒子少
2 にぷい黄褐色 (10YR5/3) 焼土プロック、炭化物粒子少
3 にぶい黄褐色 (10YR6/4) 炭化物粒子少（砂四）

2"r: 60 

第97図第206号住居跡

第206号住居跡出土遺物観察表（第98図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 杯 (12.0) 5.0 BJ 普通 橙 40 6の下裂土

2 杯 (14.4) 6.0 BJ 普通 にぶい橙 20 狡土

3 小型甕 11.0 10.0 5.2 BEJL 不良 にぶい橙 80 裂土下位 内外面摩耗著しい

4 鉢 (23.4) 11.7 (11.0) BEJL 不良 にぶい赤褐 50 裂土

5 台付増 7.3 17.5 (12.0) 不良 にぶい黄橙 80 床 外面上部←方向、下部↓方向ヘラ削り

6 甕 19 4 ABJ 普通 にぷい褐 70 裂土下位 内外面摩耗著しい

7 甕 (18.0) ABJL 不良 にぷい褐 70 覆土 外面↑方向ヘラ削り 摩耗著しい
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第98図 第206号住居跡出土遺物

第206号住居跡出土土錘観察表（第98図）

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 残存 備 考， 4.45 1.60 0.57 8.10 Ba V 暗褐 100 B区

10 (4.48) 1.48 0.37 (8.88) Ba 黒褐 B区

11 (6.05) 1. 72 0.51-0.56 (11.16) Ba 明赤褐 B区

12 (4.35) (1. 63) 0.51-0.54 (5.93) Ba にぷい橙 B区

13 (4.15) 1.33 0.50 (6.40) A 明赤褐 B区

14 (2. 77) 1.25 0.49 (3.95) Ba 明赤褐 B区

15 (2.24) 1.09-1.46 0.45 (4.35) B 明赤褐 B区

16 (2.18) (1. 22) (0.50) (1.87) B にぶい赤褐 B区

第207号住居跡（第99図）

J-17グリッドを中心に位筐する。第184• 201号

住居跡に西半部が切られ、第208号住居跡を切って

いる。平面は、軸長5.23mX4.38mの長方形で、深

さ10cmを測る。主軸方位は、 N-82°-Eを指す。
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カマドは、東壁の南寄りに設けられている。燃焼

部は、 75cmX37cmを測り、床面とほぽ同じ高さであ

る。

遺物は土師器杯・高杯 ・小型甕 ・甕が出土した。
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SJ208 

C
-

一'
1 入冒言言言冒二二言冒

n -->

言
SJ207 カマド
l 暗褐色 (10YR3/4) 炭化粒子少
2 黒褐色 (10YR3/1) 炭化粒子多、焼土粒子少
3 黒褐色 (10YR3/I) 炭化粒子多
4 にぷい赤褐色 (5YR4/4) 焼土層
5 躙色 (7.5YR3/3)炭化粒子多
6 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 炭化粒子少

B且 ・2 B' 

鱈
SJ208 カマド
1 褐色 (10YR4/4) 炭化粒子多、焼土粒子少
2 暗灰黄色 (2.5YR4/2)焼土粒子多、

焼土プロック・炭化粒子少

3 暗灰黄色 (2.5YR4/2)炭化粒子少
4 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 炭化粒子少
5 暗褐色 (!OYR3/4) 炭化粒子少
6 黒褐色 (10YR3/1) 炭化粒子 ・焼上多、焼土粒子少
7 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 炭化粒子微

SJ207・208 
1 暗褐色 (10YR3/4) 炭化粒子少
2 黒褐色 (10YR3/l) 炭化粒子多、焼土粒子少
3 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 炭化粒子徴
4 灰黄褐色 (IOYR4/2) 焼土プロック少、炭化粒子僅か
5 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 炭化粒子徴

゜
2m 
1:60 

゜
10cm 
1 :4 

第99図 第207• 208号住居跡・出土遺物
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第207• 208号住居跡出土遺物観察表（第99図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位臨 備 考

1 杯 11.8 5.1 BEJ 不良 にぶい橙 90 SJ207 床 器壁荒れ
2 高 杯 (7.8) BJL 普通 橙 80 SJ207覆土 器壁摩耗
3 小 型甕 (10. 6) J L 普通 にぷい褐 70 SJ207裂土 器壁摩耗胴部外面 ↓ヘラ削り
4 甕 (19. 7) J L 普通 にぷい橙 15 SJ207穫土 口縁部横ナデ外面↓ヘラ削り
5 鉢 (14.9) E 普通 橙 10 SJ208裂土

第208号住居跡（第99図）

I•J -17グリッドに位置する。第207号住居跡に

カマドと南壁の一部を除きほとんどが切られ、第

184号住居跡に西半部が切られている。平面は、確認

できるのは東西長3.lOmX南北長1.50mで、深さ15

cmを測る。主軸方位は、 N-81°-Eを指す。

カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は前面

が第207号住居跡に切られているが、 56cm以上X36

cmを測り、床面と同じ高さである。

遺物は、土師器鉢が出土した。

第209号住居跡（第100図）

J-18グリッドを中心に位置する。第206号住居

跡 ・第107号土坑に東壁の南半が切られ、第212号住

居跡を切っている。平面は、軸長3.15mX5.30mの

長方形で、深さ14cmを測る。主軸方位は、N-67°-E

を指す。

カマドは、東壁の北寄 りに設けられている。燃焼

部は、 102cmX33cmを測り、床面と同じ高さである。

遺物は、土師器杯・小型甕が出土した。

、V

＼ 

゜

量

2?:60 

1 暗褐色 (10YR3/3) 炭化粒子微
2 黒褐色 (10YR3/2) 炭化粒子少、焼土粒子
3 暗褐色 (10YR3/3) 炭化粒子少、やや砂質
4 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 炭化粒子少

5 暗褐色 (!OYR3/4) 焼土粒子多
6 にぶい赤褐色 (5YR4/4) 焼土層 暗褐色土の間層
7 暗褐色 (!OYR3/3) 焼土粒子多、焼土プロック
8 にぷい黄褐色 (!OYR4/3) 焼土粒子少 10cm 

1 :4 

第100図 第209号1主居跡・出土遺物

第209号住居跡出土遺物観察表（第100図）

番号 1器種 I口径 1器高 1底径 1 胎土 I焼成 I色 調 I残存 I出土位置 備 考

1 1 杯 1(12.4) 
2 小型甕 10.6

J
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橙
ヽ
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ぶ

ぷ
こ

こ

9

9
 

通

通
普

普

覆土 1内外面赤彩摩耗著しい

外面 ↑方向ヘラ削り

-112-



第210号住居跡 （第IOI • I 02図）

K-17グリ ッドを中心に位置する。第215号住居

跡に中央部から南壁にかけて切られ、第218• 224 • 

225号住居跡を切っている。平面は、軸長3.60mX 

5.24mの長方形で、深さ26cmを測る。主軸方位は、

N-16°-Wを指す。

カマドは、北壁のやや西よりに設けられている。

燃焼部は、 128cmX60cm、床面から深さ15cmを測る。

遺物は、土師器杯 ・：甕、須恵器甕片、砥石の他に

土錘が出土した。 6~ 9は、須恵器甕の破片で、外

面は櫛状工具により横ナデ後に平行叩きが施されて

いる。内面は同心円文当て具痕がみられ、 6は一部

がナデで消されている。 10の砥石は両端が欠損して

おり、 4面が使用されているが、側面のうち 1面は

斜めの擦痕が見られ使用痕が平滑でない。

第211号住居跡 （第I03 • I 04図）

K • L-18グリ ッ ドに位置する 。 第365号住居跡に

西壁の一部、第217号土坑に覆土が切られ、第213• 

214号住居跡を切っている。平面は、軸長6.85mX 

4. 75mのやや歪んだ長方形で、深さ47cmを測る。壁

溝は、 北壁以外は各壁とも 一部で確認され、幅

22-26cm、深さ 4-6cm、主軸方位は、 N-21°-W

を指す。

カマドは、北壁のやや東寄りに設けられている。

燃焼部は、 163cmX36cm、床面から深さ 9cmを測る。

追物は、土師器杯 ・甕の他に土錘が出土した。

•V •V 

L

．副
4

1 暗褐色 (10YR3/4) 炭化物少、
焼土粒子

2 暗褐色 (10YR3/3) 炭化物少、
焼土粒子

(10YR3/4) 焼土粒子少
炭化粒子

(10YR3/3) 焼土プロ
ック多、

焼土粒子

(10YR3/2) 焼土粒子多
灰粒子

(10YR3/1) 灰暦
(10YR3/2) 灰粒子多

炭化粒子少

8 暗褐色 (10YR3/3) 焼土粒子少、
炭化粒子

9 にぷい貨褐色 (10YR4/3)炭化粒子微

5 認色

6 黒褐色
7 黒褐色

゜
2m 
1:60 

第101図第210号住居跡
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第102図 第210号住居跡出土遺物

第210号住居跡出土遺物観察表（第102図）

番号 器種 ロ 径 器闇 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位晋 備 考

1 杯 (10.0) ABDI 不良 橙 15 裂土

2 杯 (11.0) 3.5 BDJ 昔通 灰黄褐 20 覆土下位

3 坪： (12 0) 3.9 ABJ 普通 灰黄褐 40 床 内面黒色処理

4 甕 (20.0) J L 普通 灰黄褐 10 裂土下位 内外面摩耗著しい

5 甕 (22.0) BCJ 不良 灰黄褐 20 覆土 外面↑方向ヘラ削り

第210号住居跡出土土錘観察表（第102図）

番号 長 さ 径 孔 径 重 さ 分 類 色 調 残 存 備 考

11 

12 

5.40 

6.86 
5

6

 

5

5

 

．
．
 

1

1

 

1. 41-0.50 

0.40 

11.30 

15.51 

Ba V 

Ba III 

明赤褐

にぶい黄橙

100 

100 

No. 8 

A区

床面出土
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1 9 

カマド
1 褐色 (10YR4/4) 
2 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 暗赤色土若干
3 褐色 (10YR4/4) 炭化物、焼土若干
4 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 焼土多
5 焼土

6 暗褐色 (10YR3/4) 焼土・灰
7 暗褐色 (10YR3/4) 暗赤色土多

゜
2m 
1:60 

1 褐色
2 にぷい黄褐色
3 灰肘

4 にぷい黄褐色

5 黒褐色
6 灰黄褐色
7 褐色

8 にぷい黄褐色

(10YR4/4) 白色微粒子・炭化物粒子
(10YR4/3) 黄橙色シル ト

焼土

(10YR4/3) 炭化物多・黄橙色シル ト
(10YR3/1) やや粘買
(10YR6/2) 
(10YR4/4) 
(10YR4/3) 灰若干

9 褐色 (IOYR4/4) 累色粒子若干
10灰黄褐色 (IOYR4/2) 
II 褐色 (10YR4/4) 
12灰黄褐色シルト (IOYRS/2)
13 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 灰白色粒子
14 暗褐色 (IOYR3/4) 焼土・炭化物、白色微粒子多
15 褐色シルト (IOYR4/4) 灰色シルト
16 にぷい黄橙色 (IOYR6/4) 炭化物

第103図第211号住居跡
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第104図 第211号住居跡出土遺物

第211号住居跡出土遺物観察表（第104図）

番号 器種 ロ径 器甜 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位世 備 考

1 埒： (11. 7) B 良好 にぷい橙 30 榎土 口縁 ・内面横ナデ

2 況； (11.6) B 良好 明赤褐 25 榎土 底部内面横ナデ

3 杯 (11.3) J 不良 橙 40 覆土

4 杯 (10. 6) J 不良 橙 30 狡土 器壁摩耗

5 坪： (17.4) B 普通 にぷい橙 15 覆土 内面に暗文

6 小型甕 (11. 7) BE 良好 橙 25 覆土 外面←ヘラ削 り

7 g - 14.5 BJ 普通 にぶい橙 60 p 2 外面←ヘラ削 り

8 甕 16.8 J 普通 にぷい橙 40 袈土 口縁～具頸横部ナデ 外面↓ヘラ削り
内面エ ナデ， 秦 | 7.0 E 良好 橙 80 カマド 底部木葉痕

第211号住居跡出土土錘観察表（第104図）

番号 長さ 径 孔 径 重さ 分類 色調 残存 I 備 考

10 5.55 1.90 0.55 18.23 Ba V 明赤褐 100 

11 6.45 1.90 0.67 21.09 Ba IV にぶい橙 100 

12 7.38 1.40 0.55 12.26 Ba III 浅黄橙 100 IA区
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第212号住居跡 （第105図）

J-18グリ ッドに位置する。第206号住居跡・第

107号土坑に南半東部、第209号住居跡に西半が切ら

れている。平面は、軸長6.65mX5.28mの台形で、

深さ 7cmを測る。 主軸方位は、 N-74°—E を指す。

カマド・貯蔵穴等の施設は、確認できなかった。

遺物も、出土しなかった。

第213号住居跡 （第106図）

L-18グリ ッドを中心に位置する。第211号住居

跡に東壁を除いて切られている。平面は、北部が不

明であるが南北長4.10mX東西長5.04mの長方形

で、深さ43cmを測る。壁溝は、不明な北壁を除き全

周し、幅15-32cm、深さは6cm程を測る。主軸方位

は、N-13°-Wを指す。

カマド ・貯蔵穴等の施設は、確認できなかった。

遺物は、土師器杯 ・椀 ・高杯・甕、クり恵器甕片の

他に土錘が出土した。7• 8は須恵器甕の破片で、

7の外面は櫛状工具による横ナデ後、箪行叩きが施

8の外面は、 7と同様であるが平行叩]後に粗い櫛

虹具により斜めのナデが施されてい↑。内面は同

心円文当て具痕が見られ、 一部は横ナアで消されて

いる。

‘ 
k
-

A 63.6 -A' 

SJ 206 

ド―― ／／／／／／／／／／二喜[

1 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 白色微粒子・焼土粒子、炭化物粒子少

◎ 

⑤ 

2~:60 

第105図 第212号住居跡
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1 暗褐色 (IOYR3/3) 地山プロック ・炭化物
2 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 地山プロック多、炭化物
3 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 地山ブロック ・炭化物多、

焼土粒

4 黒褐色 (IOYR3/2) 地山プロック・炭化物
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第106図 第213号住居跡・出土遺物 ｀ 
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第213号住居跡出土遺物観察表（第106図）

番号 器種 ロ 径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位晋 備 考

1 杯 (10.8) E 不良 橙 40 覆土 摩耗し整形不明

2 杯 (10.8) B 普通 にぷい橙 45 毅土 内面指横ナデ外面ヘラナデ内外面赤彩

3 坑 (17.8) (6.0) BJL 良好 灰 40 覆土 底部右回転ヘラ削り

4 高杯 BE 良好 明赤褐 70 覆土 脚部横ナデ内面指頭ナデ内外面赤彩

5 高杯 (14.4) BE 普通 橙 60 覆土 外指面頭・裾内外面横面ナデ 脚部内面横ナデ
ナデ 赤彩

6 甕 (21. 7) DEG 普通 にぷい橙 30 覆土 器壁摩耗外面↓ヘラ削り

第213号住居跡出土土錘観察表（第106図）

番号 長さ 径 孔 径 重さ 分類 色調 残存 I 備 考， 5.79 1.82 0.47 18.28 Ba JV にぷい橙 100 

10 5.92 2.00 0.56 19.67 Ba IV 橙 100 

11 6.53 1.89 0.58 19.22 Ba III 明赤褐 100 

12 5.50 2.06 0.49 20 01 BBIV にぶい橙 100 

豆3.3 貯蔵穴 且‘
•V 

cl 
＇ ＇ 

＼
 

麟囀
貯蔵穴
1 褐色 (IOYR4/4) 炭化物僅か
2 褐色 (IOYR4/4) 
3 褐色 (IOYR4/4) 褐灰色シルト若干
4 灰黄褐色 (IOYR.5/2)
5 褐灰色 (IOYR4/2) 砂質

E

9

<

 

SJ 375 

／
 

ヽ

ー
1

,

 

9
_
 

叫3.3 skl c・ 

疇
1 褐色 (IOYR4/4) 焼土若干
2 灰暦
3 焼土
4 暗褐色 (IOYR3/3) 明黄褐色シルト
5 にぷい黄褐色 (IOYR4/3)
6 にぷい黄褐色 (IOYR5/3)

SK 1 
1 にぷい黄褐色 (!OYR5/3) 炭化物
2 褐色 (10YR4/4) 
3 褐色 (10YR4/4) 炭化物僅か
4 褐色 (10YR4/4) 

゜
2m 
1:60 

゜
10cm 
1 :4 ／ 

10cm 
1: 3 

第107図 第214号住居跡・出土遺物
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第214号住居跡 （第107図）

K• L -18グリッドを中心に位置する。第211・375 

号住居跡に切られ、南半は不明である。平面は、軸

長3.35m以上X4.00mで、深さ 4cmを測る。主軸方

位は、 N-7 °-Eを指す。

カマドは、北壁に設けられている。燃焼部は、 97

cmX56cm、床面から深さ 5cmを測る。煙道部にあた

る部分は44cm確認できた。

貯蔵穴は、北東隅に検出された。平面は、 78cmX

73cmの円形で、深さ31cmを測る。カマドの西には土

坑が確認され、平面は軸長104cmX76cmのやや歪ん

だ楕円形で深さ20cmを測る。

遺物は、土師器甑、土鈴が出土した。土鈴は、全

長7.1cm、現存径5.4cmを測り、鉦が付き楕円形の孔

が穿孔されている。球状系の胴部は幅1.2-1.6cmほ

どの粘土帯を横に積み上げ成形し、錐は別に作られ

第214号住居跡出土遺物観察表（第107図）

備 考焼成 色 調 残存 出土位置器 古底径 胎土

貯蔵穴下位外面↓ヘラ削り

番号器種口径 向

普通 にぶい橙 15 甕 (23.0) J 1 

＜I胃言言璽璽 貯蔵穴

貯蔵穴
"I 

吐3.2 B 

1 にぷい黄褐色 (lOYRS/3)
2灰居 焼土僅か

＼ 冒` 詈
3 灰黄褐色 (IOYR4/2) 

01 

1 暗褐色 (IOYR3/4) 炭化粒子多、焼土粒子少
2 暗褐色 (10YR3/3) 焼土粒子少、炭化粒子徴
3 にぷい黄褐色 (IOYR4/3)焼土粒子少、炭化粒子、白色粒子多

麒睛と思われる焼土プロック
4 暗褐色 (!OYR3/4) 焼土粒子少、炭化粒子
5 暗褐色 (10YR3/3) 焼土粒子少、炭化粒子、

焼土プロック
6 麟色 (10YR3/2)灰暦、焼土プロック多、 焼土粒子
7 黒色 (10YR3/l)灰層、焼土粒子少
8 にぷい黄褐色 (IOYR4/3)焼土粒子多
9 暗褐色 (10YR3/3) 炭化粒子少

<| 
c 

叫 腿 。
< 

▽ 
戸 三 フ

2m 
1:60 

ー旦／ □戸］つ乙

ー ゜
10cm 
1 :4 

第108図 第215号住居跡・出土遺物
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接合されている。 SKlとその周辺からの出土である。

第215号住居跡（第108図）

K-17グリッドを中心に位置する。第210号住居

跡に切られ、第20号性格不明遣構を切っている。平

面は、軸長2.88mX3.00mの方形で、深さ33cmを測

る。主軸方位は、 N-61°-Eを指す。

カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は、 136

第215号住居跡出土遺物観察表（第108図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色

1 杯 (10.0) 3.8 BDJ 不良

調

橙

2 杯 (10.0) 2.7 ABDJ 不良 にぶい橙

3 埒： (10. 6) 3.0 BDJ 1辻良 にぶい橙
4 杯 (12. 0) ABDJ 普通 にぶい橙
5 杯 (12.0) BDJ 不良 橙

6 杯 (10.4) 4.2 (6.6) BJ 良好 灰

7 長頸瓶 JL 良好 灰

8 甕 (18.0) ABDJ 普通 にぷい褐

第216号住居跡（第109図）

L-17グリッドに位躍する。第221号住居跡に北

壁上部が切られ、第222号住居跡を切っている。また、

東壁の一部では撹乱を受けている。平面は、軸長

3.52m X3.04mの長方形で、深さ49cmを測る。壁溝

は、南壁の一部で確認され、輻15-25cm、深さ 7cm 

程を測る。主軸方位は、 N-77'-Eを指す。

カマドは、東壁のやや北寄りに設けら、先端が撹

乱を受けている。燃焼部は、 134cm以上X52cm、床面

から傾斜をもって上っている。

遺物は、土師器杯・甕、須恵器蓋の他に土錘が出

土した。

第216号住居跡出土遺物観察表（第109図）

種 I口径 I器高 1底径l胎土 焼成 色
DJL 1ヽ良

BJL 良好

調

橙

灰

BJ 並n，)‘-面 1こぶい赤褐

BDJ 普通 橙

第216号住居跡出土土錘観察表（第109図）

cmX48cm、床面から深さ11cmを測る。カマドの天井

部が一部依存し、煙道部は33cm確認できた。煙出し

部は、 25cmX2lcmの円形が確認された。

貯蔵穴は、南東隅に検出された。平面は63cmX55

cmの円形で、深さ20cmを測る。

遺物は、土師器杯・小型甕、須恵器杯・瓶が出土

した。

残存 出土位置 備 考

60 覆土 低部外面ヘラ削り

20 覆土 低部外面ヘラ削り

10 覆土 低部外面ヘラ削り

10 覆土 低部外面ヘラ削り

15 覆土 低部外面ヘラ削り

25 覆土 体部下端～底部回転ヘラ削り

15 覆土 肩部に施文

20 覆土 外面↑ヘラ削り

第217号住居跡（第110• 111図）

J-17グリッドを中心に位置する。第218• 223号

住居跡を切っている。平面は、軸長3.35mX3.10m 

の方形で、深さ43cmを測る。主軸方位は、N-81°-E

を指す。

カマドは、東壁のかなり南に偏って設けられてい

る。燃焼部は、 158cmX60cm、床面から深さ17cmを測

る。

遺物は、土師器杯・小型甕・甕・鉢、手捏ね土器、

須恵器蓋、鉄鏃の他に上錘が出土した。 12は鉄鏃の

茎の部分で重さ9.95gを量り、覆土中の出土であ

る。

残存 出土位置 備 考

15 覆土 低部外面ヘラ削り

10 覆士 天井部 阿転ヘラ削り

] （) カマド

15 カマド 外面←ヘラ削り 内外面摩耗特しい

番号
J又さi径 | 

孔径 重さ

分 ~W類-I， に色ぷ橙し，瓦 残存！ 備 考

5 6.18 1. 73 1 0.43 15.04 Ba 10(） 7 6 6.10 1.22 0.58 7 42 Ba 橙ヽ ， 100 
7 I (3.65) 1.18 0.35 (4.67) Ba' 橙 -
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:.:I 

＼ 

全彎馴“」

B 63.8 B‘ 

-三量二

"I 
：渇置冒

カマド

1 にぶい黄褐色 (IOYR4/3)焼土粒子少、炭化粒子
2 褐色 (JOYR4/4)炭化粒子少
3 暗褐色 (IOYR3/3) 炭化粒子少、焼土粒子
4 黒褐色 (lOYB.3/2) 焼土粒子多、 焼土プロック
5 黒褐色 (IOYR3/2) 焼土粒子多
6 赤灰色 (2,5YR4/1)灰屑、焼土粒子少、炭化粒子
7 赤灰色 (2,5YR4/1)焼土粒子少

ド寧
CO 

ご< | 

C 63.8 C 

2 

疇
Pl 

1 暗褐色 (10YR3/3)焼土、炭化物粒子少
2 暗褐色 (10YR3/4)焼土、炭化物粒子多

1 にぶい黄褐色 (IOYR4/3) S J216カマ ド図の1と同じ
2 にぷい黄褐色 (IOYR4/3)黄褐色粒子多、焼土粒子少、 黄褐色粒子多
3 褐色 (IOYR4/4) 黄褐色粒子多、焼土粒子少

2m 
1:60 

言 ニ 2

〗二□□

,~、， 
， て一¥__;, 

------ ¥ I 一¥¥  ---¥ I~ 
＼ 

10cm 
I :4 

第109図 第216号住居跡・出土遺物
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•V 
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＜
 

L

．詞

立•7 B' 

1 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 焼土粒子やや多、炭化粒子
2 黒褐色 (10YR3/2) 黄褐色粒子多、焼土粒子少、炭化粒子
3 暗褐色 (10YR3/3) 焼土粒子少、炭化粒子
4 灰黄褐色 (10YR4/2) 焼土粒子少、炭化粒子
5 黒褐色 (10YR3/2) 焼土粒子多、炭化粒子少
6 暗褐色 (10YR3/3) 灰層、焼土粒子少、炭化粒子
7 黒褐色 (10YR2/3) 焼土粒子極多、焼土プロック、炭化粒子少
8 暗褐色 (10YR3/3) 焼土粒子少、灰粒子多
9 暗褐色 (10YR3/4) 焼土粒子少、灰粒子
10 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 焼土粒子微、炭化粒子

2~:60 

第110図第217号住居跡

第217号住居跡出土遺物観察表（第111図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位臨 備 考

1 杯 9.5 3.7 B 良好 橙 95 裂土 口緑部横ナデ底部外面←ヘラ削り

2 況： (10.0) 3.2 J 普通 橙 25 援土 外面←ヘラ削り

3 杯 (12.3) B 良好 にぶい黄褐 20 榎土 口縁部外面ヘラナデ底部外面→ヘラ削り

4 蓋 (12. 7) ABJ 良好 灰黄褐 30 裂土 天井部右回転ヘラ削り

5 蓋 (12.6) 3.9 BJL 良好 灰 35 裂土 外面右回転ヘラナデ天井部ヘラ削 り

6 甕 (14.6) L 普通 にぷい赤褐 30 裂土 外面摩耗剥離し不明

7 小型甕 (13.8) J 普通 にぶい橙 60 榎土 外面→ヘラ削り 内面横ナデ

8 甕 17.0 BEJ 普通 にぷい橙 50 裂土 外面↓ヘラ削り， 空囀 (20. 7) J 普通 にぷい黄橙 40 狸土 外面→ ・↓ヘラ削り 内面ナデ

10 鉢 (23.8) BEJ 普通 にぷい貿橙 20 裂土 内面ロクロ痕顕著 外面下部ヘラナデ

11 ミニチュア 2.9 BJ 普通 明赤褐 80 裂土 外面下半横ナデ

第217号住居跡出土土錘観察表（第111図）

番号 長さ 径 孔 径 重さ 分類 色調 残存 備 考

13 6.15 1.30 0.59 8.05 Ba IV 浅黄橙 100 A区

14 (5.46) 1 43 0.55 (6.69) Ba にぷい褐 B区

15 (7.20) 1.81 0.51 (18. 87) Ba III 橙 80 A区

16 (2.61) 1.52 0.48 (4.02) Ba 橙 B区
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第218号住居跡（第112• 113図）

J •K-17グリ ッドに位置する。第210号住居跡に

南東部、第217号住居跡に北壁が切られている。平面

は、軸長4.65mX4.23mの方形で、深さ25cmを測る。

主軸方位は、 N-93°-Wを指す。

土坑が束壁寄りで確認された。平面は8lcmX69cm 

の円形気味で、深さ14-19cmを測る。

遺物は、土師器杯・甕・甑、礫の他に土錘が出土

した。 14は、長さ8.20cm、幅5.45cm、厚さ4.75cm、

重さ139.30 gを量り、片面には2条の溝状のものが

みられ、石材は角閃石安山岩で、覆土から出土した。カマドは、西壁の南寄りに設けられている。燃焼

部は、 130cmX5lcm、床面から深さ17cmを測る。

"'I 
一—+-

／ 

［ 
SJ217 

` 
¥ -

」

立•7 B' 

ニニニ＂
1 螂色 (10YR3/3) 白色粒子多、焼土粒子微、炭化粒子
2 暗褐色 (10YR3/3) 白色粒子少
3 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 炭化粒子少、焼土粒子
4 褐色 (10YR4/4) 白色粒子多、炭化粒子少、焼土粒子
5 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 焼土粒子多、炭化粒子少
6 灰黄褐色 (10YR4/2) 焼土粒子多、灰粒子

く1

ド冒
← 

:I 

2m 
1: 60 

SKI 

於 2(}¥＼△ c_ A 

C 63.4 C 

sk 1 

1 灰黄褐色 (IOYR4/2) 焼土粒・炭化物
2 にぶい黄褐色 (IOYR5/3) にぷい黄橙色シルト多
3 にぷい黄褐色 (IOYa4/3) 炭化物若干
4 にぷい黄褐色 (IOYR5/4)

0 5cm 
1 1 1 : 3 

7 にぷい赤褐色 (5YR4/3) 焼土層、暗褐色粒子混入
8 にぶい黄褐色 (10YR3/4) 焼土粒子少、炭化粒子
9 暗褐色 (10YR3/3) 灰粒子多、炭化粒子、焼土粒子少
10 灰黄褐色 (10YR4/2) 焼土粒子
11 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 焼土粒子少、炭化粒子
12褐色 (10YR4/4) 焼土粒子少、炭化粒子

第112図第218号住居跡

-125-



口 = □□□ 
こ亘三

--• 尺□/1ロ
-- -- -

•—• 
8 

口〔 （（＼＼＼＼1111_ 

111 I I I|>/>:12

I I I I I I I J 

11 11------― ¥II ¥ I I¥ ¥ ¥ I I I •一～

/(¥1- ·~ 11 

¥ ¥ ¥ I ¥ l I 1-

<
゜

10cm 
1 : 4 

て →^●●―り．‘‘
＾ 

,0' 

I!― n-― ` 
-i0. ・1/ —, -

＾ ¥ •つ

i゚ 

゜
◎ 15 

14 

゜
10cm 

゜
3cm 

1: 3 1:2 

第113図 第218号住居跡出土遺物

，
 

10 

-126-



第218号住居跡出土遺物観察表（第113図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 杯 (10.8) ABDJ 普通 灰黄褐 20 撲土

2 以 (10.4) 5.1 BDJ 普通 橙 30 裂土下位 内外面赤彩摩耗著しい

3 杯 12.8 4.3 BDEJ 普通 にぶい褐 100 床

4 坪； 13.4 4.8 ABDJ 普通 橙 75 裂土下位

5 杯 (13.6) 3.9 ABDJ 普通 灰黄褐 40 SK1 

6 江 14.0 4.4 JL 普通 灰黄褐 90 覆土

7 杯 12.0 4.0 BDJ 普通 橙 90 床

8 甕 (17.4) BCJL 普通 にぶい橙 15 SKl 外面↓方向ヘラ削り 摩耗著しい， 甕 (18.0) JL 普通 にぷい褐 20 SK1 内外面摩耗著しい 外面↑方向ヘラ削り

10 甕 (18.0) JL 普通 にぷい橙 20 覆土 外面↓方向ヘラ削り 内面ナデ

11 甕 (18.0) BJL 普通 にぷい黄橙 70 SK1 外面↑方面ヘラ削り 摩耗著しい

12 甕 (20.0) 普通 にぷい褐 15 覆土 外面↓方向ヘラ削り

13 甑 (8.0) BCJL 普通 にぷい褐 60 SKl 外面↑方向ヘラ削り

第218号住居跡出土土錘観察表（第113図）

ニ15 I (5.45) 径

1.59 

孔径

0.60 

重さ

(8.55) 

分類

Ba IV 

色調

明赤褐

残存 備 考

95 I A区

第219号住居跡（第114図）

J-19グリ ッドに位置する。第189住居跡の貯蔵

穴に北西隅、第205号住居跡にカマドの先端、第401

号住居跡に東壁、第103号土坑に北東隅、第105号土

坑に西壁の一部が切られている。乎面は、束壁が不

明であり軸長3.28以上mX4.03mで、深さ 7cmを測

<I 
S」205

三

131 

6) 

SK 103 

SJ 401 
V-

る。主軸方位は、N-104°-Wを指す。

カマドは、西壁中央に設けられ、先端が不明であ

る。燃焼部は、 150cm以上X63cm、床面から深さ 8cm 

を測る。

遺物は、土師器杯の他に土錘が出土した。

•V 

9
'1:9 
V
 

1 褐色 (10YR4/4)白色微粒子・焼土粒子、
炭化物粒子少

2 にぷい焚褐色 (10YR4/3)焼土粒子、炭化物粒子多
3 暗褐色 (10YR3/3) 焼土プロック、炭化物粒子多
4 にぷい黄褐色 (lOYRS/4) 焼七粒子、炭化物粒子少
5 灰黄褐色 (lOYRS/2) 黄褐色シルト、炭化物粒子少

Pl 暗褐色
P2、3 暗黄灰褐色、焼土プロック、炭化物多

P4 暗灰褐色
P5 暗褐色

． 
゜゜

2m 
1:60 

10cm 
1 :4 

第114図 第219号住居跡・出土遺物
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第219号住居跡出土遺物観察表（第114図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 1焼成 1 色 調 1残存 1出土位置 I 備 考

1 坪； 11.4 4.4 BEFG I 普通 Iにぷい赤褐| 95 I 床 1底部外面ヘラ削り 内外面一部油煙付着

第219号住居跡出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 残存 備 考

2 (3.56) 1.14 0.42 (4.40) Aa 浅黄橙 A区

第220号住居跡 （第115図）

K-18グリッドに位置する。第203• 204号住居跡

に上部が切られている。平面は、軸長2.24mX 2.52 

mの台形で、深さ 7cmを測る。主軸方位は、 N-69°

-Eを指す。

カマドは、東壁の北に偏って設けられている。燃

焼部は、 89cmX48cm、床面と同じ高さである。

遺物は、土師器杯が出土した。
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第115図 第220号住居跡・出土遺物

第220号住居跡出土遺物観察表（第115図）

番号 1器種 1口径 1器高 I底径
1 杯 12.1I 5. 8 

胎土 1焼成 1 色 調 1残存 1出土位醤
B 良好 灰買褐 60 床

備

底部ヘラ削り

考

第221号住居跡（第116• 117図）

k-17グリ ッドに位置する。第216• 222 • 226号住

居跡を切っている。東壁南半は撹乱を受け不明であ

る。平面は、軸長4.75mX5.75mで、深さ21cmを測

る。壁溝は北壁のみで確認され、幅15-27cm、深さ

8cm程を測る。主軸方位は、 N-78°-Eを指す。

カマドは、東壁で北に偏って設けられている。燃

焼部は、軸長102cmX65cmの楕円形を呈し、深さ18cm

を測る。

炉跡が、 北西部で確認された。軸長49cmX37cmの

歪んだ楕円形で、深さ 7cmを測る。周囲の床面は硬

化し、中央に焼土を検出したのみである。

遺物は、土師器杯・小型甕、須恵器杯・高台付坑・

高台付皿の他に土錘が出土した。

第226号住居跡（第116図）

K-17グリ ッドに位置する。第221号住居跡に西

半部が切られ、南半部は撹乱を受けている。平面は、

東西長1.54m以上x南北長1.48m以上で、深さ24cm
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を測る。主軸方位は、南北壁を基準にするとN-25°

-Wを指す。

゜
¥
・
 A 

.,, 
10 
．． ， 

跡

叫

OW叫
3 2 4-•• I 

＼ 

攪乱

o. ＼ 

カマド・貯蔵穴等の施設は、確認できなかった。

，遺物は、出土しなかった。

7ー

9"＂ス

9'£9V

、3
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ー
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叫

祖

4
9
.
c呵．
3

直・7

疇
カマド

1 匹色 (IOYR3/2) 焼土粒子少、炭化粒子、黄褐色粒子多 1 暗褐色 (IOYR3/3) 黄褐色粒子多、焼土粒子少
2 黒褐色 (IOYR3/2) 黄褐色プロック多 2 黒褐色 (IOYR3/2) 焼土粒子多、炭化粒子少
3 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 炭化粒子少、焼土粒子微 3 焦褐色 (IOYR3/2) 灰粒子多、焼土粒子少、炭化粒子

4 灰黄褐色 (IOYR4/2) 黄褐色粒子多、炭化粒子僅か
5 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 焼土粒子少、炭化粒子

Pl 
1 暗褐色 (10YR3/3) 黄褐色粒子多、

焼上粒子少

2 褐色 (10i'R4/6) 黄褐色粒子多、
炭化物粒子少

A
 

I゚

D 63.6 D' 

2m 
1 : 6 0 

炉跡

1 暗赤褐色 (2,5YR3/3) 焼士層
2 にぶい黄褐色 (IOYR4/3)

第116図第221• 226号住居跡

-129 



—一ー ｀ 
ロ
冒 口

:/ 

了 : 

マ

□ 炉江ミヽか臀‘ゞ
ロンf 戸 忍-、f＇李ふ
＼＼已・f号
ヽゞiこ=‘・ク‘’

ロ
゜

10om 
1 :4 

◎2 ◎13 
0 3cm 
I I I l 1 : 2 

第117図

第221号住居跡出土遺物観察表（第117図）

第221号住居跡出土遺物

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 杯 12.3 3.9 6.4 EJ 良好 明褐 100 覆土中位 体口口緑緑部外外部面～体部内面ロクロナデ
面下半←ヘ油ラ煙削り 底部手持ヘラ削り
内面一部に 付着

2 杯 (12 2) (4.3) (5.0) BEJ 普通 浅黄橙 30 p 1 底部右回転糸切り 還元焔焼成

3 高台付坑 12 7 3.1 6.8 EHJ 不良 灰 100 p 1 外面摩耗 内面黒褐色
4 高台付坑 5.8 BJ 普通 褐灰 80 裂土中位 高台貼付

5 高台付椀 5 8 BJ 普通 灰白 60 p 1 歪みあり 高台貼付

6 高台付碗 13.3 5.0 5.9 BDHL 不良 灰白 90 カマド 高台貼付

7 高台付椀 14.7 6.4 6.5 BJ 普通 灰黄 80 床 歪高台貼付 体部外面に 「＋」のヘラ描き
みあり
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第221号住居跡出土遺物観察表（第117図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

8 高台付坑 (13. 9) 6.2 6.5 BJ 不良 灰白 70 床 高台貼付， 高台付坑 (15.0) (6.8) (7.0) AE 普通 にぷい黄橙 20 床 酸化焔焼成高台剥離 内面一部ヘラナデ

10 高台付皿 12.2 3.0 5.8 BF J 普通 灰白 75 床

11 小型甕 (10.9) HJ 普通 灰黄褐 30 覆土 外面↓ヘラ削り 内面ナデ

第221号住居跡出土土錘観察表（第117図）

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 残存 備 考

12 5.17 1.65 0.55 13.78 Ba V 黒褐 100 

13 (6.75) 2.03 0.50 (24.40) Bb Ill 赤褐 90 

14 (4.45) (2.05) 0.43 (11.58) Ba 明赤褐

15 (3.35) (1. 74) 0.46 (7.52) Ba 橙

16 (2.98) 1.35 0.38 (4.31) B 明赤褐

第222号住居跡 （第118図）

K • L-17グリ ッ ドを中心に位置する。第221号住

居跡に上半部、第216号住居跡に南東隅が切られて

いる。平面は、軸長5.60mX3.33mの台形気味で、深

さ6-28cmを測る。主軸方位は、 N- 3°-Eを指す。

カマドは、北壁の東に偏って設けられている。燃

"i 
o 63.2 o・ C 63.2 C' 

.0¥ 

¥,．ヽ̀---)-／ ）戸二,＼ 
鬱 瓢

｀ 

虞〗

汀 I にぷい-(l暉m)-，， 。 2 暗褐色 (IOYR3/3) 焼土粒子やや多、炭化粒子
3 暗褐色 (10YR3/3) 焼土粒子多、焼土プロック 炭化粒子少

o＼ ・・ " 9" 9 / ° -' 
4 熙褐色 (IOYR3/2) 焼土粒子やや多、灰粒子多

5 にぷい黄褐色 (1DYR4/3) 白色粒子多、炭化粒子少

＼＼ 

P2 

¥ : 1 褐色 (10YR4/4) 炭化物粒子少

" 
2 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 焼土粒子少

゜
2m 
1:60 

＼二□／ 0/ 11 
u 

鱈瓢

――――― 

4.―- 月I

゜
10cm 
1 :4 

SJ 216 
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゜
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第118図 第222号住居跡 ・出土遺物
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焼部は、 150cmX76cm、床面から深さ15cmを測る。

土坑が北西部で確認され、軸長130cmX93cmの楕

円形で、深さ11-22cmを測る。

追物は、土師器杯の他に土錘が出土した。

第222号住居跡出土遺物観察表（第ll8図）

番号 1器種 1口径 1器嵩 1底径 1 胎土 1焼成 1 色 調 1残存 1 出土位置 備 考

ー 杯 I(1s.o) BJ 普通 橙 15 P 1 I体部外面ヘラ削り

第222号住居跡出土土錘観察表（第118閻）

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 残存 備 考

2 5.25 1.62 0.50 (11.51) Ba V にぶい黄橙 95 

3 4.80 1. 72 0.43 (11.04) Ba V にぷい黄橙 95 

4 (3.45) (1.08) 0.41-0 62 (10.25) Ba 暗褐

5 (2 20) (1.53) 0.35 (4.00) Ba 暗褐

6 (5 75) (1. 75) (0.45) (8.56) Ba 灰褐 貯蔵穴

第221• 222号住居跡出土遺物（第119図）

一括遺物として、土師器杯、須恵器高台付坑、甕

破片、刀子、土錘が出土した。 1の土師器杯は、第

222号住居跡に属し、 2~4の須恵器は第221号住居

跡に属すると考えられる。4は須恵器甕の口縁部の

破片で、沈線に区画され4条の櫛描き波状文が3段

施されている。 5• 6は、どちらの住居跡のものか

判断できない。 5は刀子の切先である。
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第119図 第221• 222号住居跡出土遺物

第221 • 222号住居跡出土遺物観察表（第119図）

番号 1器種 1口径 1器甜 1底径 1 胎土 1焼成 1 色 調 1残存 1 出土位醤 備 考

l 杯 1 9. 4 1 (5. 2) 
2 高台付坑 (14.7)1 6.3 

3 高台付椀

BJ 

(6.5) I BJ 
5.5 I BJ 

普通

不良

普通

橙

灰黄

灰

60 

20 

70 

援土

覆土

覆土

底部糸切り後、高台貼付

底部糸切り後、高台貼付
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第221• 222号住居跡出土土錘観察表（第119図）

番号 長さ 径 孔径 重 さ 分類 色調 残存 備 考

6 4.31 1.25 0.48 6.75 Ba V にぶい黄橙 100 

7 (2. 99) (1.60) 0.36 (3.53) Bb 暗褐

8 (3.14) (1.58) 0.60 (3.33) Bb 橙， (3.53) 1. 72 0.44 (7. 77) Ba にぶい褐

10 (4.58) 1. 71 0.46 (10.54) Ba にぶい褐

11 (4.53) 1.66 0.45 (9.90) Ba 橙

12 (4.41) 1.41 0.49 (7.39) Ba にぶい褐

13 (4.31) 1.51 0.54 (7.20) Ba 橙

14 (5.81) 1.68 0.49 (16.25) Ba にぶい黄橙

15 (6.40) 2.15 0.61 (22.47) Ba 橙

16 (6.41) 2.10 0.60 (28. 71) Bb 明赤褐

第223号住居跡（第120• 121図）

J-17グリッドを中心に位置する。第217• 218号

住居跡・第113号土坑に西壁の一部、第111・112号土

坑に床面が切られている。平面は、軸長4.04mX 

4.87mの長方形で、深さ18cmを測る。主軸方位は、

N-82°-Eを指す。

カマドは、東壁で北に偏って設けられている。燃

焼部は、 12lcmX45cm、床面から深さ 4cmを測る。

貯蔵穴は、東壁際のカマドの南に検出された。上

面は117cmX86cmの不整楕円形で、深さ69cmを測る。

遺物は、貯蔵穴より土師器杯 ・小型甕 ・甕・甑が

出土した。

第224号住居跡（第122~125図）

K-18グリッドを中心に位置する。第210• 215号

住居跡に北西隅、第211号住居跡に南西隅、第204号

住居跡にカマドの先端が切られ、第225号住居跡を

切っている。平面は、軸長5.93mX5.0lmの方形で、

深さ33cmを測る。主軸方位は、 N-67°-Eを指す。

柱穴は 2本の主柱穴が検出でき、 p1は径7lcmX

60cm、深さ16cm、P2は径98cmX97cm、深さ74cmを

測る。 P2では、柱痕が確認できた。

カマドは、東壁のやや南寄りに設けられている。

燃焼部は、 120cm以上X35cm、床面から深さ17cmを測

る。

，
 

•V 

-==←--＋-- 可 貯蔵穴
B 63.6 B 

〗〇
口
疇詈］言旦置少5 褐色 (IOYR4/4) 焼土プロック、炭化物粒子多

6 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 焼土プロック、炭化物粒子多
7 赤褐色 (2.5YR4/6)焼土プロック
8 褐色 (IOYR4/6) 焼土粒子、炭化物粒子少
9 灰黄褐色 (10YR4/2) 焼土粒子少
10 黒褐色 (10YR3/2) 白色徴粒子少
11 暗掲色 (10YR3/3) 焼土粒子少

L
"
E
9
 
• 

゜
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第120図第223号住居跡
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第121図

第223号住居跡出土遺物観察表（第121図）

第223号住居跡出土遺物

番号 器種 ロ 径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 杯 (12.4) J L 不良 橙 30 貯蔵穴

2 小型甕 (10.0) BJL 普通 明赤橙 30 貯蔵穴 外面↑ヘラ削り 内面刷毛目

3 小型甕 11.2 J L 普通 にぶい橙 80 貯蔵穴 外面 ↑ヘラ削り

4 小型甕 (13.0) J 不良 にぶい赤褐 70 貯蔵穴 外面↓ヘラ削り 摩耗著しい

5 甕 (11.0) J 不良 にぷい赤褐 40 貯蔵穴中位 外面 ↑ヘラ削り 内面→ナデ輪積痕明瞭

6 甕 7.1 BFJL 普通 にぷい橙 70 貯蔵穴 外面↑ヘラ削り 内面ナデ

7 寝 15.4 30.2 5.6 J L 普通 にぶい褐 70 貯蔵穴 外面上半↑、下半↓ヘラ削り やや摩耗

8 甕 (19.6) 31.8 (7.0) FJL 不良 灰褐 60 貯蔵穴 外面 ↑ヘラ削り， 甑 (21.4) BJL 普通 にぶい黄橙 60 貯蔵穴下位 外面 ↑ヘラ削り
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遺物は、土師器杯・高杯・脚台付柑・小型甕・甕、

狐氏石、鉄鏃の他に土錘が出土した。25の砥石は 3面

が使用され、カマド右袖の南に床面から僅かに浮い

た状態で出土した。26の鉄鏃は、 茎部が欠損し21.93

gを量り、覆土中から出土した。

第225号住居跡（第122図）

K-18グリ ッドを中心に位置する。第224号住居

跡に北壁 ・東壁を除く部分、第210• 215号住居跡に

南西隅が切られている。平面は、東西壁長3.78m以

上X3.20m以上で、深さ27cmを測る。主軸方位は、

東西壁を甚準とし、 N-73'-Eを指す。

カマド・貯蔵穴等の施設は確認できなかった。

遺物も、出土しなかった。
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1 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 白色微粒子多
2 褐色 (10YR4/4) 灰白色シルト若千
3 にぶい黄褐色 (10YR4/3)
4 褐色 (10YR4/4) 灰白シルト多
5 にぶい黄褐色 (10YR4/3)炭化物粒子
6 褐色 (10YR4/4) 白色微粒子
7 にぷい質褐色 (10YR4/3)焼土粒子僅か

8 焼土

9 にぷい焚褐色 (10YR4/3) 焼土極多
10鵡色 (10YR3/2) 
11 暗褐色 (10YR3/3) 焼土極多
12 にぷい黄褐色 (10YR4/3)
13 にぷい黄橙色 (10YR6/4)
14黄褐色 (10YR5/6) 

第122図第224• 225号住居跡

Pl 
1 褐色 (10YR4/4) 
2 褐色 (10YR4/4) 焼土 ・炭化物

P2 
1 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 
2 暗褐色 (IOYR3/3) 焼土若干
3 褐色 (IOYR4/4) 炭化物若干
4 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 灰白色シルト
5 にぷい黄褐色シルト (IOYR4/3)
6 褐色シルト (IOYR4/4) 
7 にぷい黄褐色シルト(IOYR4/3) 灰白シルト

゜
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1:so 
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第123図第224号住居跡出土遺物(I)
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第124図 第224号住居跡出土遺物(2)
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第125図 第224号住居跡出土遺物(3)

第224号住居跡出土遺物観察表（第123図）

26 07 0 ◎, ̀30 
0 3cm 
| 1 1 | 1 : 2 

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位箇 備 考

1 杯 (11.4) J 不良 にぷい橙 30 覆土

2 杯 (12.0) 3.7 BDJ 不良 橙 20 狡土

3 況： 12.3 7.8 BJL 不良 橙 80 カマ ド・床 内外面やや摩耗

4 杯 12.7 5.1 BJ 不良 橙 90 床 内外面やや摩耗

5 高杯 (15.4) BJ 不良 橙 30 裂土 内外面やや摩耗

6 高杯 16.2 BDJ 不良 にぶい橙 60 裂土

7 高杯 BDJ 普通 明赤褐 70 床

8 高杯 (12.0) J 不良 浅黄橙 20 覆土， 高杯 (11.2) J 不良 にぶい橙 25 裂土

10 面 t不 16.6 10.6 11 2 BDJL 不良 橙 70 床 内外面摩耗著しい

11 脚台付堪 8.0 16.0 9.4 ADJL 普通 にぶい橙 90 カマド

12 小型 甕 11.4 14.3 5.5 DJL 不良 にぶい赤褐 80 カマド・床 外面 ↓方向ヘラ削り 摩耗著 しい

13 甕 17.8 28.8 7.2 BJL 普通 にぷい橙 90 カマド 外面 ↑方向ヘラ削り

14 甕 6.5 DJL 普通 灰黄褐 85 カマド 外面 ↑方向ヘラ削り
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第224号住居跡出土遺物観察表（第123-125図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

15 甕 (16.6) 34.8 5.4 J L 不良 にぶい黄橙 40 床 外内面↑方方向ハケメ ・ヘラ削り
面← 向ハケメ

16 甕 17.0 34.5 6.0 JL 普通 にぷい橙 90 覆土 外面 ↑方向ヘラ削り

17 甕 18.3 34.5 5.5 BJL 普通 にぷい橙 85 裂土 外面↑方向ヘラ削り

18 甕 18.6 35.5 6.4 BDJL 普通 にぷい褐 80 カマド 外面↑方向ヘラ削り

19 団=・ (19.6) BDJL 普通 橙 60 覆土下位 外面←方向ヘラ削り 摩耗著しい

20 甕 6.2 BJ 不良 橙 30 覆土 外面↑方向ヘラ削り 胴部中位にミガキ

21 甕 6.2 BJ 不良 にぷい褐 90 カマド 外面↑方向ヘラ削り

22 甕 6.4 J L 普通 橙 70 床 外面 ↑方向ヘラ削り

23 甑 24.0 28.2 9.2 CJL 不良 にぷい橙 90 カマド・床 外面 ↑方向ヘラ削り 摩耗著しい
24 甑 (23.2) 30.5 9.0 J L 普通 にぷい橙 75 カマド袖 外面 ↑方向ヘラ削り 内面ミガキ

第224号住居跡出土土錘観察表（第125図）

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 残存 備 考

27 5.95 1.85 0.48 16.27 Ba IV 橙 100 A区

28 6.04 1.65 0.47-0.52 12.44 Ba IV 明赤褐 100 A区

29 6.28 1.55 0.59 12.11 Ba IV にぷい褐 100 A区

30 (6.98) 2.07 0.55 (27.64) Ba III にぷい褐 90 A区

I 
可

冒 三 1 

SJ173 ／ II 

ll鵬

二`三•2 I¥‘ 遭
三 ／

ご

... / ＼ 頃鵬

>> 771← 
疇吼

1 にぶい黄褐色 (IOYR4/3)炭化物粒子少
2 暗褐色 (10YR3/3) 炭化物粒子多

゜
10cm 

3 にぷい黄褐色 (10YR5/4)焼土粒子、炭化物粒子少 l :4 

4 にぷい黄褐色 (10YR5/4)焼土粒子、炭化物粒子多
5 褐色 (!OYR4/6) 炭化物粒子少

゜
2m 

6 にぶい黄褐色 (lOYRS/3)炭化物、焼土粒子少 1:60 

第126図 第228号住居跡・出土遺物
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第228号住居跡 （第126図）

K-17グリッドを中心に位躍する。第173号住居

跡に北西隅から西壁、第218号住居跡に南東隅から

東壁が切られている。平面は、東西壁が切られてい

るため、軸長5.20mX4.30m程の長方形で、深さ16

cm程を測る。主軸方位は、 N-78°―W を指す。
カマド ・貯蔵穴等の施設は確認できなかった。

迫物は、土師器杯 ・小型甕が出土した。

第366号住居跡 （第127図）

L-16・17グリ ッドに位置する。第167号住居跡・

第12号性格不明遺構にカマドを除いて切られ、東壁

も不明瞭であった。主軸方位は、 N-69°-Eを指す。

カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は、 154

cmX46cm、麻濯iから深さ14cmを測る。煙道部は53cm

程確認できた。

遺物は、土錘が出土した。

第228号住居跡出土遺物観察表（第126図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 杯 13.0 3.8 BE 普通 にぷい橙 95 覆土 体部外面←ヘラ削り

2 杯 12.4 5.1 BDJ 良好 にぶい黄橙 100 覆土下位 体部緑外部面内←ヘラ削り
ロ 面巻き上げ痕

3 杯 (12.4) 4.2 BEJ 普通 にぷい橙 70 覆土 体部外面→ヘラ削り

4 杯 14.2 3.9 AJ 不良 にぷい黄橙 95 覆土 ロ緑内内屈痕あり

5 甕 (15. 6) CH] 普通 にぷい橙 25 覆土 胴部摩耗し整形不詳

V̀
 

＼ 

SJ 167 

カマド

1 暗褐色 (IOYR3/3) 焼土粒 ・炭化物、白色徴粒子多
2 暗褐色 (IOYR3/3) 焼土プロック
3 赤褐色 (2.5YR4/6)焼土主体、炭化物粒僅か
4 暗褐色 (IOYR3/4) 焼土粒子、炭化物粒僅か、締まりあり
5 黒褐色 (IOYRZ/3) 焼土プロック｛望か
6 灰黄褐色 (IOYR4/2) 炭化物多、粘性あり

冒冒

9.t呵
く

貯蘊穴

四．5.J!:

貯蔵穴

1 黒褐色 (IOYB2/3) 焼土粒、炭化物粒多、

締まりあり

2 暗褐色 (IOYR3/3) 炭化物粒僅か、
締まりあり

0 2~:60 

量 ◎ 
0 3cm 
I I I | 1 : 2 

7 暗褐色 (10Yll3/4) 焼土プロック・炭化物粒、粘性あり
8 赤褐色 (2.5YR4/6)焼土主体
9 褐色 (10YR4/4) 
10 屈褐色 (10YR2/2) 焼土プロック若干、粘性あり
11 暗褐色 (10Yll3/3) 炭化物粒子僅か、締まりあり

第127図 第366号住居跡・出土遺物

第366号住居跡出土土錘観察表 ・（第127図）

番号I 長さ

ー (6.55) 

径

1.85 

孔径

0.60 

重さ

(18.14) 

分類

Ba IV 

色調

明赤褐

残存 備 考

95 Iカマド
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